
　　平成23年度取組実績（継続，改善，廃止・休止分）

各局区等共通
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
刊行物等への啓発標語
の掲載

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　啓発標語を掲載したメモ帳を発行　　５３，０００冊（文化市民局４7番参考）

各局区等 ①

2
人権啓発看板，啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　バス営業所，地下鉄駅及び本市の施設の玄関等に人権啓発看板や啓発のぼり旗，
啓発標語パネルを掲出した。

各局区等 ①

3
地域団体の人権研修支
援（資料提供等）

<事業目的>
　地域団体等が行う人権研修会を支援し，人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　地域団体等が行う人権研修会を支援し，人権問題に関する講演の中で，参考資料
を配布した。

各区・支所 ①

4
市庁舎等の身障者・高
齢者対応設備の設置・
改修

<事業目的>
　身障者や高齢者が安心して利用することのできる市庁舎を目指す。

<取組実績>
　「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」に基づき，身障者や高齢者が安
心して利用することのできる市庁舎を目指し，設置・回収を図った。

各局区等 ②

5
人権行政に関する情報
の職員への提供

<事業目的>
　職員一人一人が人権意識を高めるための情報提供を行う。

<取組実績>
　職員一人一人が人権意識を高めるための，人権関係の情報誌，チラシの配布，講
演会等のポスター掲示による職員への情報提供を行った。

各局区等 ④

6
人権行政の視点からの
所属事務事業の点検

<事業目的>
　人権尊重の視点で市政を推進する。

<取組実績>
　人権尊重の視点で市政を推進するため，所属事務事業を点検し，必要な改善を
図った。

各局区等 ④

7
人権教育に関する情報
提供等職員の自主的な
研修等の条件整備

<事業目的>
　自主的な人権研修を促進するための条件整備を図る。

<取組実績>
　自主的な人権研修を促進するための条件整備を図るため，人材活性化推進室等か
らの情報を職員に周知し，自主的に参加しやすい条件整備を行った。また，人権問
題を職員の自主的な取組とするために，自主的に研修を企画，実施するため職員が
人権問題について勉強会や研修を行うための資料の提供，講師の紹介，研修時間の
確保などの協力を行った。

各局区等 ④

8 職員研修

<事業目的>
　人権文化の構築に関する理解を深めるための職員研修を実施する。

<取組実績>
　人権文化の構築に関する理解を深めるため，５月の「憲法月間」，１２月の「人
権月間」に，各所属において研修を行った。

各局区等 ④

【】内は平成２
４年度組織改正
後の名称

【凡例】
　分類　①教育・啓発　②保障
　　　　　③相談・救済　④推進体制・職員研修
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環境政策局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　憲法月間・人権月間において，所属単位で研修を実施

<取組実績>
　所属において，子供や女性の人権，同和問題などに関して，討論を中心とした研
修を実施した。

環境政策局
環境総務課

④

2

「京都ごみ減量・分別
ハンドブック（追記
版）」外国語版，点字
版，音声テープ版，
CD版の作成・配布

<事業目的>
　外国人に対して，ごみ出しルールやごみ減量・リサイクルの取組を周知する。

<取組実績>
　ごみ出しのルールやごみ減量・リサイクルの取組に関して平成２２年度に作成し
た「京都ごみ減量・分別ハンドブック」から変更した内容等に関して「京都ごみ減
量・分別ハンドブック（追記版）」を作成するとともに，外国人等に対しても周知
することを目的に，当該外国語版，点字版，音声テープ版，ＣＤ版の作成・配布を
行った。
・外国語版（３，０００部作成，英語・中国語・ハングル語）：
　　　　　　国際交流会館，各区役所・支所エコまちステーションに配布
・点字版（４３０部作成）：各区役所・支所福祉事務所に配布
・録音版（７４０部作成）：各区役所・支所福祉事務所に配布

環境政策局
循環企画課

②

3
ごみ収集福祉サービス
（まごころ収集）の実
施

<事業目的>
　ごみ収集福祉サービス（本市が定期的に収集する「家庭ごみ」，「缶・びん・
ペットボトル」等を所定の排出場所へ排出することが困難な高齢者，障害者に対
し，その排出を支援するために，当該世帯の玄関先等に出向いて収集する制度）を
実施するとともに，対象者の管理にも努める。

<取組実績>
平成１９年１２月３日より申請開始
平成２０年１月１４日よりサービス開始
対象者数：２，１５２件（平成２３年度末時点）

環境政策局
まち美化推進
課

②

4
有料指定袋制の実施に
伴う福祉施策

<事業目的>
　ごみの減量に一定の制約がある紙おむつの支給を受けておられる方や，在宅で腹
膜透析を実施されている方等に対して，「負担の公平性」の原則を踏まえ，指定袋
を一定枚数配布する制度を設けている。

<取組実績>
配布者数：10,282人

環境政策局
まち美化推進
課

②

5
ユニバーサルデザイン
に対応した公衆トイレ
の整備

<事業目的>
　公衆トイレの新規設置や大規模改修の機会において，ユニバーサルデザインに配
慮し，誰もが快適に利用できるよう整備する。

<取組実績>
　出町橋西詰公衆トイレ（①）及び祇園石段下公衆トイレ（②）の改修を行った。
　　改修内容：・男女トイレ間の隙間及び外壁上部隙間の閉鎖（①について）
　　　　　　　・和式便器の一部洋式便器化（①，②について）
　　　　　　　・ベビーチェアの設置（①，②について）

環境政策局
まち美化推進
課

②
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行財政局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　研修による人権意識の向上

<取組実績>
  各職場で自主的に研修を実施した課では，「自分自身を振り返る場になった」「悩
みや不安を聞いてもらえる場所があればいい」等の意見があり，今後の行政業務に
向けての内発的な意識づけおよび自己研鑽ができた。業務繁忙の理由で実施ができ
なかった課でも，資料配布等で可能な限り意識向上に努めた。

行財政局
総務課

④

2 職場研修推進者の養成

<事業目的>
　職場研修の計画や実施運営，職員に対する適切な指導ができるよう，管理職の更
なる能力向上を目指す。

<取組実績>

【実績】（いずれも京都御池創生館で実施）
　１　管理職等共通業務研修
　　   実施日：平成２３年８月１６日
　　　内　容：「改革の進め方～同和行政改革を通じて～」
　　　講　師：石田　忠彦（文化市民局市民生活部くらし安全・人権文化推進担当
　　　　　　　部長）
　２　交流セミナー
　　　実施日：平成２４年１月２６日
　　　内　容：「各々が力を発揮し，支え合って構築する「ユニバーサル社会」の
　　　　　　　実現に向けて」
　　　講　師：竹中　ナミ（社会福祉法人 プロップ・ステーション 理事長，NHK
　　　　　　　経営委員）

行財政局
人材活性化推
進室

④

3
局区等研修の奨励・支
援

<事業目的>
　局区等において人権研修が積極的かつ効果的に進められるよう，奨励・支援を行
う。

<取組実績>
◎　職員研修支援窓口及び研修教材閲覧コーナーの充実
　人権研修に係る研修内容に関する相談，会場の貸出し，講師紹介，各種研修会の
開催情報の提供等を積極的に行うとともに，研修教材閲覧コーナーにおける職員研
修に活用する教材や資料の充実を図った。

行財政局
人材活性化推
進室

④

4
人権教育の推進（学生
指導）

<事業目的>
　新入生に対し人権に対する意識を高めるために，大学でのキャンパスハラスメン
トについて，その問題と背景，対応などについて講演を行う。

<取組実績>
　実施日平成２３年４月８日　場所　学内講堂　内容「大学のキャンパスハラスメ
ントとその対応」講師　龍谷短期大学　加藤博史　参加者３００名

行財政局
芸術大学

①

5
市庁舎等の身障者・高
齢者対応設備の設置・
改修

<事業目的>
　身障者や高齢者が安心して利用することのできる市庁舎を目指す。

<取組実績>
　点字タイルの破損等の補修及び庁舎内危険個所の小修繕を随時実施した。

行財政局
庁舎管理課

②

6
人権教育の推進（学生
指導）

<事業目的>
　日々の学生指導において，人権教育を推進していく。また，学生自治会と共に障
害を持った学生への援助の方法について考える。

<取組実績>
　学生指導において，人権教育を推進していくと共に，教員及び学生自治会と共に
障害を持った学生への援助方法を考えた。

行財政局
芸術大学

①

7
人権教育の推進（学生
指導）

<事業目的>
　12月の人権月間に人権啓発ポスターを掲示し，学生の人権に対する理解を深め、
意識を高めることに努める。

<取組実績>
　人権月間に人権啓発ポスターを掲示し，学生の人権に対する理解を深め、意識を
高めることに努めた。

行財政局
芸術大学

①

8
人権教育の推進（学生
指導）

<事業目的>
　日々の学生指導において，人権教育を推進していく。また，留学生交歓会や実技
指導を通じて，教職員と外国人のコミュニケーションを図ることで，留学生の心情
をより理解することに努める。

<取組実績>
　人権教育を推進し，留学生交歓会を通じて，外国人留学生の心情を理解した。
留学生交換会　平成２３年１１月２４日　学内交流室

行財政局
芸術大学

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9
人権教育の推進（学生
指導）

<事業目的>
　日々の学生指導において，人権教育を推進していく。また，入学生に対するオリ
エンテーションで，HIVについての正しい情報を伝えるとともに，HIV感染者の人権
について学生に啓発を行う。

<取組実績>
　実施日平成２３年４月８日　場所　学内講堂　オリエンテーションにて，本学保
健師が保健室の説明の中で，啓発を行った。

行財政局
芸術大学

①

10
附属図書館における人
権関連図書の紹介

<事業目的>
　附属図書館に所蔵している人権関連図書の紹介を行い，教職員及び学生の人権に
対する認識を深めていく。

<取組実績>
　附属図書館所蔵『人権関連図書』の展示を行った。
［展示期間］平成23年12月４日～12月10日

行財政局
芸術大学

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

[局区等研修の充実]
<事業目的>
　局区等に人権研修の充実のための助言・指導等を行う。

<取組実績>
　局区等における人権研修の充実を図るため，研修の企画，実施等に関する相談，
助言や研修資料の提供を行った。
　また，人権文化の構築に関する理解を深めるため，５月を「憲法月間」，１２月
を「人権月間」として研修推進の月間に位置付け，所属における研修を実施した。

[研修教材や研修資料の充実]
<事業目的>
　人権に関する資料等の更なる充実を目指す。

<取組実績>
　研修ビデオや研修資料の収集，提供に努め，庁内イントラネットのホームページ
において，広く職員に対して情報提供を行った。
【実績】
　人権関連のビデオを購入し，所属に貸出を行った。

行財政局
人材活性化推
進室

④11 職員研修

[人権研修の実施]
<事業目的>
　職員を対象に研修を行い，人権問題に対する意識を高めるとともに理解を深め
る。
　
<取組実績>
　階層ごとの職員を対象とした人権問題の解決を目指した行動に結び付くカリキュ
ラムを採り入れた研修を行った。
　特に，次世代を担う若手職員については，人権研修を集中的に実施し，育成強化
に努めるとともに，組織の中核を担う管理監督職員については，指導育成力を強化
する研修を実施した。
　また，人権文化の構築に向けて，すべての職員を対象とした人権に関する理解を
深める研修や職員の視野を広げ人的ネットワークを作る機会の提供を行う研修を実
施した。
【実績】（いずれも京都御池創生館で実施）
１　新規採用職員研修
　　実施日：平成２３年４月１４日，４月１５日
　　内　容：「人権問題・男女共同参画」（１６７名）
　   講　師：藤森　紀行（文化市民局市民啓発担当課長）
　　　　  　 中村　政幸（文化市民局男女共同参画推進課企画係長）
２　基本理念研修
　　実施日：平成２４年１月１３日，１月１７日，１月１９日，１月２４日，
　　　　　　１月２７日
　　内　容：「ネットワーク社会における人権」（２６４名）
　　講　師：宮田　仁（滋賀大学教育学部教授）
         　   　神月　紀輔（京都ノートルダム女子大学心理学部準教授）
　　　　   　三輪　吉和（特定非営利活動法人学習開発研究所副代表）
３　憲法月間講座
　　実施日：平成２３年５月３０日
　　内　容：「女性の人権」（１１３名）
　　講　師：若尾　典子（（財）世界人権問題研究センター研究第４部・佛教
　　　　　　大学社会福祉学部教授）
　　　　　　中谷 香（文化市民局共同参画社会推進部男女共同参画推進課長）
４　人権問題講座
　　実施日：平成２３年８月２５日
　　内　容：「子どもの人権　～いま，あらためて「子どもの権利条約」を読み
　　　　　　　直す」（１０１名）
　　講　師：住友　剛（京都精華大学人文学部　准教授）
５　人権月間講座
　　実施日：平成２３年１２月２２日
　　内　容：「犯罪被害者の人権」（１０８名）
　　講　師：吉田　容子（（財）世界人権問題研究センター嘱託研究員・弁護士）
　　　　　　樋掛 実喜雄（文化市民局市民生活部くらし安全推進課長）
６　交流セミナー
　　実施日：平成２４年１月２６日
　　内　容：「各々が力を発揮し，支え合って構築する「ユニバーサル社会」の
　　　　　　　実現に向けて」
　　講　師：竹中　ナミ（社会福祉法人 プロップ・ステーション 理事長，NHK
　　　　　　　経営委員）
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総合企画局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
国際文化市民交流促進
サポート事業

<事業目的>
　市民主体の国際交流と外国籍市民等の社会参加を促進し，世界とつながるまち・
京都，多文化が息づくまち・京都の実現を図る。

<取組実績>
   実施回数：２２回
　延べ参加者数：８８６名

総合企画局
国際化推進室

①

2
テレビ広報の一部への
字幕挿入

<事業目的>
　聴覚に障害がある方に対して市政の情報を提供する。

<取組実績>
　テレビ広報番組「京のまち」の市政ニュースコーナーに字幕を表示。

総合企画局
市長公室【広
報担当】

②

4
市民しんぶん点字版，
ＣＤ（デイジー）版

<事業目的>
　視覚に障害がある方に対して市政の情報を提供する。

<取組実績>
市民しんぶん点字版・文字拡大版・テープ版・ＣＤ（デイジー）版を発行。
　発行部数（毎月）
　 点字版  … 260部（全市版），300部（区版）
　 拡大版  … 415部（全市版），445部（区版）
　 テープ版… 280セット（全市版），290セット（区版）
　 ＣＤ版  … 120枚（全市版），130部（区版）

総合企画局
市長公室【広
報担当】

②

5
インターネットによる
情報の発信

<事業目的>
　すべての市民が共に生きる社会の構築を目指す。

<取組実績>
 アクセス数
　　京都市のＨＰ（総ページ）　　１１9，０３１，４６９件（平成２３年度）
　　外国語のＨＰ（総ページ）　　　  １，０１０，６６１件（平成２３年度）

総合企画局
市長公室【広
報担当】

②

6

広報媒体を活用した集
中的な啓発活動の展開
（憲法月間・人権月間
等における啓発活動）

<事業目的>
　人権尊重の機運を高める契機とするため，5月の憲法月間や12月の人権月間等に
おいて，市民しんぶん等において集中的な啓発活動を展開し，市民啓発の相乗効果
を図る。

<取組実績>
○市民しんぶん
　　5月1日号，8月１日号，12月1日号で，人権特集
○ラジオ番組
　「明日への歩み」5・8・12月の毎週日曜放送
　「人権インフォメーション」5・8・12月の毎日放送

総合企画局
市長公室【広
報担当】

①

7
外国籍市民行政サービ
ス利用等通訳・相談事
業

<事業目的>
　外国籍市民等が，行政窓口で日本語による意思疎通が図れない場合や，行政サー
ビスの利用や手続等について問い合わせをしたい場合に，市政に関する知識を有
し，英語や中国語を話せる者が電話で通訳・相談を行う。

<取組実績>
   実施期間　：平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日
　実施日時：英語　　毎週火・木曜日９:００～１７:００
　　　　　　中国語　毎週水・金曜日９:００～１７:００
　利用者数：６４９人（英語３１３人，中国語１２９人，その他２０７人）

総合企画局
国際化推進室

②

3
各種広報媒体を活用し
た広報啓発活動の展開

<事業目的>
　すべての市民が共に生きる社会の構築に向け，各種広報媒体を活用した啓発活動
を行う。

<取組実績>
○市民しんぶん記事
　・5月1日号「5月は憲法月間」，
　　8月1日号「8月は人権強調月間」，
　　12月１日号「12月は人権月間」
　・毎号，「心のカギ」コーナーで人権に関する情報を掲載
　　（寄稿文，人権'ほっと'写真の入賞作品の紹介など）
　・その他，人権啓発イベント等を随時掲載
○テレビ番組
　・「京のまち」の特集コーナーで人権に関する取組を紹介
　・「京のまち」のインフォメーションコーナーで関連イベントを紹介
○ラジオ番組
  ・「ちょこっと情報☆きょうと」， 「KYOTO CITY PUBLIC LINE」
　　で関連イベント紹介
　・「明日への歩み」5・8・12月の毎週日曜放送
　・「人権インフォメーション」5・8・12月の毎日放送
○電光掲示板（市役所前，京都駅前，ゼスト御池），庁舎内テレビモニター
　　人権標語を随時発信

総合企画局
市長公室【広
報担当】

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8
小・中学生社会見学受
け入れ事業
（国際交流協会）

<事業目的>
　小中学校の社会見学授業として, 国際交流会館の機能紹介や外国人を取り巻く状況
説明，事業概要説明などの後，現場で働くスタッフやボランティア活動の見学，留
学生の出身国文化紹介などを行う。

<取組実績>
   実施回数：１０回
   参加者数：１３３人

総合企画局
国際化推進室

①

9

京都市多文化施策懇話
会（平成21年度まで
は京都市外国籍市民施
策懇話会）の開催

<事業目的>
　外国籍市民等の市政への参加を推進し，多文化共生を構築するための取組等につ
いて意見を求める。

<取組実績>
   第１回会議　平成２３年６月２９日
　    議題：新規に来日した外国籍市民等について
   第２回会議　平成２３年９月２７日
　    議題：支えあうコミュニティ
    第３回会議　平成２３年１１月９日
　    議題：多文化共生の地域づくり
    第４回会議　平成２４年１月２０日
　    議題：多文化共生の地域づくり
　　　　　２０１１（平成２３）年度提言について

総合企画局
国際化推進室

④

10 医療通訳派遣事業

<事業目的>
　日本語を母語としない外国籍市民等が安心して医療サービスを受け，安全に暮ら
すことができる社会を目指す。

<取組実績>
   派遣病院：４病院
　対応日時：週３日
　対応言語：英語，中国語，韓国・朝鮮語
　利用者数：１,１７４人（英語４２人，中国語１,１３１人，韓国・朝鮮語１人）

総合企画局
国際化推進室

②

11
FM CO.CO.LOによる
生活，イベント情報の
提供

<事業目的>
　外国籍市民及び短期滞在外国人等に，本市の生活情報やイベント開催情報等の提
供を行う。

<取組実績>
   多言語ＦＭ放送局「ＦＭ　ＣＯ・ＣＯ・ＬＯ」に本市行政情報提供番組を設け，
外国籍市民及び短期滞在外国人等に，毎週月曜と木曜に，英語及び中国語により本
市の生活情報やイベント開催情報の提供を行う。また，災害等緊急に放送の必要が
生じた場合に，災害情報の放送を要請する。また，東日本大震災の際には，多言語
による緊急放送を実施した。

総合企画局
国際化推進室

③

12
啓発物品の作成及び配
付

<事業目的>
　啓発物品（ポケット・ティッシュ）を作成・配布し，外国籍市民との共生を訴え
かける。

<取組実績>
   配布部数：１，０００個（平成２３年１２月実施）

総合企画局
国際化推進室

①

13
連続フォーラム「チョ
ゴリときもの」（国際
交流協会）

<事業目的>
　日本社会における在住韓国・朝鮮人の歴史や現状に対する理解を深める。

<取組実績>
   開催日：平成２４年３月９日，３月１０日，３月１６日
   参加者数：２０７人

総合企画局
国際化推進室

①

14
国際交流会館オープン
デイ（国際交流協会）

<事業目的>
　すべての市民が気軽に利用できる場としての「国際交流会館」を紹介するととも
に，外国人による文化の紹介などを通して市民レベルでの国際交流を推進する。

<取組実績>
    実施日：平成２３年１１月３日
    参加者数：１３，０００人

総合企画局
国際化推進室

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

15
国際理解プログラム
「PICNIK」（国際交
流協会）

<事業目的>
　京都市内の小・中学校が実施する国際理解教育の授業に留学生を講師として派遣
する。

<取組実績>
    全６８件実施（小学校３７件，中学校３１件）

総合企画局
国際化推進室

①

16
世界の絵本展（国際交
流協会）

<事業目的>
　絵本を実際に手に取ることによって，広く異文化に親しむ機会を提供する。

<取組実績>
   実施日：平成２３年８月３日～8月７日
　テーマ：「ラクダと砂漠（だけじゃないよ）の国々」
　　　　　アラブ諸国で出版されている絵本を展示，紹介するとともにアラブ諸国
　　　　　出身者による本の読み聞かせなどを行った。
   参加者数：４２０人

総合企画局
国際化推進室

①

17
外国人のための住宅
ネットワーク事業（国
際交流協会）

<事業目的>
　外国籍市民に対する住宅情報のホームページ上での提供や，家主や留学生をはじ
め外国人の受け入れに係る啓発を行う交流会の開催など，外国籍市民にとって安定
した住居環境づくりを行う。

<取組実績>
   外国人のための住宅物件検索サイト「HOUSE　Navi」
　問い合わせ件数：１３２件
　インターネット上で住宅情報を提供するとともに，留学生及び家主向けのガイド
ブックも掲載した。
「ＫＹＯＴＯ留学生ふれあい住宅フェア２０１1」
　開催日：平成２４年２月４日
　参加者数：５４名
　京滋地区の物件約１,0００件を通訳を介して紹介したり，賃貸に関わる個別相談
コーナーを設けたりするなど，言葉や文化の違いから希望する物件を探すことがで
きなかった留学生の部屋探しへの一助となった。また家主と留学生，日本人学生の
交流会を設け，相互理解を深めることができた。

総合企画局
国際化推進室

③

18
留学生のための就職ガ
イダンス＆ジョブフェ
ア（国際交流協会）

<事業目的>
　日本での就職を目指す留学生に対し，就職活動に関する情報の提供や採用担当者
との面接会を実施する。

<取組実績>
   実施日：平成２3年１２月9日
   参加者数：１９６名

総合企画局
国際化推進室

③

19
京都市生活ガイドの配
布（国際交流協会）

<事業目的>
　京都市国際交流会館での配布，及び行政機関や大学等関係機関を通じて冊子配布
を行う。また, 海外から新たに来られる方や冊子の入手が困難な方を対象にWEB版
を紹介する。

<取組実績>
  【配布数】
　英語版：946部, 中国語版：416部, 韓国・朝鮮語版：157部 ,
   スペイン語版：77部

総合企画局
国際化推進室

③

20
外国人のための各種相
談事業（国際交流協
会）

<事業目的>
　外国人の日常生活上の疑問や困りごとの解消を図る。

<取組実績>
   総相談件数：6,174件

総合企画局
国際化推進室

③

21
国際化に関するボラン
ティア活動育成事業
（国際交流協会)

<事業目的>
　ボランティアの組織化及び活動の充実を図る。

<取組実績>
   ボランティア登録者数：644人　（延べ人数）

総合企画局
国際化推進室

①

 2-8



文化市民局
事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
ＤＶ被害者支援インス
トラクター養成事業

<事業目的>
　ＤＶ被害者支援インストラクターの養成を行うとともに，インストラクターの自
主的な支援活動を促進させ，ＤＶ被害者及び同伴する被害者の子どもの心理的なケ
ア，その他自立に向けた支援を京都市ＤＶ相談支援センター等と連携し，社会全体
で支援していくことを目的とする。

<取組実績>
　DV被害者サポーター養成講座全５回実施
　（受講者５８名，うち修了証発行３８名）
　びーらぶインストラクター養成講座全６回実施
　（受講者１７名，うち認定証発行１７名）

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

2
真のワーク・ライフ・
バランスの推進

<事業目的>
　市民ひとりひとりが仕事や家庭生活，社会貢献などにおいて生きがいと充実感を
得て人生が送れる「真のワーク・ライフ・バランス」を定着させる。

<取組実績>
　３月に「真のワーク・ライフ・バランス」推進計画を策定し公表した。
　また，「真のワーク・ライフ・バランス」の考え方を市民に周知するため，「地
域デビュー講座」を関係局等との連携により６回実施した。
　延べ参加人数１，０３５人（ただし，市民協働政策推進室所管の「市民共汗大サ
ポーター大会」，教育委員会所管の「OK企業研修会」，市民会議運営委員会と共催
の「ウィングスフォーラム２０１１」を含む。）

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

4
第4次「きょうと男女
共同参画推進プラン」
の推進

<事業目的>
　「きょうと男女共同推進プラン」に基づいた事業に取り組むことで，男女共同参
画社会の実現を目指す。

<取組実績>
　審議会開催　２回（防災分野における男女共同参画について議論）
　※平成２３年１２月１６日，審議会から「男女共同参画の視点からの防災(復興）
　　対策の推進についての提言」を京都市に提出した。

文化市民局
男女共同参画
推進課

④

5
男女共同参画センター
「ウィングス京都」

<事業目的>
　男女共同参画推進社会を目指すための拠点施設とする。

<取組実績>
　来館者数：４９８，４８２人
　蔵書数：      ７５，０９４冊
　相談件数：　　１，９３７件

文化市民局
男女共同参画
推進課

①③④

6
男女共同参画講座ウィ
ングスセミナー

<事業目的>
　男女共同参画の視点に立ち，市民が男女共同参画についての基礎知識を学習でき
ることを目指す。

<取組実績>
　男女共同参画に関する講座：15回
　男女共同参画に関する講演会：2回
　各種団体との連携講座：5件
　人材育成講座：2件
　親子で楽しむコンサート：１回
　はじめての男女共同参画講座：定期開催12回，出前講座30回

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

3
「同和行政終結後の行
政の在り方総点検委員
会」を踏まえた改革

<事業目的>
　平成２１年３月に提出された「同和行政終結後の行政の在り方総点検委員会報告
書」に基づき，適正な人権施策に取り組む。

<取組実績>
⑴自立促進援助金制度の見直しについて
・奨学金の返還を求めるべき借受者について，引き続き丁寧な説明を行い，返還又
は免除のための手続を進めた。
・「京都市奨学金等返還事務監理委員会」の開催
⑵改良住宅の管理・運営及び建替えについて
・既存の改良住宅について，公営住宅も含め，京都市市営住宅ストック総合活用計
画に基づき，適切な維持管理や改善事業を進め，長期有効活用を図った。
⑶崇仁地区における環境改善について
・「京都市崇仁地区将来ビジョン検討委員会報告書」に基づき，着実に住宅地区改
良事業等を進めた。
⑷市立浴場等の地区施設について
・市立浴場については，引き続き，嘱託化の推進などの運営経費の削減や，更なる
効率化について取り組んだ。
・民間活動との料金格差解消に向けて，平成２４年３月に入浴料金の改定を行っ
た。
⑸市民意識の向上に向けた人権教育・啓発の在り方について
・憲法月間である５月と人権月間である１２月に，人権情報誌を合併して発行し
た。

文化市民局
人権文化推進
課

④
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

7
DV被害者市営住宅特
定目的優先入居

<事業目的>
　DV被害者の居住の安定を図り，その自立を支援する。

<取組実績>
　募集件数　４件
　応募件数　２件
　入居件数　２件

文化市民局
男女共同参画
推進課

③

8
民間シェルター等への
助成

<事業目的>
　民間団体等との連携を深め，DV被害者の支援体制をより充実する。

<取組実績>
　民間緊急一時保護施設補助金
　助成件数　１団体
　交付金額　１,800千円（5万/月×３室×１２ヶ月）

　暴力被害者緊急一時避難支援事業費補助金
　助成件数　１団体
　交付金額　１１２千円（延日数２０日）

文化市民局
男女共同参画
推進課

③

9 DV対策事業

<事業目的>
　DV被害者の支援を行う。平成２３年１０月３日に開所した京都市DV相談支援セ
ンターを中核的施設として，初期の相談から長期にわたる自立生活促進に向けた支
援まで，継続的な被害者支援を重点的に取り組む。

<取組実績>　※平成２３年１０月３日～平成２４年３月３１日
【相談状況】
　来所相談　２４５件
　電話相談　５９５件
　訪問面談　４件
【支援状況】
　保護命令申請　５件
　同行・代行支援　６１件
　民間シェルターでの安全確保　４件

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

10
ドメスティック・バイ
オレンスに関するシン
ポジウム等の開催

<事業目的>
　DVに関する情報を発信し，市民へのより一層の啓発を図る。

<取組実績>
　日時　　平成２３年１１月１０日
　場所　　京都市男女共同参画センター「ウィングス京都」
　テーマ　「医療現場から見えるDV～DVの発見から回復～」
　参加者　１３０名

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

11 啓発情報誌の発行

<事業目的>
　市民へ情報誌を発行することで，男女共同参画についての啓発を行う。

<取組実績>
　第２９号　「誰にも相談していない」　２０，０００部
　第３０号　「仕事と生活の調和に関する希望と現実」　２０，０００部
　第３１号　「衆議院議員における女性の割合」　２０，０００部
　別冊　　　「ＤＶ（配偶者や恋人などからの暴力）について」　１５，０００部

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

12
市民・事業者への周知
広報

<事業目的>
　市民へ京都市男女共同参画推進条例の趣旨を周知することで，男女共同参画社会
の実現を図る。

<取組実績>
　リーフレット等啓発誌，市民しんぶんやホームページなどの様々な広報手段を通
じて京都市男女共同参画推進条例の趣旨の周知を図る。また学校や地域，企業等へ
職員の講師派遣を行った。

文化市民局
男女共同参画
推進課

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

13 企業等顕彰制度

<事業目的>
　企業等への働きかけを行い，登録制度，アドバイザー派遣制度及び情報交換会を
通じて，「女性の能力の積極的な活用」や「仕事と家庭生活の両立支援」等の職場
における男女共同参画の推進に係る取組の促進を図る。

<取組実績>
　登録事業者　６８社（平成２３年度末）
　表彰事業者　３事業者
　アドバイザー派遣　１件
　講演・情報交換会
   　①　日時：平成２３年６月２３日　参加者：３３人・３１事業者
　　②　日時：平成２３年７月２９日　参加者：４５人・３７事業者
　※平成２４年度から京都府の「京都モデル」ワーク・ライフ・バランス推進企業
　　認証制度と一元化

文化市民局
男女共同参画
推進課

①

14
男女共同参画苦情等処
理制度

<事業目的>
　男女共同参画に関する苦情や要望を聴取し調査することで，よりよい男女共同参
画社会を目指す。

<取組実績>
　苦情等申出案件：２件（うち受理案件：１件）

文化市民局
男女共同参画
推進課

③

15
市の審議会等における
女性委員の登用の推進

<事業目的>
　男女がともにあらゆる分野での政策・方針等の意思決定過程に参画できる社会の
実現を目指す。

<取組実績>
　女性委員登用率　３２．０％（平成２２年度末）

文化市民局
男女共同参画
推進課

④

①
文化市民局
勤労福祉青少
年課

①17
外国籍市民との交流事
業の推進

<事業目的>
　青少年ボランティアによる日本語を母語としない人たちへの日本語学習支援と交
流を図る。

<取組実績>
　伏見青少年活動センターにおいて，青少年ボランティアによる日本語を母語とし
ない人たちへの日本語学習支援と交流を目的とした「にほんご教室」，青少年ボラ
ンティアが多文化共生をめざして交流や啓発事業を企画する「異文化交流サラダボ
ウルＰroject」，日本語を母語としない子どもと保護者のための「多言語進路ガイ
ダンス」を開催した。また昨年度より実施している，保健センター，NPO法人
チャーム，国際交流協会等と連携し在住外国人のための「健康フィエスタ」を開催
した。
　○にほんご教室
　　開催数：８０回
　　参加者：学習者（延べ５５０名）
　　　　　   ボランティア （延べ９２８名）
　○外国にルーツをもつ子どもたちのための交流会
  　 ３回（春,夏，クリスマス）合計７０名(延べ人数）
　○異文化交流サラダボウルＰroject:
  　「異文化理解宿泊プログラム」「tomocafe」サラダボウル・フェスタ」など
　　６４回１，５６２名（延べ人数）
　○多言語進路ガイダンス　１回６６名
　○健康フィエスタ　１回２５５名（来場者数）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

16 東山アートスペース

<事業目的>
　東山青少年活動センターにおいて，知的障害のある青少年の創造・創作活動を支
援する。

<取組実績>
・東山アートスペース
　体験プログラム：5月15日，日曜（10:30～12:30）
　　Aコース：6月19日～3月4日（９回），日曜（13:30～16:00）
　　Bコース：6月26日～2月19日（９回），日曜（13:30～16:00）
　　開催数：19回
　　登録者：34名（延べ623名）
・イベント
　事業名：①作品展「コノトキ」
　　　　　②おでかけ写真展
　　　　　③夏のイベント（アロマキャンドルをつくろう）
　　　　　④春のイベント（ダンボールをつかってみんなの“まち”をつくっちゃ
　　　　　　おう）
　実施日：①4月1日～4月16日
　　　　　②4月9日～4月16日
　　　　　③8月21日
　　　　　④3月18日
　参加者数：①延べ350名
　　　　　　②延べ492名
　　　　　　③延べ46名
　　　　　　④延べ50名
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

18

若者の性と生について
考える連続講座「大切
なあなた大切なわた
し」

<事業目的>
　学生年代から性に関する正しい知識を持つこととともに，受講生が同年代の若者
をサポート（ピアサポート）できるようなスキルを身につけることを目的とする。

<取組実績>
　○中京青少年活動センターにおいて，計６回の講座及びワークショップを開催
　　１０月３１日～１２月５日毎週月曜日(１８：３０～２０：３０)
　　定員１５名　申込み３０名

　参加者：第１回１６名，第２回１６名，第３回１８名，第４回２３名，
　　　　　第５回１６名，第６回１９名 　合計１０８名（延べ人数）

　○ユースinfo.スクエア課題別セミナー｢恋愛塾｣
　　若者の性と生について考える連続講座「大切なあなた大切なわたし」の受講生
　が中心となって，(ピアサポーターとして)企画運営を行った。
　　『愛・恋愛について』『付き合うとは何か』『デートDVとは』などについて，
　参加者と共に考えた。
　　日時：１月１０日～２月２８日　全５回
　　参加者：第１回１３名，第２回１４名，第３回１３名，第４回１７名，
　　　　　　第５回１１名, 合計６８名（延べ人数）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

19
レンアイリョク向上委
員会エイズデー企画

<事業目的>
　青少年がHIV/AIDS予防について正しい知識を得る機会を提供できること、意識
化できるきっかけをつくること。

<取組実績>
　南青少年活動センターにおいて，青少年を対象に，エイズ啓発のポスター展示や
グッズ配布を行うとともに，参加型で考えられる○×クイズを実施。
　参加者数　93名（延べ人数）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

20
表現活動へのお誘い～
からだではなそう～

<事業目的>
　東山青少年活動センターにおいて，障がいのある青少年の余暇活動の充実を目的
とした活動を行う。

<取組実績>
　前期／A：５月２１日～９月１７日（５回），土曜（１３：３０～１５：３０）
　　　／B：５月２８日～９月２４日（５回），土曜（１３：３０～１５：３０）
　後期／A：１１月１９日～３月１０日（５回），土曜（１３：３０～１５：３０）
　　　／B：１１月２６日～３月１７日（５回），土曜（１３：３０～１５：３
０）
　開催数：２０回
　登録者：４０名（延べ５３６名）

文化市民局
勤労福祉青少
年課

①

21
市民活動総合センター
の管理・運営

<事業目的>
　ＮＰＯやボランティア団体等による公益的な市民活動を，特定の分野や領域を越
えて総合的に支援するとともに，市民の交流及び連携の推進を図る。

<取組実績>
　ＮＰＯやボランティア団体等による公益的な市民活動を，特定の分野や領域を越
えて総合的に支援するとともに，市民の交流及び連携の推進を図るための拠点施設
として，京都市市民活動総合センターを管理・運営している。センターでは，市民
活動団体等に活動の場を提供するとともに，次の４つの柱で事業を展開した。
　①　市民活動に関する情報収集・提供
　②　市民活動に関する各種相談
　③　市民活動団体等の育成
　④　幅広い市民の交流の場の提供，連携・協働事業の展開及び市民活動に関する
研究

【具体的な実績】
　入館者数（カウンター表示数）　158,261人
　相談件数　1,646件
　講座等参加者数　681人
　ホームページアクセス件数　231,972件

文化市民局
地域づくり推
進課
（地域自治推
進室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

22
犯罪被害者支援策の推
進

<事業目的>
　犯罪被害者を社会全体でしっかりと支え,安心して暮らすことができる地域社会の
実現に寄与することを目的とする。

<取組実績>
　平成23年4月に施行した京都市犯罪被害者等支援条例に基づき，(公社)京都犯罪
被害者支援センターに設置した京都市犯罪被害者総合相談窓口を拠点として，相談
をはじめとする各種の支援，犯罪による生活困窮者に対する生活資金の給付，住居
の提供，こころのケア等の支援を行った。
　また，犯罪被害者を社会全体で支えるまちづくりを目指した教育活動や啓発事業
を実施した。
【相談実績（平成２３年度）】
　電話相談　640件
　面接相談　206件
　直接支援　440件

文化市民局
くらし安全推
進課

①③

23
無料法律相談事業の実
施

<事業目的>
　弁護士が専門的な立場から相談に応じることで，問題解決の一助とする。

<取組実績>
　９，２７０件（夜間２３９件）

文化市民局
消費生活総合
センター

③

24
人権擁護委員による特
設相談の実施

<事業目的>
　行政上の人権相談・救済の柱である法務省・人権擁護委員の行う人権相談を市民
に広く周知し，市民が人権侵害等について相談できる機会を幅広く提供する。

<取組実績>
　行政上の人権相談・救済の柱である法務省・人権擁護委員の行う人権相談を市民
に広く周知し，市民が人権侵害等について相談できる機会を幅広く提供するため，
京都人権啓発活動ネットワーク協議会の構成機関による連携協力の一環として人権
擁護委員による特設相談の会場を提供した。
【実績】日時：毎月原則第４木曜日の１３時から１６時
　　　　　　　　（毎月１回　計１２回）
　　　　場所：京都市消費生活総合センター

文化市民局
人権文化推進
課

③

25 人権啓発サポート制度

<事業目的>
　人権文化推進課が窓口となり，庁内の各人権課題を担当する所属等と緊密な連携
を取ることにより，市民や企業等の自主的な人権研修等の取組をサポートする。

<取組実績>
　講師派遣　　１５件（１８人）
　ビデオ貸出　４２件（７９本）
　冊子提供等　３３件（３，７５０部）

文化市民局
人権文化推進
課 ④

26 人権の花運動

<事業目的>
　次代を担う子どもたちが相互に協力しあって花を栽培することにより，子どもの
情操をより豊かにし，子どもに命の大切さや相手への思いやりといった人権思想に
対する理解を深め，豊かな人権感覚を身に着けてもらう。

<取組実績>
　市内保育園，幼稚園及び小学校の計１６箇所で実施

文化市民局
人権文化推進
課

①

27
京都市人権レポートの
発行

<事業目的>
　「人権文化の息づくまち・京都」の実現を図る。

<取組実績>
　本市では，「人権文化の息づくまち・京都」の実現に向けて，人権文化推進計画
に基づき様々な取組を実施しており，その取組について発信を行うため発行してい
る。
【２３年度発行内容（２４年３月発行）】
　・ホームレスの方の自立に向けた支援
　・京都市役所における障害のある方のための職場実習・チャレンジ雇用
　・「はあと・フレンズ・ストア」について
　・子どもを共に育む京都市民憲章
　・人権情報誌の発行や講座・イベントの開催
　・児童虐待防止に向けて
　・京都市DV相談支援センターの相談窓口について

文化市民局
人権文化推進
課

③
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

29
世界人権問題研究セン
ター「人権大学講座」

<事業目的>
　人権に関する講座を開講することで，多くの方に人権の大切さを啓発する。

<取組実績>
　世界的な広い視野に立ち，総合的に人権問題を研究することを目的に設立された
世界人権問題研究センターにおいて，より一層人権が尊重される社会の実現を目指
して開設し，以降，毎年開講しているものであり，平成２３年度も開講された。
【実績】
　会場　ハートピア京都
　全1２日間　延べ7４４人受講

文化市民局
人権文化推進
課

①

30
世界人権問題研究セン
ター「講座・人権ゆか
りの地をたずねて」

<事業目的>
　人権に関する講座を開講することで，多くの方に人権の大切さを啓発する。

<取組実績>
　人権という新しい視点で京都の観光地，社寺等をとりあげる。人権ゆかりの地を
案内できるガイドの養成も兼ねた講座で平成12年度から実施し，平成２３年度も開
講された。
【実績】
　会場　池坊学園
　全8講義　延べ２８３人受講

文化市民局
人権文化推進
課

①

31
京都人権啓発行政連絡
協議会への参画

<事業目的>
　人権擁護思想の普及･高揚に資するため，京都府内を行政区域とする国の行政機
関･京都府･京都市が相互に連携し，より効果的な人権啓発活動を実施する。

<取組実績>
　日　　時　平成23年10月26日
　場　　所　京都市勧業館「みやこめっせ」
　内　　容　講演
　　　　　　　(1)｢人(人間)として生まれて 人として育つために～人間としての権
　　　　　　　　　利の主張　～｣
　　　　　　　　　渋谷千鶴（人権擁護委員）
　　　　　　　(2)｢事業継続計画（ＢＣＰ）による安全確保，雇用維持，供給
　　　　　　　　　責任」
　  　　　　　　　丸谷浩明（(財)建設経済研究所研究理事，NPO法人事業継続推進機構理事長）

　参加者数　２９０人
　
　また，平成23年9月に企業内人権啓発推進員の設置についての啓発文書を，市内
企業約6,000社等に送付した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

③

<事業目的>
　市民が抱えている人権上の問題について適切な機関に相談できるよう，相談機
関，窓口について十分な周知を図る。

<取組実績>
　市民が抱えている人権上の問題について適切な機関に相談できるよう，相談機
関，窓口について十分な周知を図るため，京都市人権文化推進計画に基づく取組と
して，相談・救済に関する機関や制度をまとめたパンフレットを発行した。
・形状及び部数
　パンフレット（Ａ４判，１６ページ，カラー印刷），３０００部発行
・内容
　「京都市人権文化推進計画」に定める重要課題ごとに，相談機関，窓口につい
て，主な相談分野，相談場所（所在地を含む），電話番号，相談日，相談時間とと
もに，所在地図と相談例を掲載している。

（特　徴）
　女性，子供，高齢という相談分野だけでなく，例えばエイズ（ＨＩＶ）の感染が
心配というような場合や，ホームレスで借金に困っていて法律問題を抱えていると
いう場合など，幅広い重要課題について，相談窓口を案内している。
　また、相談場所の位置を市内全体図に掲載するだけでなく，冊子にすることで，
それぞれの施設の説明とともに詳細な地図で場所を明示している。
　さらに、「例えば，こんなときにご相談ください」と相談例を示すことでわかり
やすく，気軽に相談できる窓口が設置されていることを説明している。

28
「京都市人権相談マッ
プ」の発行

文化市民局
人権文化推進
課
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

33
京都市人権相談・救済
ネットワーク

<事業目的>
ア　人権に関わる相談に関する情報の共有と円滑な取次
　ネットワークにおける他の相談機関の情報を共有し，相談事項の一部又は全部に
ついて，適切な機関に円滑に取り次ぐことができる環境を構築する。
イ　人権救済に関する情報の共有と円滑な取次
　法務局の人権侵犯事件調査，人権擁護委員協議会の取組についての情報を共有
し，事案によって，適切な機関に円滑に取り次ぐことができる環境を構築する。

<取組実績>
　上記の目的に基づいて，下記のとおり開催し，情報支援等を図った。
　
　日時：平成２４年３月２３日（金曜日）
　内容：①人権相談・救済に係る取組の活性化について
　　　　②効果的・効率的な人権啓発推進のための連携強化について

文化市民局
人権文化推進
課

④

34

京都人権擁護委員協議
会との連携及び支援
（人権擁護思想普及啓
発活動）

<事業目的>
　京都市域に属する人権擁護委員で組織される京都人権擁護委員協議会に対する支
援を行う。

<取組実績>
　京都市域に属する人権擁護委員で組織される京都人権擁護委員協議会が，人権擁
護思想の普及高揚を目的として実施する活動に補助金を交付した。
【平成２３年度の主な取組】
　街頭啓発・パレード，中学生人権作文コンテスト，人権相談（特に人権擁護委員
による特設相談を毎月１回実施），「人権の花」運動等の実施，子どもの人権ＳＯ
Ｓミニレター

　補助金　６０万円

文化市民局
人権文化推進
課

①

35
人権に関する意識調査
の実施

<事業目的>
　市民の人権に関する意識調査を実施することにより，今後の人権施策の参考とす
る。

<取組実績>
　定期的な実施のため，平成２３年度の取組はなし。
【参考（平成１７年度）】
　調査期間：１１月１日～１５日
　対象者：２０歳以上の市民３,０００人
　有効回収数（率）：１,２２５（４０.５％）

文化市民局
人権文化推進
課

④

36
京都市人権文化推進懇
話会の運営

<事業目的>
　人権施策の基本方針等を定めた「京都市人権文化推進計画」を着実に推進するた
め，外部の視点で施策の点検や必要な助言を求める京都市人権文化推進懇話会を設
置・運営する。

<取組実績>
委員構成：学識者等７名，市民公募委員２名
開催回数：２回（①平成２３年８月１日，②平成２４年３月２６日）
内容：①「京都市人権文化推進計画　平成２２年度取組実績及び平成２３年度事業
　　　　　計画」について
　　　　「京都市犯罪被害者等支援条例」について
　　　②「京都市人権文化推進計画　平成２４年度事業計画」について
　　　　「京都市ドメスティック・バイオレンス（DV）相談支援センターについて
　　　　　（報告）」

文化市民局
人権文化推進
課

④

①

<事業目的>
　京都弁護士会が開催する「憲法と人権を考える集い」を共催することで，より多
くの市民の方へ啓発を促す。

<取組実績>
　京都市弁護士会が京都府民を対象に実施する様々な人権問題をテーマとした講演
会「憲法と人権を考える集い」を共催し，負担金を交付した。

○日時　平成２３年１１月２７日（日曜日）　　午後１時３０分から
　場所　シルクホール（京都産業会館８階）
　内容　第１部　高校生からの報告
　　　　　　　　「わたしたちが感じた被告人・被害者それぞれの命」
　　　　　　　　　　　　　　立命館宇治高校２年生・３年生
　　　　第２部　パネルディスカッション
　　　　　　　　「わたしたちは，「死刑」にどう向き合うか」
　　　　　　　　パネリスト：森達也（映画監督・作家）
　　　　　　　　　　　　　　　土本武司（元検察官・筑波大学名誉教授）
　　　　　　　　　　　　　　　坂本敏夫（元刑務官・ノンフィクション作家）
　参加者数　約５００名
　負担金　　２０万円

32
京都弁護士会との連携
及び支援（「憲法と人
権を考える集い」）

文化市民局
人権文化推進
課
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

37
人権文化推進会議によ
る庁内の連携充実

<事業目的>
　本市における人権行政の推進に関して，各局・区等が互いに連絡し，調整を図る
ことにより，人権行政の円滑かつ総合的な推進を図る。

<取組実績>
○開催状況（平成２３年度）
　・人権文化推進会議１回

文化市民局
人権文化推進
課

④

39
「四字熟語人権マン
ガ」の募集

<事業目的>
　難しいイメージのある「人権」を，明るくユーモアあふれるマンガと四字熟語で
表現することにより，市民に人権について考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　応募期間　平成２３年７月１日～１１月３０日
　応募総数　２０７点

文化市民局
人権文化推進
課

①

40
ヒューマンステージ・
イン・キョウトの開催

<事業目的>
　「人権問題」は，一般的に堅く近寄り難いイメージでとらえられていることが多
いため，音楽やトークなどを活用することにより，市民に感性面から人権の大切さ
を伝えることを目的に開催する。

<取組実績>
　日　　時　平成２３年１０月１５日
　場　　所　京都会館第二ホール
　内　　容　人　ココロ　みんながつながり　生まれる愛
　　　　　　川嶋あいトーク＆ライブ（スペシャルゲスト森脇健児）
　　　　　　京都災害ボランティア支援センターステージ発表
　　　　　　市民公募事業入賞作品の紹介　ほか
　参加者数　７４９人

文化市民局
人権文化推進
課

①

奨学金返還事務等

<事業目的>
 同和問題の解決に向けて，教育の機会均等，進路の保障，将来の就職機会の拡大を
図るために貸与していた地域改善対策奨学金等の返還について，返還に要する額を
一律に支給していた自立促進援助金制度を廃止することで返還事務を適正化し，行
政への不信感を払しょくすることにより，同和問題の真の解決に資することを目的
とする。
　そのため，これまでの返還事務の在り方を抜本的に見直した条例に基づき，平成
13年度以前に返還が開始された者に対して，免除制度を設けたうえ，一定以上の所
得がある者からは返還を求める。また，制度を見直したため，返還請求に当たって
は，十分に説明を尽くし実態に応じた誠意ある対応に努めるとともに，返還事務の
透明性・公平性・客観性を確保するため，返還事務監理委員会に措置状況等を報告
し意見を徴する。

<取組実績>
　条例に基づき，対象者に対して返還を求めるとともに，免除手続等の案内を行っ
ている。また，滞納となった者に対しても，十分な説明の機会を設けるため，督促
後，約1年を掛けて4回の催告等を行っている。ただし，それにもかかわらず，返還
手続に応じず，滞納金額が100万円以上となる者に対しては，裁判手続に着手す
る。
　なお，裁判手続等においても，十分にプライバシーに配慮して取り組んでいる。
　
【実績】
　○　借受者（1,404人）に対する平成24年3月末日の取組状況
　　　免除中　　　1,194人
　　　猶予中　　  　　40人
　　　返還請求中　   170人（うち滞納は53人）
　○　監理委員会の開催
　　　第５回　　平成23年  6月10日
　　　第６回　　平成23年11月21日
　○　訴えの提起（２件）
　　　市会で可決（平成２４年３月２８日）

文化市民局
人権文化推進
課

38 ②

※ 「返還事務の在り方を抜本的に見直した条例」とは，「京都市地域改善
対策奨学金等の返還の債務の取扱いに関する条例」（平成20年12月施行）
であり，自立促進援助金支給に関する住民訴訟判決（一部敗訴）及び「京都
市同和行政終結後の行政の在り方総点検委員会中間報告」（平成20年8月）
を踏まえ，別に自立促進援助金制度を廃止するとともに，新たに制定したも
のである。 
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

41
人権ワークショップの
実施

<事業目的>
　市民に様々な体験を通じて豊かな人権感覚や人権に対する幅広い知識を習得して
もらうとともに，地域等における人権啓発のキーパーソンとなり得る人材を養成す
る。

<取組実績>
　第１回　　開催日　平成２３年９月２２日
　　　　　　テーマ　「うわさ」について考える
　第２回　　開催日　平成２３年１１月１７日
　　　　　　テーマ　「外見では分からない」病気や障害への理解
　第３回　　開催日　平成２３年１２月１６日
　　　　　　テーマ　経済的貧困と差別
　第４回　　開催日　平成２４年２月１７日
　　　　　　テーマ　「家庭」の中の人権
　参加者数　延べ６０人

文化市民局
人権文化推進
課

①

42
人権“ほっと”写真
（フォト）の公募

<事業目的>
　市民に人権について考える機会を提供するとともに，市民から市民へのメッセー
ジとして広く発信するものとして，人権の大切さが感じられる心温まる写真を公募
する。

<取組実績>
　応募期間　平成２３年５月１日～平成２４年１月３１日
　応募総数　１５９点

文化市民局
人権文化推進
課

①

43
柳原銀行記念資料館常
設展，特別展の開催

<事業目的>
　旧柳原銀行の建物を復元した建物内に展示室を設け，被差別部落の歴史・文化等
の資料の展示を通して，広く市民に対し同和問題をはじめとする様々な人権課題へ
の正しい理解と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　①特別展
　　開催期間　平成２３年１０月１９日～１２月９日
　　場　　所　柳原銀行記念資料館
　　テ ー マ　　明石民蔵と家族の肖像～明石は悲境に沈淪したのか～
　
　②企画展
　　開催期間　平成２４年３月１４日～４月２０日
　　場　　所　柳原銀行記念資料館
　　テ ー マ　　アイヌ・ネノアン・アイヌ～人間らしい人間～

文化市民局
人権文化推進
課

①

44
ツラッティ千本常設
展，特別講演会の開催

<事業目的>
　ツラッティ千本（資料展示施設）において，千本地域を中心とした部落の歴史・
生活等に関する資料を収集・保存・展示を通して，広く市民に対し同和問題をはじ
めとする様々な人権問題について正しい理解と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　①企画展
　　開催期間　平成２３年９月６日～１０月２２日
　　場　　所　ツラッティ千本
　　テーマ　　さわり・サワリ　心ざわざわ―光島貴之の世界―
　②特別企画
　　開催日時　平成２４年３月１６日
　　場　　所　京都市北いきいき市民活動センター
　　テーマ　　NPOが進める教育・福祉のまちづくり

文化市民局
人権文化推進
課

①

45 人権情報誌の発行

<事業目的>
　「人権文化の息づくまち・京都」を目指し，市民の人権問題に対する関心を高め
るとともに，自主的な学習に資することを目的として人権情報誌「あい・ゆーＫＹ
ＯＴＯ」を発行する。

<取組実績>
【実績】
　８月，２月に，単独号を各１０，０００部発行
　５月，1２月に，ベーシックとの合併号を約２０，０００部発行

文化市民局
人権文化推進
課

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

46
人権強調月間街頭啓
発，人権月間パレード
及び街頭啓発

<事業目的>
　人権尊重の機運を高めるため街頭啓発事業を実施する。

<取組実績>
　人権強調月間街頭啓発　　８月１日
　人権週間街頭啓発　　　１２月５日

文化市民局
人権文化推進
課

①

47
啓発物品の作成及び配
布

<事業目的>
　街頭啓発や講演会会場等において啓発物品を配布することにより，人権問題につ
いて正しい理解と人権意識の普及・高揚を図る。

<取組実績>
　メモ帳作成冊数　　　５３，０００冊
　カレンダー作成部数　１８，０００部

文化市民局
人権文化推進
課

各区役所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

48
憲法月間・人権月間ポ
スター作成

<事業目的>
　啓発ポスターを市政広報番組等に掲示することにより，人権擁護思想の普及・高
揚を図る。

<取組実績>
　憲法月間　ポスター作成部数　１３，０００枚
　人権月間　ポスター作成部数　１３，０００枚

文化市民局
人権文化推進
課

①

49 人権学習教材の配布

<事業目的>
　市民の学習教材となるよう，人権啓発冊子等を配布する。

<取組実績>
　５月，８月，１２月の各月間に市役所本庁舎玄関等で啓発冊子や当課で作成した
情報誌等を配架したほか，要望のあった市民，ＮＰＯ法人等に提供した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

50
人権啓発ポスターコン
クール（京都人権啓発
推進会議）

<事業目的>
　誰もが笑顔で暮らせる明るい社会を築くため，日常の身近な出来事などを題材と
して基本的人権の尊重・擁護を訴える。

<取組実績>
　応募数　　１４８校から３，７１９作品
　入選作品　６９作品

文化市民局
人権文化推進
課

教育委員会
学校指導課

①

51
人権啓発映画・ビデオ
の購入・貸出し

<事業目的>
　人権啓発ビデオを貸し出すことにより，各局・区等が行う人権啓発活動を支援す
る。

<取組実績>
　啓発ビデオ　６作品購入，貸出本数　３４本

文化市民局
人権文化推進
課

①

52
啓発パネルの作成・貸
出し

<事業目的>
　人権啓発パネルを貸し出すことにより，各局・区等が行う人権啓発活動を支援す
る。

<取組実績>
　貸出回数　１４回
　

文化市民局
人権文化推進
課

①

53
人権啓発に係る資材及
び講師に関する調査の
実施

<事業目的>
　本市各課が保有する啓発資材や講師の情報を毎年調査し，ホームページに掲載す
ることにより，各局・区及び市民や企業が行う人権啓発活動を支援する。

<取組実績>
　掲載情報を更新した。

文化市民局
人権文化推進
課

①

54
人権啓発活動補助金の
交付

<事業目的>
　市民が自主的に行う啓発活動に対し補助金を支給することにより，広く市民の間
に人権尊重の理念を普及させる。

<取組実績>
　交付団体　２３団体，交付金額　６，８１３千円

文化市民局
人権文化推進
課

①

55
京都人権啓発推進会議
への参画

<事業目的>
　京都府内の自治体や人権擁護委員連合会その他の団体等が一体となって人権啓発
を推進するために設置された京都人権啓発推進会議に参画し，府民を対象とする人
権啓発事業を実施する。

<取組実績>
　ポスターコンクール，人権啓発指導者養成研修会，人権強調月間啓発ポスター及
びステッカーの掲出，人権強調月間街頭啓発，人権週間ポスターの掲出，人権週間
街頭啓発等

文化市民局
人権文化推進
課

④
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

56
京都人権啓発活動ネッ
トワーク協議会への参
画

<事業目的>
　京都府内の人権啓発の連携・調整を目的として設置された京都人権啓発活動ネッ
トワーク協議会に参画し，京都府内における人権啓発活動を推進する。

<取組実績>
　会議開催回数　４回（平成２３年６月１日，８月１９日，１０月７日，平成２４
年３月１２日）

文化市民局
人権文化推進
課

④

57
人権に関する情報の職
員への提供

<事業目的>
　全ての職員が人権問題について高い見識の下に，人権文化の構築に積極的に取り
組めるよう支援する。

<取組実績>
　人権情報誌「あい・ゆーＫＹＯＴＯ」及び企業向け人権情報誌「ベーシック」を
各所属へ配布
　あい・ゆー　５月，８月，１２月，２月
　ベーシック　５月，９月，１２月
　※　5月と12月は，「あい・ゆーＫＹＯＴＯ」と「ベーシック」の合併号

文化市民局
人権文化推進
課

④

58
企業向け人権情報誌
「ベーシック」の発行

<事業目的>
　企業に向けた人権啓発を行い，人権尊重の精神を基盤とした企業活動及び企業内
における人権尊重の気風の醸成に係る企業の取組を支援する。

<取組実績>
　９月に，単独号を約１０，０００部発行
　５月，１２月に，あい・ゆーKYOTOとの合併号を約２０，０００部発行

文化市民局
人権文化推進
課

①

59

インターネットによる
人権情報誌「あい・
ゆーKYOTO」，企業
向け人権情報誌「ベー
シック」,企業向け人
権啓発講座開催案内･
講演録等の発信

<事業目的>
　インターネットによる情報発信を行い，広く効果的な人権啓発に努める。

<取組実績>
　「あい・ゆーKYOTO」　発行ごとに最新号を追加
　「ベーシック」　発行ごとに最新号を追加
　「人権啓発講座」　開催10回／年。開催ごとに追加

文化市民局
人権文化推進
課

①

60
企業に対する人権問題
の解決に向けた取組の
依頼

<事業目的>
　人権啓発文書を企業に提供することにより，企業内における人権啓発に関する取
組を促す。

<取組実績>
　送付日　平成23年4月19日
　送付先　市内企業等約6,000社

文化市民局
人権文化推進
課

①

61
企業向け人権啓発冊子
の配布

<事業目的>
　企業向け人権啓発冊子を提供することにより，企業内における人権啓発に関する
取組の支援を行う。

<取組実績>
　３３，４２５部

文化市民局
人権文化推進
課

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

①62 企業向け人権啓発講座

<事業目的>
　企業向けに人権啓発講座を開催することにより，企業内における人権啓発に関す
る取組の支援を行う。

<取組実績>
　第１回　講演（平成２３年６月１５日）　参加者数　３４人
　　「職場内人権啓発のすすめ～計画や資料の作り方，進め方，ＰＲのポイントを
　　　学んで，更に魅力的な企業に～」
　　講師　若林源基（(財)人権教育啓発推進センター参与。元㈱電通人権啓発部長）

　第２回　講演・情報交換会（６月２３日）　参加者数　３３人
　　「ワーク・ライフ・バランスを考える ～ “仕事と生活の毎日には「理想」も
　　　「現実」もある” 「現実」の確認から始めよう～」
　(１)「女子会」「男子会」講演＋情報交換会
　　　　～現状に関する講演を踏まえ，日常の「現実」について本音トークしてみよう～
　(２)全体会で各会の発表を聞く ～「現実」などについての意見を聞き，考えてみよう～
　　 講師　谷口真由美（大阪国際大学現代社会学部准教授）
　　 　　　中村 正(立命館大学大学院応用人間科学研究科教授)

　第３回　参加型講演（７月２０日）　参加者数　４７人
　　「京から明日へのＣＳＲ～チェックしてみよう！大企業・中小企業・あなたの会社～」
　(１)講演等「京のＣＳＲガイドライン」について
　(２)事例発表｢ＣＳＲの取組について｣
　　講師･進行役 島本晴一郎（京都文教大学人間学部教授。元京商ＣＳＲ特別委員会専門委員）
　　発表者   松田健二（日本写真印刷(株)コーポレートコミュニケーション室CSRグループ長）
　　発表者   池内常郎（株式会社 茨木屋 代表取締役会長）

　第４回　講演（１０月２６日）　参加者数　２９０人
　(1)｢人(人間)として生まれて 人として育つために～人間としての権利の主張～｣
　　　講師　渋谷千鶴（人権擁護委員）
　(2)｢事業継続計画（ＢＣＰ）による安全確保，雇用維持，供給責任」
　　  講師　丸谷浩明（(財)建設経済研究所研究理事，NPO法人事業継続推進機構理事長ほか）

　第５回　見学・講演・対談（１１月２日）　参加者数　３３人
　　「京の暮らしに息づく“伝統産業”に学ぶ　～モノ（物・者）づくりと商い
　　　において「当たり前」に果たされてきた社会的責任とは～」
　(１)見学…第26回国民文化祭・京都2011「京の暮らしの文化展」
　(２)講演・対談
　　講師・対談者 若林卯兵衛（京都府仏具協同組合理事長，㈱若林佛具製作所取締役会長）
　　対談者  渡邉隆夫（西陣織工業組合理事長，第２６回国文祭京都市実行委員会委員）
　　対談進行役  柿野欽吾（京都産業大学理事長，京都市伝統産業活性化推進審議会会長）

　第６回　フォーラム（１１月９日）　参加者数　４２人
　　「企業での雇用事例等紹介，相談機関の取組紹介，総合支援学校取組･卒業生
　　　就業体験等を通じ,障害のある市民の雇用について考える」
　　講師　大口孝雄 (㈱ジーエス･ユアサ ビジネスエージェンシー取締役社長）
　　　　　柴田みどり （社会福祉法人京都総合福祉会京都障害者就業・生活支援センター主任） 他

　第７回　ガイダンス（１２月９日）　参加者数　２８人
　　「外国人留学生と企業のためのガイダンス ～多様なグローバル人材と生む
　  　 Win-Winな就労！～」
　(1)外国人留学生の就職状況 について―留学生の就職相談に携わる立場から―
　　講師　野澤和世 （ランスタッド株式会社 グローバル人財雇用コンサルタント）
　(2)グローバル人材に期待すること ―企業採用担当者から―
　　講師　高宮秀樹（㈱村田製作所人事部主任）
　(3)私の就職活動と就職,そして今，就労について考えること ―先輩留学生から―
　　講師　蘇巍琦（ローム㈱調達部社員,中国籍)

　第８回　講演・グループディスカッション（平成２４年１月２６日）　参加者数
２４人
　　｢チャレンジドの社会参画を促進する竹中ナミさんと考えよう！各々が力を
　　 発揮し，支え合って構築する｢ユニバーサル社会｣の実現に向けて」
　　講師　竹中 ナミ （社会福祉法人プロップ･ステーション理事長，NHK経営委員 ほか）

　第９回　第17回ふしみ人権の集い（２月１１日）　参加者数　３４人
　　｢人権文化のまちをひとりひとりの心から」をテーマに地域の企業(100社弱)･
　　 学校･区民･行政が手を携えて取り組んでいる“集い”を通して，人権問題に
　　 ついての意識を高めるとともに,地域社会の一員としての企業のあり方につい
　　 て考えた。
　  活動報告…学習会等の今年度の活動報告等
　  記念公演…ひとを大切にしてきたまちからのメッセージ　和紗 ＆ ＦＤＦダンスサークル

　第１０回　講演（３月７日）　参加者数　１３８人
　　「東日本大震災からもうすぐ１年　改めて考えよう。生と死を見つめ，
　　  今を大切に生きるために」
　　講師　カール・ベッカー（京都大学こころの未来研究センター教授）

文化市民局
人権文化推進
課

 2-20



産業観光局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
インターネットを活用
した情報の発信

<事業目的>
　インターネットにより広く情報を提供し，企業の取組の支援を図る。

<取組実績>
　産業政策課ホ－ムペ－ジ内の企業向け啓発コ－ナ－において，企業等のCSR推進
に役立つ情報を発信した。

産業観光局
産業政策課

①

3
ビデオ等の貸出（人権
啓発サポート制度）

<事業目的>
　人権に関するビデオを貸し出すことで，情報を提供し，企業の取組の支援を図
る。

<取組実績>
　CSR（企業等の社会的責任）推進の取組を効果的に進めてもらうため，研修教材
として，DVD等の貸出を行った。
 【実績】（貸出件数等）
　2件（本数：3本）

産業観光局
産業政策課

①

①
産業観光局
産業政策課

2 講座の開催

<事業目的>
　企業が直面する人権課題を取り上げ講座を開催することで，企業の人権に関する
取組の支援を図る。

<取組実績>
　地域社会の一員として企業が果たすべき役割を再認識するきっかけとなるよう，
企業向け人権啓発講座の中で，CSR(企業等の社会的責任）をテ－マとした講座を開
催した。
【実績】（開催日・参加者数・テーマ・講師等）
○7月20日　 47名
　講演：『京から明日へのCSR　～CSRをチェックしてみよう！大企業・中小企
業・あなたの会社～』
　講師：島本 晴一郎（京都文教大学人間学部現代社会学科教授），松田 健二（日本
写真印刷株式会社　コーポレートコミュニケーション室CSRグループ長），池内 常
郎（株式会社茨木屋 代表取締役会長）
○11月2日　40名
　講演：『京の暮らしに息づく“伝統産業”に学ぶ　～モノ（物・者）づくりと商
いにおいて，「当たり前」に果たされてきた社会的責任とは～』
　講師・対談者：若林 卯兵衛（京都府仏具協同組合理事長，株式会社若林佛具製作
所取締役会長），渡邉 隆夫（西陣織工業組合理事長，第26回国民文化祭京都市実
行委員会委員），柿野 欽吾（京都産業大学理事長，京都市伝統産業活性化推進審議
会会長）
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保健福祉局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 里親支援事業

<事業目的>
　何らかの事情により，家庭で生活できない子どもたちを，できる限り家庭的な環
境の中で養育する制度である「里親制度」の普及のため，広く市民に対する里親制
度の啓発を行ったり，養育里親に対する研修を実施する。また，里親委託を推進す
るため，関係機関との連携・調整や,里親相互の相談援助,交流促進など，里親に対す
る支援を総合的に推進する。

<取組実績>
　各福祉事務所，保健センター等における周知チラシの配付，地下鉄車内における
ポスター掲示（里親月間（１０月）等に実施），トラフィカ京カードや啓発パネル
の作成等により里親制度の普及啓発を図った。
　里親支援機関（事業の委託先である児童福祉施設）が里親サポートセンターを開
設し，里親からの相談や里親相互の交流を図るとともに訪問等による里親支援を実
施した。

保健福祉局
児童家庭課

①

2
HIV検査普及週間にお
ける検査・啓発体制の
拡充

<事業目的>
　ＨＩＶやエイズに関する関心を喚起し，ＨＩＶ検査の浸透・普及を図るために国
が提唱している検査普及週間において，感染不安を持つ市民を対象に，ＨＩＶ啓発
体制を拡充する。

<取組実績>
　ＨＩＶ啓発チラシ・ポスターの市内関係機関及び各学校（大学・短期大学・専修
学校・高校）へ配布。ほか，ラジオ等のメディアを活用した広報を実施した。
　また，検査体制の拡充として，臨時の夜間ＨＩＶ即日検査を中京区ウィングス京
都で平成２３年６月１４日に実施し，検査受検者は１８名であった。

保健福祉局
保健医療課

③

3
京都市高齢者虐待シェ
ルター確保事業

<事業目的>
　虐待シェルター確保事業を実施し，高齢者の生命・身体の安全を確保する。

<取組実績>
　利用件数　８件

保健福祉局
長寿福祉課

②

4 障害者の就労支援対策

<事業目的>
　障害のある方が，生きがいと希望を持って働くことができるためには，その能力
と適性とライフステージに応じて，生涯にわたって継続的に支援することが必要で
あることから，「福祉」，「教育」，「産業」の融合を図り，総合的視点から障害
のある方の就労支援を推進する。

<取組実績>
「職業能力開発プロモーター」の２名の配置
　就労支援スキルアップ研修会　計１５回　３６６名参加
　障害者雇用企業見学会の実施　計３回
　「京都市障害者就労支援推進会議」　２回開催
　障害のある方を対象とした京都市役所における職場実習　　　　２０名
　障害のある方の臨時的任用職員としての採用（チャレンジ雇用）　６名
　障害者雇用促進アドバイザー派遣等支援事業補助金の交付　３件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①④

5 児童相談所の体制強化

<事業目的>
　平成１２年１１月に「児童虐待の防止等に関する法律」（児童虐待防止法）が施
行されて以降，子ども虐待防止専任班（子ども虐待防止アクティブチーム）の設置
など，児童虐待の早期発見から対応後のフォローまで，一貫した取組を行うことが
できるよう，児童相談所の機能強化を進める。

<取組実績>
　「子ども虐待防止アクティブチーム」（２チーム（１０人）から３チーム（１２
人）へ），地域別担当班（４班体制（２０人）から５班体制（２２人）へ），「子
ども虐待等ケアチーム」（児童心理司を１名増配置）の体制強化を図った。
　第二児童福祉センターの整備。

保健福祉局
児童福祉セン
ター
児童家庭課

④

6 「HIV休日検査」の拡
充

<事業目的>
　感染不安を持つ市民を対象に無料・匿名で実施するＨＩＶ検査について，更なる
受検機会の確保を図る。

<取組実績>
　第１・３土曜日の１６時から１８時の間，休日ＨＩＶ検査を委託検査機関におい
て実施。
　平成２３年度の検査受検者は４４８名と，前年度と比較して約６％受検者の増加
がみられた。

保健福祉局
保健医療課

②
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8
高齢・障害外国籍市民
福祉サービス利用サ
ポート助成事業

<事業目的>
　言葉や日常生活習慣の違いにより，保健福祉サービスの利用が困難な高齢又は障
害のある外国籍市民の日常生活における不安や悩みの解消を図る。

<取組実績>
　外国人福祉委員（支援員）による訪問・電話・来所等の相談支援活動を実施。

保健福祉局
長寿福祉課

③

10
ほほえみ広場の開催

<事業目的>
　障害のある市民もない市民も，すべての市民が日々の暮らしの中で，いきいきと
した人生を築くことのできる社会を目指し，障害のある市民に対する正しい理解と
認識を一段と深めるとともに，自立の促進と障害者福祉の増進を図る。

<取組実績>
　１０月１５日　梅小路公園
　ステージ企画・レクリエーション，ほっとはあと（授産）製品展示販売・日用品
バザー等

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①

7
子どもを共に育む京都
市民憲章の推進

<事業目的>
　子どもを健やか育む社会を目指し，平成１９年２月に制定した「子どもを共に育
む京都市民憲章」の普及促進を図るため，「子どもを共に育む京都市民憲章の実践
の推進に関する条例」（平成２３年４月施行）に基づき，家庭，地域，学校，企
業，行政など社会のあらゆる場において実践行動の輪が広がるよう，取組を進め
る。

<取組実績>
○子どもを共に育む京都市民憲章の実践の推進に関する条例の施行（平成２３年４
月）に伴い，条例の内容をわかりやすく伝えるリーフレットを作成（約17万部）
し，学校・保育所，幼稚園等を通じて各家庭へ配布した。
○「京都市子どもを共に育む京都市民憲章推進協議会」を設置し（平成２３年６
月），憲章の実践の推進に関する事項について審議いただいた（４回開催）。
○毎年度の具体的な実践方策である平成２３年度「行動指針」を策定した（平成２
３年１０月）。
○憲章を実践する優れた活動に取り組んでいる個人や団体を表彰する「憲章実践推
進者表彰」の募集を行い，第1回目となった平成２３年度は，９団体に対して市長
表彰を行った（平成２３年１２月）。
○「憲章の日」（毎年２月５日）を契機とした普及啓発活動として，市政広報板や
地下鉄・市バス車内でのポスター掲示，市民しんぶん全市版（２月１日号）への特
集記事掲載，市役所本庁舎でのパネル展示，オリジナルデザインのトラフィカ京
カードの発行，図書館での憲章コーナー設置，京都市情報館（ホームページ）や市
役所庁内放送及び庁舎テレビモニターを活用した情報発信等，様々な媒体を活用し
た広報を実施した。
○「京都やんちゃフェスタ2011」や「保育フェスタ」，「子どもを共に育む未来
づくり教育フォーラムin京都」をはじめとしたイベントにおいて，啓発ブースの設
置やリーフレット配布を行うとともに，市民しんぶん，人づくりニュース，家庭教
育新聞「あしたのために」等によるＰＲ活動を展開した。
○普及促進協調期間（平成２３年１０月８日～１２月１７日）を設定し，全庁を挙
げての取組はもとより，市民団体等にも協調を働きかけ，市民と行政が協働した普
及促進活動を行った。

保健福祉局
児童家庭課

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

9
みやこユニバーサルデ
ザインの推進

<事業目的>
　ユニバーサルデザインの考え方を京都の生活文化に取り入れた，全ての人が暮ら
しやすい社会環境づくりを「みやこユニバーサルデザイン」と位置付け，その推進
を図る。

<取組実績>
■審議会の開催
   年４回（6～3月，部会含む）
■既存のイベントと連携した周知活動
   やんちゃフェスタ（10月８日）
■みやこユニバーサルデザイン賞の募集，表彰
　○募集期間　７～９月
　○応募総数　子ども部門２０８件
　　　　　　　学生・一般部門１３件
　○表　　彰　子ども部門　みやこユニバーサルデザイン賞１０件
　　　　　　　学生・一般部門　奨励賞 2件
■みやこユニバーサルデザインアドバイザーの派遣
　派遣回数　２件
■みやこユニバーサルデザインフォーラム交流協働支援
　「人にやさしいお店」に関する情報発信件数　５０件
　冊子「もっと，みんなと，コミュニケーション」作成
■ユニバーサル上映補助
　補助件数　８件
■映画館におけるユニバーサル上映の促進
　映画館数　２件
■ＵＤ消費者講座の実施
　参加者　のべ１０７人
■人にやさしいサービス宣言事業
　発信件数８４件
■冊子「もっと，みんなと，コミュニケーション」の発行

保健福祉局
保健福祉総務
課

①

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

11
心の輪を広げる障害者
理解促進事業における
作品募集

<事業目的>
　障害のある人とない人との相互理解を促進する。

<取組実績>
　応募状況
　「心の輪を広げる体験作文」97点
　「障害者週間のポスター」39点

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①

12
点訳,音訳,手話,要約筆
記ボランティア養成

<事業目的>
　視覚，聴覚障害者のコミュニケーション手段である点字，音訳，手話，要約筆記
技術を指導し普及することによって，視覚，聴覚障害者の自立と社会参加の援助を
図り，もって障害者福祉の増進に寄与する。

<取組実績>
　点訳・音訳奉仕員養成講座　共通講座　８８名
　点訳奉仕員養成講習　　　延７６人（入門・初級・中級クラス）
　音訳奉仕員養成講習　　　延６５人　（入門・初級・中級クラス）
　手話奉仕員養成講座　　３２７人
　要約筆記奉仕員養成講座　８１人

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

13
障害者法律・結婚・住
宅等の相談事業の充実

<事業目的>
　身体障害者の社会活動に必要な援助を行い，身体障害者の自立生活と社会参加を
促進する。

<取組実績>
　法律相談　２０件，結婚相談登録者数　２０９人，住環境相談　３１件，福祉機
器相談　５４件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

③

14
知的障害者専門相談事
業

<事業目的>
　在宅の知的障害のある市民の，自主的な社会活動を育成・支援する。

<取組実績>
　相談：法律　４４件，人権　１２件，教育　９件，療育　６９件，施設　３３
　　　　件，医療　１１件，プレカウンセリング：１７件　その他：２４２件
講習会：３回

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

③

15 障害者相談員設置事業

<事業目的>
　身体・知的・精神の３障害対応の京都市障害者相談員制度について，積極的な地
域相談活動の展開と市民周知を徹底する。

<取組実績>
　京都市障害者相談員９５人（定数９７名）
　（平成２４年３月３1日時点）
　（委嘱期間：平成2２年4月1日～平成2４年3月31日）

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

③

16
手話通訳者，要約筆記
者の派遣

<事業目的>
　聴覚障害者，中途失聴者，難聴者等の社会生活上の意思疎通を円滑にする。

<取組実績>
　派遣数：手話通訳者　４，０７８件，要約筆記者　２００件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

17
聴覚言語障害者等の生
活訓練事業の充実

<事業目的>
　 ノ－マライゼイションの理念を実現し，誰もが明るく暮らせる社会づくりを促進
する。

<取組実績>
　視覚障害者家庭生活訓練，盲青年等社会生活教室，聴覚言語障害者生活訓練，難
聴青年・中高年講座，難聴者自立訓練，オストメイト社会適応訓練,音声機能障害者
発声訓練・指導者養成，吃音訓練，点字広報等の発行，字幕入りビデオカセットラ
イブラリー製作貸出，視覚障害者点字即時情報ネットワ－クの各種事業を実施。
【実績】
　視覚障害者家庭生活訓練　６２８人，盲青年等社会生活教室　８３０人，聴覚言
語障害者生活訓練　２６５人，難聴青年・中高年講座　１９８人，難聴者自立訓練
９３人

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

18 補助犬啓発事業

<事業目的>
　 視覚・聴覚・肢体に障害のある市民の日常生活を支援し，社会参加を促進する。

<取組実績>
　「ほほえみ広場」（10月15日実施）の会場にてポスター掲示による啓発を実
施。
　市民等からの補助犬に関する相談：３件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①
②
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

19
身体障害者障害別体育
大会の開催

<事業目的>
　 スポーツを通じて残存能力の維持向上を図り，障害者の自立支援と積極的な社会
参加を促進する。

<取組実績>
　肢体障害：６月２６日開催　　７８人（ボウリング大会）
　　　　　　１１月６日開催　　９８人（フライングディスク大会）
　視覚障害：１０月２日開催　約２７０人
　聴覚障害：１１月６日開催　　７０人

保健福祉局
障害保健福祉
推進室

②

20
知的障害者スポーツ大
会の開催

<事業目的>
　障害者スポーツの一層の発展を図ると共に社会の知的障害者に対する理解と認識
を深め，知的障害者の自立と社会参加を推進する。

<取組実績>
　３月７日　障害者スポーツセンター
　内容：フライングディスク（ディスタンス及びアキュラシー）
　２６名参加

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

21
全国車いす駅伝競走大
会の開催

<事業目的>
　障害者の社会参加の促進と障害者スポーツの振興を図るとともに，社会の障害者
に対する一層の理解と認識を深める。

<取組実績>
　２月１９日
　コース：国立京都国際会館～西京極総合運動公園
　　　　　５区間　２１.３ｋｍ
　参　加：全国２５チーム　２１９人参加（うち選手１４４人）

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

22
いきいきハウジングリ
フォーム事業

<事業目的>
　 重度障害のある方が住み慣れた家での生活を暮らしやすく，また，介護する方の
負担を軽くする。

<取組実績>
　助成決定件数：７４件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

23
福祉ガイドマップの作
成

<事業目的>
　障害者の社会参加の促進を図る。

<取組実績>
　希望者に随時配布。インターネットでも閲覧可能。

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

24
京都市障害者雇用促進
啓発事業

<事業目的>
　障害のある市民の雇用の一層の促進を図るとともに，障害のある市民に対する理
解と認識を深め，障害のある市民の自立と社会参加を促進する。

<取組実績>
　障害者雇用促進啓発ポスターを地下鉄車内に掲示

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①

25
精神科救急医療システ
ム

<事業目的>
　精神に障害がある市民が,住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよ
う,休日,夜間において病状が急変した時に相談し,状況に応じた適切な医療を速やかに
受けるための体制を確保する。

<実績>
　相談件数　２，５９４件（うち医療機関紹介等２４４件 )

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

③

26
自動車運転免許取得助
成

<事業目的>
　身体障害者の自立と社会参加を図る。

<取組実績>
　助成件数　17件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

27 自動車改造費助成

<事業目的>
　身体障害者の自立と社会参加を促進する。

<取組実績>
　助成件数　24件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

28
重度障害者タクシー料
金助成

<事業目的>
　重度障害者に対して，タクシー料金の一部を助成することにより，日常生活の利
便と社会参加の促進を図る。

<取組実績>
　交付件数　１４，０３２枚

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

 2-25



事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

29
障害者情報バリアフ
リー化支援事業

<事業目的>
　障害のある人の情報バリアフリー化を推進するとともに，自立と社会参加の促進
を図る。

<取組実績>
　助成件数　２３件

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

30
市バス・地下鉄福祉乗
車証交付事業

<事業目的>
　社会参加の機会が少なくなりがちな障害のある市民の行動圏を拡大し，積極的な
社会参加を促進する。

<取組実績>
　割引対象者　１３８，４５１人（介護人の人数含む）（H22実績）

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

②

31
こころのふれあい交流
サロンの運営

<事業目的>
　精神に障害のある市民の地域交流や社交の場を確保するとともに，精神障害に関
する地域啓発を推進する。

<取組実績>
　延べ利用人数　３８，１９４人

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）

①

32
ホームレスの自立の支
援等

<事業目的>
　就労による自立意欲と能力を有するホームレスに対し，自立のための支援を強化
する。

<取組実績>
　就労による自立意欲と能力を有するホームレスに対して，自立支援センターにお
いて求職活動の拠点となる宿泊場所を提供し，就労に関する相談を中心とした社会
生活に向けての指導・援助活動を展開した。
　また，ホームレス能力活用促進事業として，常用就労が困難な対象者に対して職
業訓練的な職の開拓を行った。
【実績】
　自立支援センター入所者　４５名
　職業訓練的な職に従事した人数　１００名

保健福祉局
地域福祉課

②

33
福祉ボランティアに関
する情報システムの活
用及び情報誌の発行

<事業目的>
　福祉を中心としたボランティア活動の情報収集・提供について支援を行う。

<取組実績>
　「京都市福祉ボランティアセンター」における情報システムの活用や情報誌の発
行により，福祉を中心としたボランティア活動の情報収集・提供について支援を
行った。
⑴情報システム
　・福祉ボランティア団体・活動情報サーチシステム登録（１８５団体）
　・福祉ボランティアに関する募集やイベント等の情報発信（９１３件）
　・ホームページアクセス数（７０，２５４件）
　・メールマガジン発行（５２回）
⑵月刊ボランティアーズ京都（１１回：各９，０００部）

保健福祉局
地域福祉課

②

34
ボランティアに関する
各種講座の開催

<事業目的>
　福祉ボランティアに係る人材を養成する。

<取組実績>
　「京都市福祉ボランティアセンター」及び各区社会福祉協議会に設置している
「区ボランティアセンター」において，福祉を中心としたボランティア活動の研修
会・各種講座を開催し，人材養成を行った。
⑴京都市福祉ボランティアセンター事業
　・ボランティア実践講座（５回，延べ１０１名）
　・ボランティアコーディネータ－研修会（１回，17名）
　・情報保障支援講座（ノートテイカー養成）
　　　初心者編（１回，４０名）　経験者編（１回，１２名）
　・情報発信・広報力スキルアップ講座の開催（１回，１２名）
　・助成情報活用促進講座（１回，１２名）
⑵区ボランティアセンター事業
　・入門講座(１１区、３７講座)・各種体験学習（１１区、３３回）
　・福祉教育・ボイランティア学習推進事業（６区、６回）
⑶京都市福祉ボランティアセンター，市・区社会福祉協議会等との共催
　・地域福祉・ボランティア活動カレッジ（４回シリーズ，延べ137名）

保健福祉局
地域福祉課

②

35
母子家庭等医療費支給
事業

<事業目的>
　母子家庭等の保健の向上と福祉の増進を図るため，母子家庭の児童とその母親等
及び父母のない児童に対し，その児童が１８歳に達する日以後の最初の３月３１日
までの医療保険の一部負担金に相当する額を支給した。

<取組実績>
　月平均受給者数　　　２９，６０８人
　一人当たりの助成額　３７，６７５円

保健福祉局
地域福祉課

②
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36 子ども医療費支給事業

<事業目的>
　子どもの保健の向上と福祉の増進を図るため，通院については小学校就学前まで
の子どもに対し，入院については小学６年生までの子どもに対し，医療保険の一部
負担金と，一定金額の患者負担との差額を支給した。

<取組実績>
　月平均受給者数　　　１０８，３８０人
　一人当たりの助成額　　１２，８０９円

保健福祉局
地域福祉課

②

37 老人医療費支給事業

<事業目的>
　高齢者（65歳～69歳）の保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　高齢者（65歳～69歳）の保健の向上と福祉の増進を図るため，所得税非課税世
帯に属する方又は，寝たきり・一人暮らし・老人世帯に該当する方（所得制限あ
り）に対し，医療保険の一部負担金と，一定金額の患者負担との差額を支給した。
【実績】
月平均受給者数　　　　１８,０３９人
一人当たりの助成額　　７９,０００円

保健福祉局
地域福祉課

②

38
重度心身障害者医療費
支給事業

<事業目的>
　重度心身障害者の保健の向上と福祉の増進を図る。

<取組実績>
　重度心身障害者の保健の向上と福祉の増進を図るため，１級又は２級の身体障害
者手帳を持っている方，知能指数（IQ）が３５以下である方，３級の身体障害者手
帳を持ち，かつ知能指数（IQ）が５０以下である方等に対し，医療保険の一部負担
金に相当する額を支給した。
【実績】
月平均受給者数　　　　１１，９９６人
一人当たりの助成額　１７２，９１５円

保健福祉局
地域福祉課

②

39
重度障害老人健康管理
費支給事業

<事業目的>
　重度心身障害者老人の健康を保持・増進し，障害者福祉保健の向上に寄与する。

<取組実績>（２２年度決算数値）
支給額　１，４８４，０３７，６７４円
件　数　　　　　　　４２６，０５８件

保健福祉局
保険年金課

②

40
「国民健康保険の手引
き」（外国語冊子）の
配布

<事業目的>
　外国人に対して国民健康保険制度の周知を図る。

<取組実績>
　２３年度　8,000冊作成（2年に1度冊子を作成しており，２３・２４年度分を作
成）
　京都市内及び近隣の大学・国際交流会館及び区役所・支所で配布している。

保健福祉局
保険年金課

②

41
子ども支援センターの
運営

<事業目的>
　「京都市未来こどもプラン」に掲げる市民・地域ぐるみで子育てを支えあう子育
て支援の風土作りのための行政区レベルにおけるネットワークの拠点を構築する。

<取組実績>
　各行政区・支所において，総合相談の実施の他，児童相談所や保健センター等の
関係機関との連携を図り行う育児支援家庭訪問事業や，地域子育て支援ステーショ
ンへの助言指導，毎月発行する情報誌による市民啓発活動に取り組んだ。
　また，各センターの相談員，地域活動員，育児支援活動員対象の研修を毎月一回
実施し，二法担当現業員対象の研修については年5回実施した。

保健福祉局
児童家庭課

③

 2-27



事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

42
地域子育てステーショ
ンの設置

<事業目的>
　新「京（みやこ）・子どもいきいきプラン」「京都市未来こどもプラン」の重点
施策と位置付け，身近な地域における子育て支援に関わる相談・ネットワークの拠
点として保育所・児童館を「地域子育て支援ステーション」として指定している。

<取組実績>
　新「京（みやこ）・子どもいきいきプラン」「京都市未来こどもプラン」の重点
施策と位置付け，身近な地域における子育て支援に関わる相談・ネットワークの拠
点として保育所・児童館を「地域子育て支援ステーション」として指定し，子育て
相談や子育て講座の開催，園庭開放及び育児に関する情報提供等の事業に取り組ん
だ。
　また，地域子育て支援ステーション事業指定施設職員に対する児童福祉施策，相
談業務等に関する研修を5回実施した。

保健福祉局
児童家庭課
保育課

③

43
京都子どもネットワー
ク連絡会議

<事業目的>
　子どもと家庭に関わる行政機関，民間団体等が連携し，情報交換や様々な活動を
行い，子どもの健全育成・子育て支援の取組を進めていく。

<取組実績>
  全体会議１回
  進捗管理部会１回
  京都やんちゃフェスタ第２部作業部会3回

保健福祉局
児童家庭課 ④

44
児童虐待防止に係る広
報啓発

<事業目的>
　児童虐待の早期発見及び通告義務について啓発する。

<取組実績>
　近畿２府４県４政令市の共同事業として，夏休み期間及び国の児童虐待防止推進
月間にテレビCMの放映を行い，１１月１日の5大紙の朝刊で新聞広報を行い，ま
た，京都府と共同で，夏休み期間及び国の児童虐待防止推進月間にラジオCM放送を
実施するとともに，京都新聞に記事を３回掲載した（８月１８日，１０月７日，１
１月１日）。
　更に本市独自の取組として，国の児童虐待防止推進月間（１１月）に合わせて，
市バス全車及び地下鉄全車両内に１枚ずつ掲示するとともに（合計約１，３００
枚），電光掲示板等を活用した広報啓発を行った。

保健福祉局
児童家庭課

①

45

児童虐待防止等に関す
る関係機関職員，民
生・児童委員等に対す
る専門研修の実施

<事業目的>
　児童虐待防止等に関する活動を効果的に行う。

<取組実績>
　児童虐待防止等に関する活動を行うため,関係機関職員等に対して,児童虐待の早期
発見,早期対応等,児童相談所と一体となった援助活動を実施できるよう研修を実施し
た。
【実績】
　教職員 ，施設職員，民生児童委員等を対象として講師を11回派遣

保健福祉局
児童福祉セン
ター

④

46

「保育の主体は子ども
である」との視点から
の保育・指導計画に基
づく保育の実践

<事業目的>
　子どもが現在を最もよく生き，望ましい未来を創り出す力の基礎を培う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①

47
障害のある児童の保育
の充実

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情
と信頼感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うた
め，人権を大切にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行
う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①

48
幅広い地域からの入所
と交流

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情
と信頼感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うた
め，人権を大切にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行
う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①
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49
男女の共生を進める保
育の推進

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情
と信頼感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うた
め，人権を大切にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行
う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①

50
異文化を持つ人との共
生を進める保育の推進

<事業目的>
　自分を大切に感じ，愛されているという自尊感情や自我を育み，人に対する愛情
と信頼感を育てるとともに，自主，協調の態度を養い，社会性の芽生えを培うた
め，人権を大切にする心を育てる保育を推進し，「自立と共生」の関係づくりを行
う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①

51
地域の保護者・児童の
自立の支援等

<事業目的>
　家庭環境に対する配慮や地域との連携などきめ細かな保育を必要とする子どもに
ついて，家庭との密接な連携のもとに，日常生活の基礎的事項について子どもが十
分に身に付けることができるよう配慮した保育を行う。

<取組実績>
　通常の保育の中において，継続して推進

保健福祉局
保育課
保育所

①

52
地域子育て支援事業の
拡充

<事業目的>
　保育所に蓄積されている専門的な子育てにかかわる知識や情報を地域に広げ，す
べての子どもの育ちと親の子育て支援に取り組むため，新「京・子どもいきいきプ
ラン」の重要施策である「子どもネットワーク」の地域レベルのネットワークとし
て事業を実施。

<取組実績>
　１７箇所

保健福祉局
保育課
保育所

①

53
子育て学習会・子育て
講演会の開催

<事業目的>
　子育て学習会等を通して保護者や住民の育児力向上を図る。

<取組実績>
　１３０回実施，参加者延べ３，３０２人

保健福祉局
保育課
保育所

①

54 保護者会活動の支援

<事業目的>
　子どもを慈しみ育むために，親子が他の家族とともに一緒に過ごす時間を持つよ
うな事業を実施する。

<取組実績>
　２３事業　参加者延べ６，２１６人

保健福祉局
保育課
保育所

①

55
保育所に関する外国語
パンフレット等の配布

<事業目的>
　本市に在住する外国人の方に，保育所や昼間里親に関する情報を効果的に発信す
る。

<取組実績>
   各保育所，昼間里親，福祉事務所等で配付・活用

保健福祉局
保育課

②

56 保育所職員研修

<事業目的>
　「子ども主体の保育」「人権を大切に育てる保育」を子どもや保護者と適切に関
わって実施するとともに，多様な保育ニーズに対応する「地域子育て支援」を推進
する。

<取組実績>
　１９８回　延べ３，９１９人

保健福祉局
保育課

④

57
「児童虐待防止SOS
専用電話の設置」

<事業目的>
　児童虐待に対して迅速かつ的確に対応する。

<取組実績>
　児童虐待に関する通告や相談などを受付ける専用電話（℡801-1919）を設置
（平成13年6月25日）し，夜間・休日を含め24時間体制で児童虐待に対して迅速
かつ的確に対応した。
【実績】
 相談受付件数1,826件

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

 2-29



事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

58
虐待相談ホームページ
の開設

<事業目的>
　虐待の未然防止と早期解決を図る。

<取組実績>
　虐待の未然防止と早期解決を図るため，虐待をしてしまいそう，してしまったと
悩む保護者がインターネットのホームページ上で様々な子育て支援情報や，子育て
へのヒントを気軽に閲覧することにより，自分の問題解決の一助としてもらうとと
もに，虐待を知った市民の市への通告方法等についての情報提供を行った。
【実績】
アクセス件数　117,792件

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

59
児童虐待に関する職員
の専門性の向上

<事業目的>
　虐待ケースの処遇の向上を図る。

<取組実績>
　児童虐待の防止に向けて，日常の業務の中で大きな課題となっている，虐待家庭
の支援及び，児童福祉法及び虐待防止法の改正をテーマとして児童福祉センター職
員を対象に研修を行い，虐待ケースの処遇の向上を図ることを目的として実施し
た。
【実績】
　  9月「発達障害と虐待」（講師：森本武志氏）
　11月「非行少年の面接」（講師：川畑隆氏）
　11月「夜間定時制高校の教育実践」（講師：南悟氏）
　12月「発達障害のある保護者への対応」（講師：橋本和明氏）
　  1月「民法等一部改正と児童相談所業務」（講師：津崎哲郎氏）

保健福祉局
児童福祉セン
ター

③

60 敬老乗車証の交付

<事業目的>
　高齢者の生きがいづくりや介護予防に役立てる。

<取組実績>
　交付数　１２４，１１７人（平成２３年10月末実績）

保健福祉局
長寿福祉課

②

61
シルバー人材センター
の設置

<事業目的>
　概ね６０歳以上の高齢者の労働能力を活用し，雇用関係でない臨時的かつ短期的
な就業をとおして，追加的収入を得るとともに，自らの生きがいの充実や積極的な
社会参加を図る。

<取組実績>
　会員登録数　５，４７８人　　契約件数２８，５８７件

保健福祉局
長寿福祉課

②

62
老人福祉センターの運
営

<事業目的>
　高齢者の健康の増進，教養の向上及びレクリエーションのための場所や機会を提
供するとともに，各種の相談に応じることにより，高齢者の健康で明るい生活を支
援する。

<取組実績>
　老人福祉センター17箇所　利用者数　５６６，４２３人

保健福祉局
長寿福祉課

②

63 老人いこいの家の設置

<事業目的>
　高齢者が安寧な毎日が送れるよう，静かで快適な環境を提供する。

<取組実績>
　老人いこいの家　５箇所　　利用者数　２７，８５７人

保健福祉局
長寿福祉課

②

64
老人クラブへの活動費
補助

<事業目的>
　老人クラブの多彩な活動を支援し，高齢者の積極的な社会参加及び生きがいの充
実を推進する。

<取組実績>
　老人クラブ数　１，１２６ｸﾗﾌﾞ　　会員数　６１，５６６人

保健福祉局
長寿福祉課

②

65
老人クラブハウスへの
助成

<事業目的>
　高齢者の生きがいづくりの充実を図る。
　
<取組実績>
　老人クラブハウス数　１１８　利用人数　２３５，６２１人（２２年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊２３年度は集計中

保健福祉局
長寿福祉課

②

66
老人スポーツの普及事
業

<事業目的>
　高齢者の健康保持と生きがいを高めるため，老人スポーツの普及振興を図る。

<取組実績>
　各行政区毎にグラウンドゴルフ大会等を開催した。

保健福祉局
長寿福祉課

②
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67
高齢者・障害者権利擁
護推進事業

<事業目的>
　認知症高齢者や，知的障害や精神障害のある人などの権利が擁護され，住み慣れ
た地域で安心して生活を送ることができる社会を構築する。

<取組実績>
　関係諸団体・学識経験者･京都市で構成する権利擁護ネットワーク連絡会議の運
営，権利擁護に関する広報・啓発等
○京都市高齢者・障害者権利擁護ネットワーク連絡会議の運営
　連絡会議の開催（１回）
○広報・啓発
　成年後見セミナー及び講演及び相談会等の開催
　成年後見制度に関する基調講演等の実施
○その他
　成年後見制度における市長による審判請求の実施
　高齢者虐待防止事業の実施

保健福祉局
障害保健福祉
課
（障害保健福
祉推進室）
長寿福祉課

②

68
市民すこやかフェアの
開催

<事業目的>
　市民が気軽に参加できる催しを通じ，長寿社会を考える機会の提供を図る。

<取組実績>
  来場者数　１２，０００人

保健福祉局
長寿福祉課

①

69
老人の日記念行事を通
じた取組

<事業目的>
　広く市民が高齢者の福祉についての関心と理解を深め，かつ，高齢者が自らの生
活の向上に努める意欲を高める。

<取組実績>
　敬老記念品贈呈事業
　　内容：当該年度中に100歳となる長寿者を祝い，敬老記念品を贈呈する。
　　対象者：明治４４年４月１日から明治４５年３月３１日までに出生した者　３
６１人
　　記念品：清水焼（八寸鉢）

保健福祉局
長寿福祉課

①

70
ねんりんピックへの選
手派遣

<事業目的>
　京都市における高齢者の生きがいの充実，社会参加の推進等を図る。

<取組実績>
　派遣人数１４２人（熊本）

保健福祉局
長寿福祉課

①

71
介護保険パンフレット
の外国語版，点字版の
配布

<事業目的>
　外国籍の方及び障害のある方に対して，制度の周知を図り，理解を深める。

<取組実績>
　外国籍の方及び障害のある方に対して，制度の周知を図り，理解を深めていただ
くために，介護保険制度のしくみ等を説明したパンフレットの外国語版(英語，中国
語，ハングル，日本語併記）及び点字版を配布した。

保健福祉局
介護保険課

②

72
精神障害に関する知識
等の普及に係る講演会
の開催

<事業目的>
　精神障害者の人権等について，市民に啓発する。

<取組実績>
　全行政区において講演会，研修会，精神保健福祉講座，地域懇談会等を実施し
た。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

73
講演会及びシンポジウ
ムの開催

<事業目的>
　市民等に対して，心の健康問題，精神疾患及び精神障害者への理解，自殺に関す
る問題を深める。

<取組実績>
（１）自殺予防と自死遺族支援のための府民・市民シンポジウム
     ９月１０日　京都市北文化会館　　参加者２９０人
　 　テーマ：「秋田県の自殺予防活動とその成果～[支えあい]と[絆]の重要性～」
（２）アルコールと健康を考えるセミナー
　　　１１月９日　京都市生涯学習総合センター　参加者１４７人
　　　テーマ：「シルバー世代の飲酒について考える」
（３）若者の薬物問題について考える講演会
　　　１２月５日　立命館大学　衣笠キャンパス　参加者６７人
　　　テーマ：「薬物依存症の治療と回復」
（４）思春期・青年期のこころの健康について考える講演会
　　　２月１０日　ウィングス京都　イベントホール　　参加者１８５人
　　　テーマ：「摂食障害の回復にむけて」

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

74
精神保健福祉に関する
映画・ビデオ等の収
集，提供

<事業目的>
　精神保健福祉について，市民に啓発する。

<取組実績>
　貸出件数　５件

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

75
京都市精神保健福祉ボ
ランティア連絡協議会
活動支援

<事業目的>
　①市内で活動する精神保健福祉ボランティアグループ間の交流・学習等を促し，
連携と活動強化を図る。
　②地域での精神に障害を持つ市民の社会参加の支援
　③精神保健福祉ボランティアの養成，育成を行い，精神保健福祉に対する理解を
広げる。
　
<取組実績>
　・幹事会の開催　１２回
　・精神保健福祉ボランティア講演会　１回　参加者４６人
　・精神保健福祉ボランティア講座　7回　参加者　１２８人
　・風に出会う会（市民と障害者の交流会）　1回　参加者100人
　・通信の発行　1回
　

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

76 精神障害者法律相談

<事業目的>
　精神に障害のある方の地域社会における自立，社会参加を支援する。

<取組実績>
　法律相談　35件

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

77 精神保健福祉相談事業

<事業目的>
　市民の方の心の悩みから保健，医療，福祉，社会参加に至る幅広い相談に応じ
る。

<取組実績>
　電話相談　４３９３件　　来所相談　６７０人

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

78
精神障害者訪問指導事
業

<事業目的>
　精神に障害のある市民を援助する。

<取組実績>
　各保健センター・支所の精神保健福祉相談員及び保健師が精神に障害のある市民
の家庭を訪問し本人の状況，家庭環境，社会環境などの実情を把握し，医療，日常
生活，社会復帰等について相談援助を行った。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③

79
精神障害者社会復帰相
談指導事業

<事業目的>
　グループ活動等を通じて，精神に障害のある方の社会復帰及び就労準備等の促進
を図る。

<取組実績>
　各保健センター・支所において，原則として毎月3回実施し，グループ活動等を
通じて，精神に障害のある方の社会復帰及び就労準備等の促進を図った。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③

80
京都市精神障害者社会
適応訓練事業

<事業目的>
　精神に障害を持つ市民が本格的に就労する際に必要となる能力（集中力，対人能
力，仕事に対する持久力，環境適応能力など）を養い，就労を通じた社会参加と生
活の自立を目指す。また，精神に障害を持つ訓練生に対する理解を深める。

<取組実績>
　訓練登録者　38人　　訓練延日数　２２４４日
　協力事業所登録　122か所

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

81
精神障害者社会復帰施
設及び共同作業所等職
員研修会

<事業目的>
　精神に障害を持つ市民の社会参加や就労訓練等の支援に取り組む職員が，具体的
な知識・方法を身につけるとともに，関連施設職員間の交流・情報交換・連携を目
的とする。

<取組実績>
　平成23年6月22日開催　テーマ「精神障害の理解」　参加者42名

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④

82
こころのふれあいネッ
トワーク構成員の区民
ふれあい事業への参加

<事業目的>
　精神保健福祉施策への市民参加を促進する。

<取組実績>
　関係機関・団体の参加及び協力を得て，区民ふれあいまつりなどの交流事業を活
用した。（全11区役所の事業に参加。）

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

83
こころのふれあいネッ
トワークの構築

<事業目的>
　精神保健福祉施策への市民参加を促進する。

<取組実績>
　関係機関・団体の参加及び協力を得て，精神障害に関する講演会・学習会等の開
催，区民ふれあいまつりなどの交流イベントの活用・開催，ネットワークを通じた
各種の情報交換，サロンの活動支援，ボランティアの育成，保健センターにおける
地域精神保健福祉事業への参加など，様々な地域啓発活動を推進した。

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

④

84
機関紙「こころここ」
及び啓発冊子の発行

<事業目的>
　精神障害者に対する市民への啓発を行うとともに，社会資源などの情報提供をす
る。

<取組実績>
　・センター機関紙「こころここ」の発行　年2回　各4500部（点字版70部）
　・リーフレットの発行
　　　　　　自殺未遂者支援リーフレット　6000部
　　　　　　勤労者向けリーフレット　　　　10万部
　　　　　　自死遺族向けリーフレット　　 22000部
　・市民新聞挟み込み　64万部
　

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

85
精神保健福祉相談員及
び関係職員の研修

<事業目的>
　保健センター・福祉事務所等の窓口において市民に対応する職員が，精神疾患や
精神障害者に対して正しい知識や理解に基づいて，精神保健福祉業務を実施するこ
とができるようにする。

<取組実績>
　・新規採用者研修　参加者31名
　・精神保健福祉業務関係者研修（基礎・実践コース）　参加者　119人
　・思春期講座，講演会　３回　参加者　247人
　・薬物講演会　参加者　24人
　・アルコールセミナー　参加者　51人
　・自殺予防相談機関研修　参加者　16人
　・自死遺族支援について学ぶ研修会　参加者　33人
　・精神保健福祉相談員研修会　４回　　参加者　精神保健福祉相談員等７６人

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④

86
こころのふれあいネッ
トワークによる学習会
の実施

<事業目的>
　精神に障害のある市民に対する正しい知識の普及・啓発を目的とする。

<取組実績>
　こころのふれあいネットワークの活動として，精神疾患や精神障害に関する学習
会を開催した。（平成２４年２月２３日　参加者数６２人）

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

①

87
精神障害者バレーボー
ル京都市大会の開催

<事業目的>
　精神に障害のある市民がスポーツを楽しむ機会と環境を整備し，精神障害者ス
ポーツ活動の普及及び振興を図ることにより，精神に障害のある市民の社会参加を
推進する。

<取組実績>
　開催日　平成23年12月2日　参加チーム13チーム
　会場　　京都市体育館（ハンナリーズアリーナ）

保健福祉局
こころの健康
増進センター

③

88
精神障害者退院促進支
援事業の退院支援協議
会への参画

<事業目的>
　精神科病院に長期にわたって入院状態にある精神に障害のある市民のうち，退院
が可能な市民を支援する。

<取組実績>
　京都市精神障害者地域移行支援事業の地域移行支援協議会に参画した。地域移行
支援協議会では，精神科病院に長期にわたって入院状態にある精神に障害のある市
民のうち，受入条件が整えば，退院が可能な市民の退院に向けての支援の検討，退
院後の地域生活支援を検討を行った。
　平成２３年度退院支援協議会　１２回開催
　支援検討対象者　１２名（協力病院から推薦のあった者）

保健福祉局
こころの健康
増進センター
各区保健セン
ター・支所

③
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

89
総合失調症の市民のた
めの就労支援講座

<事業目的>
　精神障害者の社会復帰及び就労基準の促進を図る。

<取組実績>
　開催日
　　・平成23年9月14日　テーマ「病気と付き合いながら働く」　参加者61名
　　・平成24年2月8日　  テーマ「働きたいを応援します」　　　参加者69名

保健福祉局
こころの健康
増進センター

①

90
精神障害者雇用支援連
絡協議会

<事業目的>
  精神障害者に対して職場復帰，雇用促進及び雇用継続等の雇用の各段階に応じた効
果的な支援を実施する。

<取組実績>
　平成23年6月17日開催

保健福祉局
こころの健康
増進センター

④

91
地域リハビリテーショ
ンセンター交流セミ
ナー

<事業目的>
　医療，福祉のみならず，様々な角度から地域リハビリテーションの推進を図り，
障害の有無に関わらず豊かに生活できる環境づくりを目的としている。

<取組実績>
 　平成２４年２月１７日（金）午後２時から午後４時まで
　 参加者数：約１５０人

保健福祉局
身体障害者リ
ハビリテー
ションセン
ター

①

92 若杉祭の開催

<事業目的>
　地域住民等との交流を図ることにより，利用者に対して身近な地域社会への参加
を支援すると共に，多くの市民の方に障害者福祉についての理解を深める。

<取組実績>
　平成23年10月15日（土）    AM10時～PM3時 開催

保健福祉局
若杉学園

①

93
エイズ啓発イベントの
開催

<事業目的>
　エイズについて正しく理解し，エイズ蔓延防止と感染者・患者の差別・偏見の解
消をはかる。

<取組実績>
　世界エイズデーの実施に合わせて，平成２３年１２月３日に中京区新風館で京都
市エイズ街頭啓発キャンペーンを実施。アーティストによるライブのほか，エイズ
に関する○×クイズ，パネル展示を実施した。

保健福祉局
保健医療課

①

94
エイズ相談・カウンセ
リング体制の充実

<事業目的>
　エイズ患者・ＨＩＶ感染者に対する差別・偏見を解消する。
<取組実績>
　京都市保健所及び各保健センター・支所に相談窓口を設置し，ＨＩＶ感染につい
ての相談やその他の感染症についての相談を実施。
　また，ＨＩＶ検査においては，検査前後にカウンセリングを実施し，感染不安の
解消を図ると共に，正しい知識を提供し，エイズへの偏見差別の解消を図るよう努
めている。

保健福祉局
保健医療課

③

95
エイズ啓発パンフレッ
ト作成・配布

<事業目的>
　エイズに関する正しい知識を伝え，エイズ蔓延防止と，エイズ患者・ＨＩＶ感染
者に対する差別・偏見を解消する。

<取組実績>
　６月のＨＩＶ検査普及週間に合わせて，市内大学・短期大学・高校へリーフレッ
トを配布。（市内高校５６か所　１６，０００部，短大・大学８３か所　２３，０
００部）
　また，新成人を対象に，リーフレットを成人式で配布（約９，０００部）

保健福祉局
保健医療課

①

96
エイズ専門講師による
担当職員研修会

<事業目的>
　保健センターにおけるエイズ相談・カウンセリング体制を充実させる。

<取組実績>
　京都市保健所及び各保健センター・支所の職員を対象に，国立保健医療科学院及
びエイズ予防財団の実施している，エイズ検査相談研修に担当者職員を派遣。ま
た，派遣後伝達研修を実施し，最新の知識の共有を行った。

保健福祉局
保健医療課

④

97 桃陽病院講演の開催

<事業目的>
　京都市桃陽病院及び京都市立桃陽養護学校を多くの市民に知ってもらうととも
に，小児慢性疾患で悩む保護者の方に，病気についての正しい知識と対応の仕方を
学び，早期療養に役立てていただく。

<取組実績>
　２２年度と同様，２３年度も事業実施が困難であるため，休止中。

保健福祉局
桃陽病院

①

98
家庭動物相談所職員の
研修

<事業目的>
　職員の人権意識を高める。

<取組実績>
　参加は11名であり，女性の社会進出の重要性を改めて認識した。また精神に障害
を持つと思われる方からの相談事例が増加していることがあり，その応対について
協議し認識することができた。

保健福祉局
家庭動物相談
所

①
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都市計画局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
人権キャンペーン（Ｒ
ＣＶ）広報

<事業目的>
　人権啓発に関する番組を放映することで，より多くの市民に情報を提供する。

<取組実績>
　人権の大切さを日常的に確認できる機会を創出するため，洛西ケーブルビジョン
株式会社で「人権月間啓発キャンペーン」番組を放映し，洛西ニュータウン内の住
民に広く呼び掛けた。
　【実績】
　　放映期間：平成２３年１２月１日から１２月３１日
　　放映時間：１５秒×５回／日×３１日間

都市計画局
都市総務課

①

2
バリアフリーに配慮し
た建築物の整備の促進

<事業目的>
　すべての人が安全で快適に利用できる都市の施設と空間が整ったまちづくりの推
進を図る。

<取組実績>
　バリアフリーの促進に関する条例に基づく協議件数　492件

都市計画局
建築審査課

②

3
「市営住宅住まいのし
おり」外国語版の配布

<事業目的>
　市営住宅に居住する外国人にも，適切かつ正確な情報を提供し，公平な情報の提
供を図るため。

<取組実績>
　市営住宅に居住する外国人向けに「市営住宅住まいのしおり」外国語（英語・中
国語・ハングル）版を作成し，希望者に配布した。

都市計画局
住宅管理課

②

4
交通バリアフリーの推
進

<事業目的>
　交通バリアフリーを推進することで，高齢者や障害のある方をはじめ，すべての
人が安心・安全で円滑に移動することのできる社会の実現を目指す。

<取組実績>
　交通バリアフリーの更なる推進を図るため，平成32年度を目標年次とする「「歩
くまち・京都」交通バリアフリー全体構想」を策定し，10地区の「重点整備地区」
を選定した。

都市計画局
歩くまち京都
推進室

②
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建設局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
「人にやさしいみちづ
くり」の推進

<事業目的>
　歩道の段差や勾配の解消を図り，どのような人にとっても暮らしやすい社会を実
現する。

<取組実績>
　歩道段差の解消　　　　　　　　　　 　142箇所
　歩道勾配の改善                            　　142箇所
　視覚障害者誘導用点字ブロックの設置　　20箇所

建設局
道路環境整備
課
調整管理課

②

2

「京都市みやこユニ
バーサルデザイン推進
条例」，「京都市人に
やさしいまちづくり要
綱」に基づく公園整備
の推進

<事業目的>
　誰もが安心して円滑に利用できる公園の整備を図る。

<取組実績>
　「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」，「京都市人にやさしいまちづ
くり要綱」に基づく公園の整備及び再整備（3箇所）を進めた。
　開発公園の設置者へ「京都市みやこユニバーサルデザイン推進条例」，「京都市
人にやさしいまちづくり要綱」に基づく整備を行うよう指導した。

建設局
緑政課

②
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会計室
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　研修の機会を通して，職員一人一人の意識の向上を図る。

<取組実績>
　・憲法月間において，人権に対する認識を深めるための職場研修を実施
   　内容：講義
   　日時：８月30日
   　参加者：２6人
 
　・人権月間において，人権に対する認識を深めるための職場研修を実施
　　内容：講演
　　日時：１２月１６日
　　参加者：２５人

会計室 ④
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北区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
4月15日号…5月は憲法月間です
5月15日号…北区民春まつり（ふれあい啓発コーナーの紹介）
11月15日号…人権のつどい・人権スタンプラリー・こころのキャンバスネット
　　　　　　　ワーク
12月15日号…人権啓発作品展

北区
総務課
（地域力推進
室）

①

2 憲法月間街頭啓発

<事業目的>
　様々な基本的人権に対する正しい理解と認識を深め，すべてのひとの人権が尊重
される地域社会の実現を目指し，区民の人権擁護意識のより一層の普及と高揚を図
る。

<取組実績>
日時：平成２３年５月１3日
場所：キタオオジタウン，北野白梅町
参加人数：２２人
啓発物品配布数：約２，０００冊

北区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　区民の多数の参加が見込める事業において，舞台上で人権啓発を行う。

<取組実績>
日　　時：平成２３年６月５日
場　　所：船岡山公園内
来場者数：約１８,０００人
内　　容：社会福祉法人京都ライトハウスに委託し，「見えにくいってこんなこ
　　　　　と」と題して，舞台でクイズと白状歩行の実演を行った。
啓発物品配布数：約３００個

北区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
北区ハートスポット・
スタンプラリー

<事業目的>
　区内の人権・福祉関連の施設や催しにおいてスタンプラリーを開催することで，
身近な人権について考えて頂く機会を提供する。

<取組実績>
期　　間：平成２３年１１月１５日～１２月２５日
会　　場：北区内人権・福祉関連施設や催し２４箇所
参加人数：延べ１１５人

北区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5 人権啓発作品展

<事業目的>
　人権擁護意識の普及高揚を図る。

<取組実績>
日　時：平成２３年１２月６日～２２日
場　所：北区役所１階ロビー，キタオオジタウンセンタープラザ外周
展示数：８１点（北区内小学校１９校）
　　　　内訳：絵画２２点，習字４０点，標語３点，ポスター１３点，川柳３点
　　　　このうち３５点を市民しんぶん北区版に掲載

北区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6 北区「人権のつどい」

<事業目的>
　人権に関する講演会などを行い，人権を身近な問題として考えて頂く機会を提供
する。

<取組実績>
内　容：第一部　人権トークと津軽三味線コンサート
　　　　　　　　演題： 「津軽三味線が奏でる命の響き」
　　　　　　　　講師： 高橋祐次郎氏（津軽合奏団“風”KAZE主宰）
　　　　第二部　人権講演と落語
　　　　　　　　演題：「人権は身近な問題～みんな尊い命だから～」
　　　　　　　　講師：林家染丸氏（落語家，上方落語協会理事）
日　時：平成２３年１２月８日
場　所：北文化会館
参加者：２７８人

北区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8
精神保健福祉事業（家
族懇談会）

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持することを図る。

<取組実績>
内　　容：懇談・施設見学等
実施回数：年9回
場　　所：保健センター
参加延べ人数：30人
　

北区
健康づくり推
進課

①

①

<事業目的>
　こころに障害のある方もない方も，すべての人が安心していきいきと暮らし続け
ていけるまちづくりを図る。

<取組実績>
○スポーツ大会
　　内容：卓球（個人戦）　玉入れ，ジェンガ（団体戦）
　　日時：6月22日　　参加者：86人　場所：障害者スポーツセンター
○秋の大運動会
　　内容：お楽しみリレー，玉入れ，綱引き（団体戦）
　　日時：11月16日　　参加者：58人　　場所：障害者スポーツセンター
○講演会
　　内容：「こころに病を持つ人を地域で支えていくために～こころの病と障害の
　　　　　　理解～」
　　講師：つかさき医院　　　医師　塚崎直樹氏
　　　　　　当事者の体験談
　　日時：12月2日
　　場所：北文化会館　創造活動室
　　参加者：６４人
○夢と希望の作品展
　　内容：区内の精神保健福祉関連施設からの作品の展示
　　テーマ：「あのころ　なつかしの　ひみつきち」
　　日時：11月29日～12月７日
　　場所：キタオオジタウンＳＰＡＣＥろさんじ
　　来場者：562人
○ボランティア交流会（2回）
　　内容：各事業前に集まり，事業の打ち合わせと交流
　　日時：６月13日，11月7日
　　場所：保健センター会議室
○当事者のつどい（年10回）
　　参加者：延べ９人　延べ46人

北区
健康づくり推
進課

北区こころのキャンバ
スネットワーク

7
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上京区
番号 事業名 ２３年度取組実績 担当課 分類

1
庁舎内における
人権コーナー設置

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　日　時　　憲法月間期間中（５月）
　　　　　　人権月間期間中（１２月）
　場　所　　上京区役所庁内
　内　容　　下記物品の配布
　　　　　　　　・四字熟語人権マンガ冊子　・あいゆーｋｙｏｔｏ
　　　　　　　　・人権メモ帳　　　　　　　・人権カレンダー

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

2
人権強調月間
人権見学会

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもうらう機会を提供する。

<取組実績>
夏休み親子裁判所見学ツアー
　日　時　　平成23年8月10日　午後2時～
　場　所　　京都地方裁判所
　内　容　　法廷等の庁舎見学，ビデオ上映ほか
　参加者　　32名
　

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　４／15号「上京区憲法月間映画のつどい」（5/19開催）
　７／15号「夏休み親子裁判所見学ツアー」（8/10開催）
　12／15号「上京区講演のつどいトーク＆コンサート」（1/21開催）

上京区
総務課
（地域力推進
室）

①

4
憲法月間「映画のつど
い」

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図る
ことを目的とする。
<取組実績>
　日　時　　平成２３年５月１９日　午後２時３０分～，午後６時３０分～
　内　容　　第１部　映画「おとうと」上映
　　　　　　第２部　ユニバーサル上映に関する講演
　　　　　　　　　　映画「おとうと」上映
　場　所　　同志社大学寒梅館ハーディーホール
　参加者　　８９２人

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5 講演のつどいの開催

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図る
ことを目的とする。
<取組実績>
　日　時　　平成２４年１月２１日　午後１時３０分～午後３時
　内　容　　人権講演会
　場　所　　同志社大学寒梅館ハーディーホール
　講　師　　EＳPERANZA（エスぺランサ）
　テーマ　　「夢をあきらめないで」～難病を乗り越えて～
　参加者　　414人

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育むことを目的とする。

<取組実績>
　日　時　　平成２３年１０月２３日
　内　容　　人権啓発コーナーにおけるパネル展示，啓発物品配布
　場　所　　京都市立新町小学校
　来場者　　８,０００名

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　幅広い区民に対して人権について考える機会を提供することを目的とする。

<取組実績>
　日　時　　平成２３年５月１６日，１２月１５日
　内　容　　憲法月間及び人権月間に伴う街頭啓発（啓発物品配布）
　場　所　　出町商店街周辺

上京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8

上京こころのふれあい
ネットワークイベント
～ひびきあうこころと
こころ～

<事業目的>
　こころの病を持つ人々に対する理解を促し，障害のある人もない人もともに安心
して暮らせるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　関係団体と協働し，講演会を実施した。
　日　時　平成23年9月29日及び10月7日
　内　容　講演，障害のある方の体験発表，グループワーク，パネル展示
　参加者　延159人

　上記以外で，パネル展示を実施した。
　日　時　平成23年10月23日(上京区民ふれあいまつり会場)
　　　　　平成23年11月1日(堀川商店街コミュニティホール)
　　　　　平成23年12月5日～9日(上京区役所)

上京区
健康づくり推
進課

①

9

上京こころのふれあい
ネットワークイベント
～ひびきあうこころと
こころ～

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　家族懇談会を実施した。
　実施回数　4回
　参加人数　6人

上京区
健康づくり推
進課

①

10
精神保健事業「精神障
害者家族懇談会」

<事業目的>
　回復途上にある精神障害者の社会復帰を促進するため,　レクリエーション活動・
創作活動・所外活動を実施する。

<取組実績>
　社会復帰相談指導事業を実施した。
　実施回数　36回
　参加人数　延107人

上京区
健康づくり推
進課

①

11
精神保健事業「精神障
害者社会復帰相談指導
事業」

<事業目的>
　社会適応訓練事業等を利用している精神障害者に対し，集いの場を設け就労者の
意見・人間関係・仕事の内容について意見交換を行う。

<取組実績>
　集いを実施した。
　実施回数　2回
　参加人数　延3人

上京区
健康づくり推
進課

①
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左京区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1

市民しんぶん左京区版
「左京ボイス」及び左
京区役所ホームページ
への人権啓発記事の掲
載

<事業目的>
　市民しんぶん区版やホームページに人権啓発記事を掲載することで，区民の人権
意識の高揚を図る。

<取組実績>
５月15日号　 「憲法月間」の周知記事を掲載
8月15日号　  「人権啓発パネル展」の開催周知記事を掲載
10月15日号　「心のふれあいみんなの広場」の開催周知記事を掲載
11月15日号　「児童絵画展」及び「心のふれあいみんなの広場」の開催周知記事
　　　　　　　を掲載

左京区
総務課
（地域力推進
室）

①

2

憲法月間
「人権を共に考える見
学会（フィールドワー
ク）」

<事業目的>
　区内外の人権にかかわりのある施設を訪れ，見学や交流を通して，身近な地域に
おける人権尊重のまちづくりについて考える機会を提供する。

<取組実績>
　さらに多くの市民に参加していただくことができるよう事業手法の見直しを行
い，平成22年度からは，区民ふれあい事業で実施している「左京区民ふれあい
ウォーキング」に当該事業を組み込んで実施した。
　日時　平成２３年１１月２３日（水/祝）午前９時３０分～午後１時
　場所　左京区内
　参加者数　３８４名

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
人権強調月間
「人権啓発パネル展」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　日時　平成２３年８月１５日（月）～２６日（金）
　　　　午前８時３０分～午後５時
　場所　左京区総合庁舎１階ロビー
　内容　四字熟語人権マンガ作品集の入賞作品を展示

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
人権月間
「心のふれあいみんな
の広場」

<事業目的>
　人権月間を機会とし，改めて人権尊重の意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権月間を機会とし，改めて人権尊重の意識の高揚を図るため，左京区民を対象
に，人権を考える契機となる啓発映画の鑑賞会を実施した。
○心のふれあいみんなの広場「映画観賞会」
　日時　平成２３年１２月１０日（土）午後１時３０分～６時
　内容　映画観賞「おとうと」
　場所　左京区総合庁舎大会議室
　参加者　１３０人

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
人権月間
「児童絵画展」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　左京区内の小学生の描いた，人権をテーマにした児童絵画を区役所で展示した。
　日時　平成２３年１２月１日（木）～１２日（月）
　場所　左京区総合庁舎１階区民ロビー
　展示数　１０２点

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
地域ぐるみによる街頭
啓発

<事業目的>
　幅広い区民に対して人権について考える機会を提供する。

<取組実績>
　憲法月間・人権月間に人権擁護思想の普及高揚を訴えるために，区民を対象に啓
発物品を配布する街頭啓発を実施した。
　平成２３年５月１９日（木）　Ａ･コープ岩倉店前周辺，
　　　　　　　　　　　　　　　叡山電鉄修学院駅前周辺，
　　　　　　　　　　　　　　　イズミヤ高野店前　　　　　計３か所

　平成２３年１２月５日（月）　イオン東山二条店前周辺
　　　　　　　　　　　　　　　東大路丸太町交差点周辺
　　　　　　　　　　　　　　　百万遍交差点周辺　　　　　計３か所

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活
の向上を図る。

<取組実績>
　窓口での相談を随時開催（法律相談　毎週水曜日）通年にわたり，弁護士・市職
員が対応した。

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8 区民ふれあい事業

<事業目的>
　幅広い区民の方々が参加できる事業を通じて，区民相互の積極的な交流とふれあ
いを深める。

<取組実績>
○第２９回左京区民煎茶会　４３１名
　　日時　平成２３年6月２１日（火）　午前10時～午後３時
○左京区民ふれあいまつり２０１２  約７，８００名
　　日時　平成２３年7月2４日（日）　午前11時～午後３時
○左京区民親子で学ぶ自然と科学～京都大学総合博物館～　３２名
　　日時　平成２３年７月２９日（金）　午後２時～午後４時３０分
○第１９回左京区民ふれあいウォーキング～左京の歴史を訪ねて～　３８４人
　　日時　平成11月2３日（水/祝）　午前9時３０分～午後１時
○第１５回左京区民正月いけ花教室　1１０名
　　日時　平成２３年12月1６日（金）　午後1時30～午後3時30分
○第２１回左京区民作品展　来場者数約８００人
　　日時　平成２４年２月２８日（火）～３月１日（木）　午前10時～午後5時

左京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

9 伝統文化を楽しもう

<事業目的>
　左京区基本計画事業と連携した取組として，文化的な環境に恵まれた左京区にお
いて，次代を担う子どもたちに，日本を代表する伝統芸能である「狂言」を体験・
鑑賞してもらうことにより，こころ豊かで創造あふれる子どもたちの育成の一助と
する。
　また，近代まで芸能者が被差別身分とされていた狂言等の芸能について認識を深
め，その歴史的背景から人権について考える契機とする。

<取組実績>
　日時　平成２３年１２月１４日（水）午後２時～午後３時２０分
　場所　京都観世会館
　内容　狂言解説，子どもワークショップ，柿山伏，附子
　参加者数　４５０名

左京区
まちづくり推
進課

①

10

左京こころのふれあい
ネットワークイベント
～こころときめき芸術
祭～

<事業目的>
　こころの病を持つ人々に対する理解を促し，障害のある人もない人も共に安心し
て暮らせるまちづくりを目指す。

<取組実績>
　２３年度は２日間開催で，両日合わせて６７２名の参加があり，上記の目的につ
いて普及啓発することができた。

左京区
健康づくり推
進課

①

11
精神保健事業「精神障
害者家族懇談会」

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　交流会や学習会に加え，家族のリラックス法等も取り入れたことで，上記の目的
を達成することができた。

左京区
健康づくり推
進課

①

12
精神保健事業「精神障
害者社会復帰相談指導
事業」

<事業目的>
　精神に障害のある方の社会適応のため，グループミーティング等を通じ，社会復
帰の促進を図る。

<取組実績>
　交流会・学習会・調理実習等のグループ活動を通して参加者の社会参加の機会と
なっている。

左京区
健康づくり推
進課

①
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中京区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

2 子どもふれあい鑑賞会

<事業目的>
　子どもたちが楽しみながら優しさや思いやりについて理解を深める。

<取組実績>
　歌やダンス，大型絵本の読み聞かせなどを通じて，子どもたちが楽しみながら，
優しさと思いやりについて理解を深めた。
 （開催日：８月２７日（土）　開催場所：京都国際マンガミュージアム　参加者：
２６５名）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
小・中学生による人権
啓発ポスター展等の開
催（書初め展）

<事業目的>
　展示により，小･中学生が人権の大切さについて考え，広く区民の方が人権の尊さ
を考える機会を提供する。

<取組実績>
　人権にちなんだ書初めを区内小中学校から募集し展示した。
（開催期間：１月３１日(月）～２月１８日（金）　開催場所：中京区役所区民ホー
ル　展示数：７２点）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　憲法月間・人権月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　憲法月間に，啓発物品（人権メモ帳）を配布しながら中京区地域啓発推進協議会
とともに啓発活動を行った。
（実施日：５月１７日（火）　実施場所：二条駅前，寺町京極商店街　２３名参
加）
　人権月間に，京都市消防音楽隊を先頭にパレードをしながら，中京区地域啓発推
進協議会とともに啓発活動を行った。
（実施日：１２月７日(水）　実施場所：京都三条会商店街　２７名参加）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
区役所等における人権
パネル展の開催

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　憲法月間に，「児童労働にレッドカード」と題したパネル展を開催し，世界で深
刻な問題となっている，子どもたちの人身売買や強制労働の現状と解決への取組を
来庁者に伝えた。
（開催期間：５月９日(月)～５月２７日(金）　開催場所：中京区役所区民ホール）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
地域啓発推進協議会に
よる連携充実

<事業目的>
　中京区内の行政機関が人権文化の構築を目指して連携を図る。

<取組実績>
 　５月１８日に，各種事業の企画・立案を行うため会議を開催。

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

④

7 人権施設見学会の開催

<事業目的>
　人権にかかわる施設を訪れ，人権の大切さを考えることにより，区民相互の人権
意識の浸透と高揚を図る。

<取組実績>
　「命と希望をつないだ敦賀港　あたたかな心の軌跡をたどる」をテーマに，人権
施設見学会を開催。敦賀港を訪問し，外国人孤児や難民を受け入れた歴史を通じ
て，命の尊さや共生の大切さを学んだ。
（開催日：９月２７日（火）　開催場所：人道の港「敦賀ムゼウム」　参加者：４
７名）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

8
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　各種相談事業を実施することにより，人権尊重の考え方が日常生活に根付くこと
を目的とする。

<取組実績>
　弁護士による，無料法律相談を実施するほか，窓口において相談員が区民の困り
ごとについて，相談を受け付けた。
＊無料法律相談（開催日：毎週水曜日　相談件数：３１０件）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

①1

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
人権啓発イベントのお知らせと共に人権啓発記事を掲載し，区民の人権意識の高揚
を図ることができた。
・5月号　　人権啓発パネル展のお知らせ
・８月号　　人権施設見学会参加者募集
・１１月号　人権講演会のお知らせ
・１月号　　人権啓発書初め展のお知らせ

中京区
総務課
（地域力推進
室）

市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9 人権講演会

<事業目的>
　人権月間において区民のこころの健康保持・増進と，こころの病を持つ人への正
しい理解を広める。

<取組実績>
  「チバレイ＆マリの「ココ×カラ」ケアトーク～自分のことを大好きな私になろう
～
をテーマに，ひきこもりやうつの経験を経て多方面で活躍中の２名の講師による講
演会を開催した。苦しんだ心と体を丸ごと受け入れるヒントについて自らの経験を
もとにお話をいただいた。
講師：千葉麗子氏（元アイドル，ヨーガ講師），大川内麻里氏（ジャーナリスト）
（開催日：１２月１０日（土）　開催場所：ウィングス京都　　参加者：１０６
名）

中京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

10

こころ･愛･ふれあい
ネットワーク
(中京精神保健ネット
ワーク事業)

<事業目的>
　精神保健についての理解を深めて,地域でどのような支援が必要なのかを地域住民
に正しく認識してもらう。

<取組実績>
地域懇談会（２回）　参加者数（延）１８０名
実務者会議（１１回）　参加者数（延）　１５３名
中京区民まつりでパネル展示・啓発グッズの配布　配布数　２６６名
健康教育（１回）　参加者数（延）６０名
全体会議（１回）　参加者数（延）３３名
ふれあい会（当事者の会）（延）９１名

中京区
健康づくり推
進課

①
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東山区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
地域の人権開発活動支
援事業

<事業目的>
　東山区役所，東山区地域啓発推進協議会では，これまでから，広く区民を対象と
して，「映画の集い」「東山人権学習ツアー」「人権パネル展」「街頭啓発」等の
取組に加えて，区内の自治組織，各種団体のリーダーを対象に，「地域リーダー研
修会」を開催し，人権ゆかりの地や施設の見学，ワークショップへの参加など，人
権啓発活動の担い手を育成しており，今後も，地域が自ら主体となって実施する人
権啓発の取組へ支援を行い，東山区の人権啓発活動の更なる充実を図る。

<取組実績>
「スマイルミュージックフェスティバル」
　日   時：３月4日（日）
　場   所：東山区総合庁舎３階大会議室
　対象者：市民約２５０人
　主   催：スマイルミュージックフェスティバル実行委員会
　内   容：ＮＰＯ法人が中心となって，障害者の「自分らしさ」を表現する音楽の
祭典
　　　　　の開催を支援した。

東山区役所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

2 人権啓発パネル展

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
「区内小・中学生人権作品展」として開催した。
　日時：５月９日（月）～２０日（金）
　場所：東山区総合庁舎１階展示ホール

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
憲法月間
講演の集い

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　12月人権月間にて映画の集いとして実施

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
憲法月間
街頭啓発

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　12月人権月間にて実施

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
東山区民ふれあいひろ
ば「人権ブース」

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
   平成23年5月２９日（金）　雨天のため中止

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
憲法月間
啓発のぼりの掲出

<事業目的>
　市民に人権擁護思想の普及を図る｡

<取組実績>
　掲示場所：東山区総合庁舎

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7 人権啓発パネル展

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
人権パネル，四字熟語人権マンガ入賞作品の展示を行った。
　日時：８月１日（月）～３１日（水）
　場所：東山区総合庁舎１階展示ホール

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

8 人権学習ツアー

<事業目的>
　区内外の人権にかかわりのある施設を訪れ，見学や交流を通して，身近な地域に
おける人権尊重のまちづくりについて考える機会を提供する。

<取組実績>
「地域リーダー研修会」を統合して実施。施設見学後に，ワークショップを行っ
た。
　日時：１０月１３日（木）午後１２時半～午後５時
　場所：阪神・淡路大震災　人と未来防災センター見学とワークショップ
　参加人数：３８人

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

9
人権月間
映画と講演の集い

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
多くの区民が参加し，人権問題の啓発ができる機会となる映画上映を開催した。
　日時：１２月３日（土）午後２時～４時３０分
　場所：東山区総合庁舎３階大会議室
　内容：「奇跡」上映
　参加人数：約１９０人

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

10
人権月間
街頭啓発

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　場所：東山区総合庁舎周辺
　日時：１２月３日（土）午後１時～１時３０分

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

11 地域リーダー研修会

<事業目的>
　区内外の人権にかかわりのある施設を訪れ，見学や交流を通して，身近な地域に
おける人権尊重のまちづくりについて考える機会を提供する。

<取組実績>
　上記＜８＞人権学習ツアーと統合して実施した。

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

12
人権月間
標語の展示

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　なし

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

13
人権月間
啓発のぼりの掲出

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　掲示場所：東山区総合庁舎

東山区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

14
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　7月15日号：人権啓発パネル展開催告知記事
　9月15日号：東山区人権学習ツアー参加者募集記事
　11月15日号：東山区映画の集い開催告知記事，東山区人権学習ツアー実施報告
　　　　　　　　記事

東山区
総務課
（地域力推進
室）

①

15
東山区こころのふれあ
いネットワーク

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機
関，各地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安
心して生活できるまちづくりをめざす。

<取組実績>
○東山区民作品展（東山こころのふれあい作品展）
　日　時：１１月１４日（月）～１８日（金）
　場　所：東山区総合庁舎１階　展示ホール
　来場者：３８７名
○東山区こころのふれあいネットワーク講演会
　日　時：１１月１４日（月）
　内　容：講演「震災後こころの健康をたもつために～地域のつながりから見えて
　　　　　　　　くるもの～」
　講師　：崔　炯仁主任医師（京都府精神保健福祉総合センター　医療福祉課）
　参加者：４５名
○東山こころのふれあい卓球交流会（年２回開催）
　日　時：①８月１９日（金）②１月２０日（金）
　参加者：①２０名②３３名
○地域学習会（六原・清水学区対象）
　日　時：２月２９日（木）
　内　容：講話「こころの健康を保つために～高齢者のうつ～」
　講　師：名越　泰秀部長（京都第一赤十字病院　心療内科）
　参加者：３９名
○ふらっと♭すぺぇす共催事業
　日　時：①７月７日（木）②１２月１６日（金）③２月２４日（金）
　場　所：やすらぎ・ふれあい館
　内　容：①七夕まつり②クリスマス会③もちもち祭
　参加者：①５１名②４７名③６４名
○東山区こころのふれあいネットワーク総会及び実務者会議
　日　時：（総会）３月２２日（金）
　 　    （実務者会議）
　　 　    ６月１０日（金），９月３０日（金），１２月９日（金），２月
　　　　　１７日（金）

東山区
健康づくり推
進課

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

16 精神障害者家族懇談会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
（年５回開催）
日時：①５月２３日（月）②７月２２日（金）③１０月２６日（水）
　　　④１２月２２日（木）⑤２月２３日（木）
内容：①④交流会
　　　②学習会「防災の話」
　　　③　〃　「成年後見人制度について」
　　　⑤　〃　「訪問看護について」
講師：②東山消防署木全救急係長
　　　③成年後見センター浅井司法書士
　　　⑤訪問看護ステーションユニネット・まちかど江田所長

東山区
健康づくり推
進課

①
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山科区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん山科区版
への人権啓発記事の掲
載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　11/15号　12月の人権月間の取組として「山科区人権講演のつどい」開催案
内，人権啓発ポスター展の開催案内を掲載。

山科区
総務課
（地域力推進
室）

①

2
山科区HPへ情報を掲
載

<事業目的>
　広く区民が閲覧できるホームページに人権に関する情報を掲載することで，区民
の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　市民しんぶん山科区版11/15号に掲載した12月の人権月間関連記事「山科区人
権講演のつどい」開催案内，人権啓発ポスター展の開催案内を掲載

山科区
総務課
（地域力推進
室）

①

3
「人権啓発リーダー研
修会」の実施

<事業目的>
　地域の各種団体役員を対象に，人権に対する幅広い知識を習得してもらうととと
もに，地域等における人権啓発の面で，リーダーとしての役割を果たしてもらえる
ことを目的として実施する。

<取組実績>
○「人権啓発リーダー研修会」
　　日　時：5月26日（木）
　　場　所：区役所大会議室
　　参加予定者：各種団体役員5５人
　　内　容：講演会
　　講　師：安保　千秋氏（弁護士）
　　テーマ：「子どもの人権」

山科区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
「山科区人権映画のつ
どい」の開催

<事業目的>
　一般区民を対象に，わかりやすい内容で様々な人権問題について，講演会や啓発
映画を上映し，理解を深めてもらう。

<取組実績>
○「講演と映画のつどい」
　　日時：12月2日（予定）
　　場所：東部文化会館
　　参加者：一般市民３６０人
　　内容：講演会
　　講師：大八木　淳史氏（元ラグビー日本代表）
　　テーマ：「子どもたちに夢と希望を！」

山科区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5 街頭啓発の実施

<事業目的>
　広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　　区内３箇所で街頭啓発を実施
　　日　時：5月26日（木）,12月2日（金）
　　参加者：5/26　３０名
　　                12/2　 2４名

山科区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
「人権啓発ポスター
展」の開催

<事業目的>
　作品を出展してもらうことにより，出展者，鑑賞者それぞれに人権に対する理解
と認識を深めてもらう。

<取組実績>
○「人権啓発ポスター展」
　　日時：12月1日（木）～9日（金）
　　場所：山科区役所１階ロビー
　　出展数：８点

山科区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
区民まつりでの人権
コーナーの設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育む。

<取組実績>
　区民まつり人権啓発パネル展示
　　日時：11月23日（祝・水）
　　場所：山科中央公園

山科区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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下京区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
庁舎内TVモニター広
報への人権啓発記事の
掲載

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　平成２３年４月　「人権を考えるつどい」

下京区
総務課
（地域力推進
室）

①

2
下京区ホームページへ
の人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　広く区民が閲覧できるホームページに人権に関する情報を掲載することで，区民
の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　平成２３年５月１０日～　「５月は憲法月間です～人権を考える集いなどを開催
します」

下京区
総務課
（地域力推進
室）

①

3
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　平成２３年４月１５日号　「５月は憲法月間です」「人権を考えるつどい」
　平成２３年１１月１５日号　「１２月は人権月間」「人権月間講演会」

下京区
総務課
（地域力推進
室）

①

4
区役所等における人権
パネル展の開催

<事業目的>
　幅広い区民の方に人権について身近に考えてもらう機会を提供する。

<取組実績>
　憲法月間及び人権月間の期間中に，区役所１階ロビーにおいて，のぼりを掲げ，
人権についてより身近に考えてもらうため，親しみやすい人権に関する四字熟語を
表した漫画を展示。
　日　時：５月２日～５月３１日　　　１２月５日～１２月１２日
　来庁者：約９，５００人　　　　　　約２，４００人

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
地域ぐるみによる街頭
啓発

<事業目的>
　憲法月間・人権月間を機会に，広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　憲法月間及び人権月間の講演会場並びに，区役所窓口において，啓発物品を配布
し，区民に対する啓発を行った。

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6 憲法月間講演会の開催

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　講演会「人権を考えるつどい」
　内　容：講演・落語「男女共同で△じゃない○い世の中」
　講　師：笑福亭　松枝（しょうふくてい　しょうし）
　日　時：５月２５日（水）　午後２時～
　場　所：池坊学園こころホール
　参加者：１４０名

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　幅広い区民の方々が参加できる事業を通じて，区民相互の積極的な交流とふれあ
いを深める。

<取組実績>
　内　容：人権啓発コーナーでの「人権啓発パネル展」並びに啓発物品の配布
　日　時：１１月１３日（日）　１１時～１６時
　場　所：梅小路公園
　参加者：約１２，０００人

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

8
小・中学生による人権
啓発ポスター展の開催

<事業目的>
　人権問題を正しく捉え，人に偏見を持たない心を育てるため。

<取組実績>
　廃止

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

9 人権月間講演会の開催

<事業目的>
　区民や企業に対して，人権問題について真剣に向き合い，人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　事　業：つなごう下京・「絆」プロジェクト　絆トーク&コンサート
　テーマ：命よ輝け！～幸せになるために人は生まれてきた～
　講　師：梅原　司平（うめはら　しへい）
　日　時：１２月７日（水）　午後２時～４時
　場　所：真宗本廟視聴覚ホール
　参加者：２４６名

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

　①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

10
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活
の向上を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を
実施した。

下京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

　③

12
精神保健福祉事業
＜家族懇談会＞

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持するために実施した。
<取組実績>
　年４回開催
　保健センター多目的ホール
   参加者 延8名

下京区
健康づくり推
進課

①

①
下京区
健康づくり推
進課

11
下京こころのふれあい
ネットワーク事業

<事業目的>
　精神障害者の自立や社会参加の支援，精神障害に対する正しい理解と認識を深め
るための啓発活動を行い，下京区内における精神保健福祉活動を推進することを目
的とし下記を実施した。
<取組実績>
○民生児童委員合同学習会議
　テーマ：地域での孤独から見えてくる問題～背景にひそむこころの病
　　　　　支えあう地域づくりを目指して～
　講　師：佐藤　純（京都ノートルダム女子大学生活福祉文化学部生活福祉文化科
　　　　　准教授）
　日　時：２月２９日
　場　所：ひと・まち交流館 京都
　参加者：１３７名
　当日は参加された民生児童委員の方に対し,地域での活動の中で困っていることや
ネットワークで取り組んでほしいこと等についてのアンケート実施を行った。
○パネル・作品展
　日　時：１０月１７日～１０月２８日
　場　所：区役所１階エレベーター前ホール
　内　容：障害者自立支援法就労支援事業所や診療所デイケア，保健所等の地域で
　　　　　の活動紹介や作品・写真の展示
○中・高生体験学習会
　中学生・高校生への精神障害についての知識の普及・啓発のため，下京保健所の
社会復帰相談指導事業（ＳＳＴ）でのふれあい・福祉体験を予定した。
   日　時：8月５日　   場所：保健所多目的ホール
   参加者：1名
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南区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
心のふれあい
みんなの広場・講演会

<事業目的>
　人権文化の構築を目指して人権擁護の普及高揚を図るため市民を対象とした研修
会等を推進する。

<取組実績>
　日　時：１２月１日　午後６時３０分～８時
　場　所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　内　容：大家　友和　（元メジャーリーガー）「夢を持って！志を高く」
　参加人数：３３５名

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

2 人権映画鑑賞会

<事業目的>
　人権文化の構築を目指して人権擁護の普及高揚を図るため市民を対象とした研修
会等を推進する。

<取組実績>
　日　時：８月９日　午後１時半３０分～４時
　場　所：龍谷大学アバンティ響都ホール
　内　容：上映作品「パートナーズ」
　参加人数：約１４０名

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
区民のふれあい相談
コーナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活
の向上を図る。

<取組実績>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を
実施した。

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

4
区民ふれあい事業の開
設

<事業目的>
　「人とまち，交流とふれあいでまちづくりを！」をスローガンに，区民のまち
（区）に対する愛着意識の高揚を図るとともに，区民相互の交流とふれあいを深
め，健康な体力づくりと地域の活性化を図る。

<取組実績>
　日　時：１１月１３日午前１０時～午後３時
　場　所：東寺境内
　内　容：模擬店，展示，文化芸能まつり，健康ウォーキング，エコステージ　他

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
「区民ぐるみ組織」へ
の支援策の検討及び実
施

<事業目的>
　区民が自ら計画等を決定することで，より身近な人権啓発事業に着手でき，区民
の人権意識高揚に繋げる。

<取組実績>
　区内の各学区，各種団体の代表による「南区人権文化推進会議」が年２回の会議
で啓発事業計画等を決定。区役所は事務局として会議や事業の運営を支援した。

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

④

6

市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載
（人権に関する啓発活
動）

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　人権強調月間・人権月間での啓発記事及び人権講演会等の事前告知記事及び実施
報告記事を掲載した。
　　７月１５日号　「人権映画鑑賞会」開催周知
　　８月１５日号「人権映画鑑賞会」開催報告
　　１１月１５日号「人権講演会」開催周知，「街頭啓発」実施周知
　　１月１５日号「人権講演会」開催報告

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　街頭啓発及び人権啓発旗の掲揚を行うことにより広く市民に人権の大切さを訴え
る。

<取組実績>
○人権文化推進会議委員及び地域啓発推進協議会委員により，人権啓発物品での啓
発活動を行った。
　・５月２２日午後２時～　イオンモールＫＹＯＴＯ周辺
　・１２月１日午後４時半～５時　イオンモールＫＹＯＴＯ，近鉄東寺駅，ＪＲ西
　　大路駅，ＪＲ桂川駅周辺
○人権文化推進会議委員自宅周辺及び地域啓発推進協議会委員事業所周辺に，啓発
標語を記載した旗を掲揚した。
　５月，８月，１２月

南区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

8 職員研修

<事業目的>
　大切な市民の命を守る災害対応力の向上を位置付け，様々な角度から全職員を対
象とした研修を順次実施する。

<取組実績>
○「災害発生時の初期初動活動について」
　　平成２３年７月１９日，２０日　午前１０時～１５時
○東日本大震災から半年　「みなみ力」が震災を語る
　　平成２３年９月２７日　１４時～１５時３０分
○人権月間研修（普通救命講習）
　　平成２３年１２月９日，１５日　９時３０分から１２時
○南区消防訓練（避難所見学会，体験会）
　　平成２４年３月２６日　１０時～１７時

南区
総務課
（地域力推進
室）

④

9
ユニバーサルデザイン
の
取組

<事業目的>
　一般市民の誰もが利用しやすい庁舎にするために，庁舎設備の整備を図る。

<取組実績>
○身体障害者用トイレの扉等の改修工事を行い，誰もが快適に利用できるように整
備した。
○市民窓口課の来庁者スペースにベビーベッドを設置。

南区
総務課
（地域力推進
室）

②

10
南区こころのふれあい
ネットワーク

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機
関，各地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安
心して生活できるまちづくりをめざす。

<取組実績>
○総会・講演会　講演会「地域でできるアルコール依存症への対応」８３名の参加
○発表会・作品展　当事者の思い・コーラス等　１８５名の参加
○交流会等（当事者・家族・ボランティア）
○家族セミナー　「うつ病を理解する」　延１６名の参加
○こころの支援パートナー養成講座　延５４名の参加
○支援者向け研修会　「統合失調症について」　７事業所７名の参加

南区
健康づくり推
進課

①

11
精神保健事業[家族懇
談会]

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
７回開催　交流会・学習会・施設見学等　延４６名の参加

南区
健康づくり推
進課

①

 2-53



右京区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん区版への
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
○区版８月１５日号に，「右京区人権啓発事業　小・中学生による人権啓発ポス
ター展開催案内」掲載
○区版１１月１５日号及び１２月１５日号に，「右京区人権啓発事業　右京ふれあ
い講演会開催案内」掲載
　以上の人権啓発記事を掲載することにより，区民の人権意識の高揚を図ることが
できた。

右京区
総務課
（地域力推進
室）

①

2 人権啓発事業

<事業目的>
　８月の人権強調月間に合わせて，多くの区民の方に広く「人権の尊重」について
理解していただく。

<取組実績>
　小学生・中学生による人権ポスター展
　　日　時：平成２３年９月５日（月）～１４日（水）
　　場　所：サンサ右京１階区民ロビー
　　内　容：右京区内の小学生・中学生の描いた人権啓発ポスター約２００枚を
　　　　　　展示した。
　　来場者：約20,000人（右京区役所及び右京中央図書館等来場者から推計）

右京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3 講演会等の開催

<事業目的>
　人権問題は日常生活を営む地域社会で起こる問題であることを提案し，日々の暮
らしの中で人権について考え，行動するきっかけづくりの場を提供する。

<取組実績>
　右京区制が８０周年を迎えるにあたり，右京区にゆかりのある人物を招いて，講
演会を開催し，多くの区民の方々に参加いただき，人権を尊重した右京区のまちづ
くりを推進していく機運を高めることを目的に実施した。
　日　時：平成２４年１月１６日（月）午後7時～午後8時５０分
　場　所：京都外国語大学森田記念講堂
　来場者：約７５０名
　内　容：右京区制８０周年記念事業・右京区人権啓発事業
　　　　　「右京ふれあい講演会～マエストロ・佐渡裕と“夢”～」
          　　講師：佐渡　裕氏（指揮者）
　

右京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，
区民の自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　右京区民ふれあいフェスティバル２０１１
 　  日　時：平成23年1０月３０日（日）午前１０時～午後２時５０分
　   場　所：太秦安井公園及び右京ふれあい文化会館
　   参　加：５８団体，６１ブース
　　来場者：延べ約１２，０００名

右京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

①
右京こころのふれあい
ネットワーク

5
右京区
健康づくり推
進課

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機
関，各地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安
心して生活できるまちづくりをめざす。

<取組実績>
　右京区民のこころの健康に関する関心を高め，精神の病気や障害についての理解
を深めるとともに地域で生活する精神に障害のある方への支援を行った。
　①こころの健康に関する普及啓発：「スポーツの集い」の開催（参加者46名），
　　　　　　　　　　　　　　　　　イベント「こころほっこりふれあい」の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加者157名）
　②こころの健康に関する情報提供：「ほっこり通信」の発行（年1回）
　③障害のある市民やその家族等への支援：ネットワークメンバーが行う日頃の声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけなど
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

6 保健所実習

<事業目的>
　保健所において, 受け入れている保健師, 看護師, 栄養士養成施設校からの実習の中
で, 地域における保健所の役割及び意義を学びとる際に, これからの社会人として, ま
た, 学校生活の中で人権尊重が身近に課題として存在していることを学習する。

<取組実績>
  　延べ４４人の研修生を受け入れた。
　（内訳）
　・同志社女子大学（6月13日～15日　４人）
　・光華女子大学（8月2日～4日　４人）
　・京都市保育園連盟（8月4日　2人）
　・京都歯科医療技術専門学校（9月26日　６人　10月5日　５人）
　・京都府立大学医学部看護学科（平成23年11月10日～２４日　４人）
　・京都大学医学部附属病院（１月６日～１３日　１人）
　・京都府医師会看護専門学校（平成24年1月9日～13日　5人）
　・京都栄養医療専門学校（１月２４日～２６日　３人）
　・京都女子大学（2月7日～9日　４人）
　・京都歯科医療技術専門学校（２月１３日　６人）
　
　

右京区
健康づくり推
進課

①

7
精神保健事業［家族懇
談会］

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　精神に障害のある方の家族同士が交流し，こころの病気の知識や対応の仕方につ
いて理解を深めることで，市民が精神に障害を持ちながらでも地域で暮らせるよう
支援した。
　　実施回数：８回　参加：７３人（延べ）

右京区
健康づくり推
進課

③
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西京区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
市民しんぶん区版への
人権啓発記事掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　平成２３年5月１５日号において，憲法月間のつどい告知
　平成２３年１１月１５日号において，人権月間事業について告知

西京区
総務課
（地域力推進
室）

①

2 映画上映会の開催

<事業目的>
　区民に人権を尊重することの大切さについて理解と認識を深めてもらい，一人一
人が個人として尊重される，人権文化の息づくまちづくりを推進するため。

<取組実績>
　人権月間「映画上映会」
　日　時：平成２３年１２月１７日１４：００～
　場　所：京都市西文化会館ウエスティ
　内　容：作品「犬と私の１０の約束」
　参加者：３６０名

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
小・中学生による人権
啓発作品展の開催（絵
画・書道展）

<事業目的>
　小・中学生に，人権をテーマとした絵画等の作成を通じて，人権の大切さを浸透
させるとともに，それらの作品を展示することにより，区民に広く人権の尊さを訴
える。

<取組実績>
　人権月間「小・中学生合同作品展」
　日時：平成２３年１１月２８日～１２月９日
　場所：西京区役所（及び洛西支所）１階ロビー
　出展：絵画５０点　書道８８点

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活
の向上を図る。

<取組実績>
　窓口や電話での相談を常時受付
　各種相談事業の実施
　法律相談　毎週水曜日　行政相談　毎月第１木曜日

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

5
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，
区民の自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　西京区民ふれあいまつり
　日時：平成２３年１１月１９日
　場所：ホテル京都エミナース及びラクセーヌ専門店周辺一帯
　参加：ステージ１７団体　ブース４２団体

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6 地域啓発前研修会

<事業目的>
　区内の自治連合会及び各種団体役員の方々に，研修の場として講演会や映画上映
会に参加してもらうことで人権意識の高揚を図り，地域での啓発活動につなげてい
ただく。

<取組実績>
　○憲法月間
　　日時：平成２３年５月２８日１３：３０～
　　場所：ホテル京都エミナース
　　内容：講演「サザエさん一家は幸福みつけの達人ぞろい」
　　講師：増岡弘氏

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　区内の自治連合会及び各種団体役員とともに啓発チラシや啓発物品を配布するこ
とで，区民の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　各学区に啓発物品を配布し，活用してもらうことで学区ごとの自主的な啓発を進
めてもらうとともに，区民向けに実施した映画上映会において，参加者に啓発物品
を配布した。
　啓発物品
　憲法月間：標語入りメモ帳
　人権月間：標語入りメモ帳及びカレンダー

西京区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9 精神障害者家族懇談会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
１２回実施　４８名参加

西京区
健康づくり推
進課

①

①8

心の病のある人が地域
で安心して暮らせるよ
うにする会（精神保健
福祉ネットワーク作
り）

<事業目的>
　こころの病のある人について，理解を深め，保健医療福祉関係団体，関係行政機
関，各地域団体，地域住民等関係者が積極的に支援し，障害のある人もない人も安
心して生活できるまちづくりをめざす。
<取組実績>
１．啓発・研修
○こころの健康教室の実施
　日　時：平成23年9月1日(木)
　場　所：京都市西文化会館 ウエスティ
　内　容：京都ノートルダム大学教授　佐藤純氏による講話ほか
　参加者：250名
○小さな秋のこころまつりの実施
　日　時：平成23年9月29日(木)
　場　所：桂川地域体育館
　参加者：１５９名
○地域懇話会の実施(桂学区)
　日　時：平成24年２月23日(木)
　場　所：桂小学校ふれあいサロン
　参加者：49名
○通信の発行
　年3回発行
2．活動支援
○当事者活動への支援
○家族の会「なんてんの会」への支援

西京区
健康づくり推
進課
洛西支所
健康づくり推
進室
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西京区洛西支所
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 講演会等(5月)の開催

<事業目的>
　憲法の基本理念と人権に尊重について市民に考える機会を提供するとともに，地
域役員の研修の場として講演会を開催する。

<取組実績>
憲法月間「こころのふれあい　みんなの広場」
　日　時　５月２８日（土）１３：３０～１５：００
　場　所　ホテル京都エミナース
　内　容　増岡弘氏講演会
　　　　　手話通訳付
　参加者　２５６名

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

2
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　人権尊重の考え方が日常生活に根付いていくための取組として，各種相談事業を
実施する。

<取組実績>
　窓口や電話による相談の常時受付
　各種相談事業の実施

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

3
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域団体の活動紹介や啓発ブースの出展等，区民の保育園，小中学校及び各種団
体のステージ発表などを通じて，区民相互のふれあいや地域文化の向上を図り，地
域を活性化する。

<取組実績>
西京区民ふれあいまつり
　日　時　１１月１９日（土）
　場　所　ホテル京都エミナース及びラクセーヌ周辺
　参　加　ステージ１７団体，ブース４２団体
　来場者　６，２００人

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

4

洛西ケーブルビジョン
でのスポットの放映
（憲法・人権月間
RCV市民啓発番組）

<事業目的>
　憲法・人権月間のポスターを背景に，人権尊重のナレーションを放映し，人権尊
重の気運の高揚を図る。

<取組実績>
○憲法月間
　内　容：１日６回　毎回３０秒
　　　　　　憲法月間の啓発用ポスターを背景に人権尊重のナレーション放映
　放送日：５月１日～５月３１日
　対　象：洛西ニュータウン管内住民等

○人権月間
　内　容：１日６回　毎回３０秒
　　　　　　人権月間の啓発用ポスターを背景に人権尊重のナレーション放映
　放送日：１２月１日～１２月３１日
　対　象：洛西ニュータウン管内住民等

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5 街頭啓発事前研修会

<事業目的>
　憲法月間講演会及び人権月間映画上映会（西京区役所事業）を地域役員の研修と
位置付け，人権問題を考える機会を提供することで，地域における人権文化の構築
を図る。

<取組実績>
憲法月間「こころのふれあい　みんなの広場」
　日時　５月２８日（土）１３：３０～１５：００
　場所　ホテル京都エミナース
　内容　増岡弘氏講演会
　　　　手話通訳付

人権月間研修会
　日時　１２月１７日（土）
　場所　京都市西文化会館ウェスティ
　内容　映画「犬と私の１０の約束」
　　　　バリアフリー上映

洛西支所
まちづくり推
進課

①

6
地域ぐるみによる啓発
活動の実施

<事業目的>
　学区・地域へ啓発物品を配布し，各学区・地域の事情に応じて活用してもらうこ
とで，より効果的な啓発を行う。

<取組実績>
憲法月間：標語入りメモ帳の配布
人権月間：標語入りカレンダーの配布

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

 2-58



事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

7
小・中学生による人権
をテーマとした作品展

<事業目的>
　小中学生に人権をテーマとした絵画と書道の作品を制作することを通じて，人権
の大切さを考える機会を提供するとともに，それらの作品を展示することにより，
区民に人権の尊さを訴える。

<取組実績>
小・中学生による人権をテーマとした作品展
　開催日　１１月２８日（月）～１２月９日（金）
　開催場所　洛西支所１階ロビー
　出展作品　絵画１９点　習字４０点

洛西支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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伏見区
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1

市民しんぶん伏見区版
「きらり伏見」及び伏
見区ホームページへの
人権啓発記事の掲載

<事業目的>
　市民しんぶん区版に人権啓発記事を掲載することで，区民の人権意識の高揚を図
る。

<取組実績>
　市民しんぶん伏見区版「きらり伏見」及び伏見区ホームページにおいて，憲法月
間及び人権月間に合わせて行われた各種事業や区内で開催された人権関連事業への
区民の参加を促すため，事前広報を年間行った。さらに，人権関連事業への区民の
意識向上を目指し，人権啓発特集記事を掲載した。
　４月１５日号：憲法月間関連事業
　６月１５日号：「ふしみ人権の集い学習会」の事前告知
　８月１５日号：「伏見区こころの健康を考える集い」の事前告知
　１１月１５日号：人権月間関連特集
　１月１５日号：「ふしみ人権の集い」の事前告知

伏見区
総務課
（地域力推進
室）

①

2 伏見区人権月間事業

<事業目的>
　人権を尊重する考えが根付いた人権文化の構築に向けて，人権問題への区民への
関心を高め，理解を深める機会として，伏見区役所，深草支所，醍醐支所それぞれ
において事業を実施する。

<取組実績>
○ふしみ人権の集い第２回学習会
　内　容：講演「若い世代からの人権メッセージ～ヒロシマは，終わってはいな
　　　　い～」
　講　師：岡　千尋氏（弁護士）
　日　時：１２月３日（土）午後１時３０分～午後４時３０分
　場　所：京都教育大学藤森学舎Ｆ棟大講義室２
　参加者：１０３名

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
伏見区人権啓発推進協
議会フィールドワーク

<事業目的>
　新たな人権問題ともいうべき事柄の現状と課題を学び，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
○伏見区人権ワークショップ
　内　容：送迎バスで現地を訪ね，ワークショップを実施
　行　先：（公財）関西盲導犬協会総合訓練センター
　日　時：９月２９日（木）午後０時３０分～午後５時３０分
　参加者：３９名

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

①

<事業目的>
　伏見区人権啓発推進協議会,各種団体,学校,行政等により構成された｢ふしみ人権の
集い実行委員会｣が企画運営し,｢人権文化のまちを一人一人の心から｣をテーマに地
域ぐるみの啓発活動として,伏見いきいき市民活動センター等を会場に,様々な人権を
テーマにした講演会を実施するなど,学習と交流の機会を提供する。

<取組実績>
第１回学習会
　　内　容：講演「子どもが育つ社会のしくみ－豊かな育ちの条件とは？－」
　　講　師：神原　文子氏（神戸学院大学教員）
　　日　時：７月９日（土）１３：３０～１６：３０
　　場　所：伏見いきいき市民活動センター
　　参加者：９８名
第２回学習会（人権月間事業：再掲）
　　内　容：講演「ヒロシマは終わってはいない～祖母の思いを受け継いで～」
　　講　師：岡　千尋氏（弁護士）
　　日　時：１２月３日（土）１３：３０～１６：３０
　　場　所：京都教育大学藤森学舎　Ｆ棟大講義室２
　　参加者：１０３名
第１７回ふしみ人権の集い
　　内　容：第１部　人権の集いからのメッセージ
　　　　  　 第２部　記念公演　ひとを大切にしてきた町からのメッセージ
　　　　　　　　　　　－世代を超えて，この地から伝えたい思い－
　　出　演：和紗さん＆ＦＤＦダンスサークルwith部落解放同盟改進支部女性部
　　日　時：２月１１日（土）１３：３０～１６：３０
　　参加者：６１０名

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

4 ふしみ人権の集い
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

5

小中学生による人権啓
発絵画ポスター展及び
人権啓発絵画ポス
ター・標語展の開催

<事業目的>
  行動計画が目指す人権文化の息づくまちづくりのための取組の一環として，12月
の人権月間をはじめとした様々な機会に区内の児童・生徒が製作した絵画により
「人権啓発絵画展」及び「人権啓発絵画ポスター標語展」を実施した。製作する児
童・生徒や保護者，鑑賞する人々がそれぞれ絵画を通じて，人権問題について考え
る機会と話題を提供することを目的としている。
　〔人権月間　「人権啓発絵画展」及び「人権啓発絵画ポスター標語展」〕
　〔第１７回ふしみ人権の集い人権啓発絵画ポスター展〕

<取組実績>
　　（人権月間）
　　　期間：１２月１日～２８日
　　　会場：伏見区役所，深草総合庁舎，醍醐総合庁舎，地下鉄竹田駅，向島
　　　　　　図書館
　　（人権の集い）
　　　期間：２月１１日
　　　会場：京都府総合見本市会館京都パルスプラザ

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
ふしみ人権の集い実行
委員会ニュースの発行

<事業目的>
　ふしみ人権の集い実行委員会が実施する学習会等の取組を広報するため，ニュー
ス「いーくうぁる」を発行。

<取組実績>
　VOL.36～38を発行

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
伏見区人権啓発推進協
議会公開研修会

<事業目的>
　人権文化の根付く共生型社会の構築を進めるため，幹事会を開催し，事業企画を
行うと共に，会員の人権に対する意識の高揚を目的として総会・公開研修会を開催
する。
　区内企業・団体を中心とした「伏見区人権啓発推進協議会」の研修会を公開する
ことで，区民の参加を促して区民，企業，行政一体となった取組を進める。
　
<取組実績>
　内　容：講演「外国人に対する医療現場の現状と課題」
　講　師：重野　亜久里氏（特定非営利法人　多文化共生きょうと　代表）
　日　時：５月２４日(火)午後１時３０分～午後４時
　場　所：伏見区役所総合庁舎　１階ホール
　参加者：１００名

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

8
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
  憲法月間，人権月間及び「ふしみ人権の集い」の広報のため，伏見区人権啓発推進
協議会，行推や地域住民が往来の多い駅前などで啓発物品を配布する。

<取組実績>
  　５月憲法月間　計６箇所　延べ１９３名が参加
  １２月人権月間　計６箇所　延べ１９４名が参加

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

9
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>
　伏見西部ふれあいプラザに人権啓発コーナーを設け，来場者に人権の大切さを訴
える。
　
<取組実績>
　日時：１１月２３日（水・祝）
　場所：京都競馬場みどりの広場

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

10
区役所等における人権
パネル展の開催

　<事業目的>
　人権文化の根付くまちづくりのための取組の一環として，憲法月間に区役所ロ
ビーにおいて「人権啓発パネル展」を実施し，来庁者に対して人権問題について考
える機会と話題を提供した。

<取組実績>
　期間：５月１日～３１日
　場所：伏見区役所ロビー
　

伏見区
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

11 精神保健福祉講演会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　日　時：１月１３日（金）１４：００～　会場：伏見区総合庁舎
　内　容：講演「災害弱者への支援」　講師：立木茂雄教授（同志社大学）
　参加者：１２０名

伏見区
健康づくり推
進課
深草・醍醐支
所
健康づくり推
進室

①

12
伏見区こころの健康を
考えるつどい

<事業目的>
　区内の精神に障害のある方の人権を守り，自立と社会参加の促進の援助を拡大す
るとともに，精神に障害のある方への正しい理解と認識を深めるために，啓発事業
を実施する。

<取組実績>
　日　時：９月１６日（金）１３：００～
　会　場：伏見区総合庁舎
　内　容：舞台発表，体験談，展示，販売
　舞台ゲスト：京都大学奇術研究会
　参加者：４３０名

伏見区
健康づくり推
進課
深草・醍醐支
所健康づくり
推進室

①

13 家族懇談会

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持することを目的としている。

<取組実績>
　会場：伏見保健センター他
　７月１４日（講話：成年後見人制度について）
　８月４日（講話：こころの病気について）
　９月１６日（第１６回伏見区こころの健康を考える集いの案内文発送）
　１０月２１日（講話：家族の接し方について）
　１１月２４日（体験発表・家族の交流会）
　１月１２日（講話：僕はこうして回復した～野地氏と湊氏が語り合う～）
　２月１６日（施設見学：ピースフルリンク）
　参加者：延べ５９名

伏見区
健康づくり推
進課

①

 2-62



伏見区深草支所
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1

区役所等における人権
パネル展の開催
（市民啓発活動の取
組）

<事業目的>
　広く市民に人権の大切さを訴える。

<取組実績>
　５月２日（月）～５月３１日（火）
　「人権一般」をテーマに，現代社会が直面する人権問題に対する啓発パネルを展
示

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

2
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施

<事業目的>
　地域各種団体を中心に人権意識の普及と各事業の周知及び参加者の拡大を図る。

<取組実績>
○憲法月間　５月１２日（木）
　ダイエー藤森店前，京阪伏見稲荷駅前及び京都医療センター前　１０８人参加
○人権月間　１２月１日（木）
　ダイエー藤森店前，京阪伏見稲荷駅前及び京都医療センター前　１２１人参加

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
区民ふれあい事業の開
催

<事業目的>
　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふれあいや，
区民の自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
○第２１回深草ふれあいプラザ
　日　時　　１０月１６日（日）
　場　所　　藤森神社及び藤の森児童公園
　参加者　　約１５０００人

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

4
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
の設置

<事業目的>
　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育む。

<取組実績>
○第２１回深草ふれあいプラザ
　日　時　　１０月１６日（日）
　場　所　　藤森神社及び藤の森児童公園
　参加者　　約１５０００人

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5

伏見区人権月間事業
（人権を考える講演会
～ふしみ人権の集い
第2回学習会～）

<事業目的>
　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区民が人権問
題への関心を高め，理解を深める機会を提供する。

<取組実績>
深草支所担当＜講演会＞
実施日　　１２月３日（土）
場　所　　京都教育大学　藤森学舎F棟大講義室２
テーマ　　 若い世代からの人権メッセージ　ー改めて見つめよう，忘れてはいけな
　　　　　い原点ー
演　題　　ヒロシマは，終わってはいない　ー祖母の思いを受け継いでー
講　師　　岡　千尋氏（弁護士　大川・村松・坂本法律事務所所属）
参加者　　 １０３人

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

6
小・中学生の絵画・ポ
スター展

<事業目的>
　製作する児童・生徒や保護者，鑑賞する人々がそれぞれ絵画を通じて，人権問題
について考える機会と話題を提供する。

<取組実績>
　１２月１日（木）～１２月２２日（木）
　深草管内の小中学校の生徒，全４７作品を展示

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

7
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>
　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，区民の生活
の向上を図る。

<取組実績>
　窓口や電話での相談を常時受付

深草支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

8 精神保健事業

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　平成２３年度に精神障害者家族懇談会を6回実施
参加者総数26人
懇談会を通して精神障害者本人の様子や，家族の健康のこと，地域の社会資源等に
ついて意見交流や情報交換を行った。

深草支所
健康づくり推
進室

①
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伏見区醍醐支所
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

2 伏見区憲法月間事業

<事業目的>　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区
民が問題への関心を高め，理解を深める機会を提供する。

<取組実績>
　①憲法月間街頭啓発
　　日　時：５月１３日（水）午後２時３０分～　医仁会武田総合病院前
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分～　上記以外の３箇所
　　場　所：医仁会武田総合病院前，マツヤスーパー醍醐店前，
　　　　　　　パセオ・ダイゴロー西館前、
　　　　　　　ホームセンターコーナン六地蔵店前
　　参加者：３５人
　　　　　　※雨天のためパセオダイゴローのみで実施
　②人権啓発書道展
　　日　時：５月２日～３１日
　　場　所：醍醐支所２階ロビー
　　出展数：９２点
　　内　容：管内の小学校児童による，人権をテーマにし
　　　　　　た書道作品を展示

　

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

3
区民ふれあい相談コー
ナーの開設

<事業目的>　弁護士等による相談を機に，人権尊重の考え方が日常生活に根付き，
区民の生活の向上を図る

<取組実績>
　窓口や電話での相談を常時受付

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

③

4
区民ふれあい事業等の
開催

<事業目的>　地域社会を構成する様々な人たちの参加・協力のもと，区民相互のふ
れあいや区民の自治意識の高揚，地域の活性化を図る。

<取組実績>
　第２１回醍醐ふれあいプラザ
　　日時：９月１８日　午前１０時～午後２時
　　場所：折戸公園
　　参加者数：約２０,０００人
　　内容：ステージ発表，各種コーナー等

　福祉のまち醍醐・交流大会
　　日時：１月２８日　午前１０時～午後４時
　　場所：京都市醍醐交流会館
　　参加者数：約２,３００人
　　内容：ふれあい作品展，子育て支援・高齢者相談コーナー，サークル発表会

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

5
区民ふれあいまつり等
における人権コーナー
などの設置

<事業目的>　多くの区民の協力と参加により，区民相互の交流を育むことを目的と
する。

<取組実績>
　第２１回醍醐ふれあいプラザ
　　内容：人権啓発コーナーを設置し，人権に対する理解を深めてもらう。

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

①1 伏見区人権月間事業

<事業目的>　人権文化の息づく地域社会づくりの機運を育む取組の一つとして，区
民が問題への関心を高め，理解を深める機会を提供する

<取組実績>
　①人権を考える講演会
　　日　時：１２月１１日（日）　午後１時３０分～３時
　　場　所：醍醐交流会館
　　講　師：谷口　明広（愛知淑徳大学教授）
　　演　題：「ともに生きる地域社会をめざして～ノーマライゼーションを
　　　　　　具現化するには」
　　参加者：１５２人
　②人権月間街頭啓発
　　日　時：１２月８日（木）午後２時３０分～（医仁会武田総合病院前）
　　　　　　　　　　　 　  午後３時３０分～（上記以外３箇所）
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー西館前，
　　　　　マツヤスーパー醍醐店前，ホームセンターコーナン六地蔵店前
　　参加者：３５人
　　※雨天のためパセオ・ダイゴローのみで実施
　③人権啓発絵画・ポスター展
　　日　時：１２月１日～２２日
　　場　所：醍醐支所２階ロビー，管内金融機関
　　出展数：６３点
　　内　容：管内小・中学校生徒による，人権をテーマにした絵画・ポスター展
　　　　　展の開催

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

7
精神保健事業
[精神障害者家族懇談
会］

<事業目的>
　精神に障害のある方のご家族を対象に，日々の暮らしの中での精神的ストレスを
和らげ，こころの健康を維持する。

<取組実績>
　学習会，交流会を年４回実施　延１３人参加
　精神障害を抱える家族が集まり，お互いに抱える悩みや不安を語り合い，家族同
士の交流を深めたり，病気や薬，家族の関わり方について学習した。
　また，自立支援法で利用できる施設を見学した。

醍醐支所
健康づくり推
進室
(保健センター)

①

醍醐支所
まちづくり推
進課
（地域力推進
室）

①

<事業目的>　地域各種団体を中心に人権意識の普及と各事業の周知及び参加者の拡
大を図る。

<取組実績>
　　①憲法月間街頭啓発
　　日　時：５月１３日　　　午後２時３０分～　医仁会武田総合病院前
　　　　　　　　　　　　　　午後３時３０分～　上記以外の３箇所
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前，
　　　　　　マツヤスーパー醍醐店前，
　　　　　　ホームセンターコーナン六地蔵店前
　　参加者：３４人
　　※雨天のためパセオダイゴローのみで実施
　　②人権月間街頭啓発
　　日　時：１２月４日　  　午後２時３０分～（医仁会武田総合病院前）
　　　　　　　　　　　  　　午後３時３０分～（上記以外３箇所）
　　場　所：医仁会武田総合病院前，パセオ・ダイゴロー前，
　　　　　マツヤスーパー醍醐店前，ホームセンターコーナン六地蔵店前
　　参加者：３５人
　　※雨天のためパセオダイゴローのみで実施

6
地域ぐるみによる街頭
啓発の実施
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市会事務局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
本会議傍聴及び委員会
モニター視聴に係るバ
リアフリー化

<事業目的>
　誰もが傍聴・視聴できるような環境を整える。

<取組実績>
　１　本会議における手話通訳の実施（平成8年から実施。事前申請による）
　２　本会議傍聴，委員会モニター視聴における介助犬等の同伴
　　　　平成13年2月～　介助犬，盲導犬の同伴を認める。
　　　　平成14年7月～　聴導犬の同伴を認める。

市会事務局
総務課

②

2 職員研修

<事業目的>
　研修を通じて，職員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権に対する認識を深め，今後の課題解消に向け学ぶため，各所属において職場
研修を実施。（各所属全員参加）
　【総務課】
　内　容：インターネットを利用した人権侵害
　実施日：平成24年1月10日
　
　【議事課】
　内　容：議事運営にかかる人権，職員としての人権意識
　実施日：平成24年1月5日

　【調査課】
　内　容：犯罪被害者の人権（ビデオ教材使用）
　実施日：平成24年1月11日

市会事務局
総務課

④

3 点字請願，陳情の受付

<事業目的>
　どのような市民にも利用してもらえるような市会制度を整える。

<取組実績>
  点字による請願，陳情の受付を行っている（平成13年11月～）

市会事務局
議事課

②

4
市会だよりの点字版，
拡大版，音声版の発行

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方にも市会に関する
情報を提供する。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方にも市会に関する
情報を提供するため，市会だより点字版，拡大版，音声版を発行した。（市会だよ
り発行当初（平成９年度）から実施。ただし，CD版は平成20年5月号以降。）
（年４回）
　なお，拡大版について，21年5月号から，通常版をそのまま拡大したブランケッ
ト版から，見やすい文字サイズ等に編集したA４サイズの冊子に変更した。
【実績】　発行部数（１回当たり）
　点字版…224部
　拡大版…470部
　テープ版…2６0部
　CD（デイジー版）…1４5部

市会事務局
政務調査課
（調査課）

②

5
インターネットによる
情報発信

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進を図る。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，視覚に障害のある方等に対し，ホーム
ページのアクセシビリティ推進等を行う。（平成13年4月にHP開設後，随時改善
に取り組み，平成18年9月には大幅な改善を行った。また，平成22年12月から市
会だよりのHTML版を掲載している。）

市会事務局
政務調査課
（調査課）

②

6
リーフレット「私たち
の市会」の外国語版の
作成及び配付

<事業目的>
　全ての市民に開かれた市会の推進を図る。

<取組実績>
　全ての市民に開かれた市会の推進に向け，市会のしくみなどを分かりやすくまと
めたリーフレット「私たちの市会」について，市内在住の外国人の方や海外から視
察に来られた方等を対象に，英語，中国語，ハングル版を作成する。来庁者等に配
布するとともに，市会ホームページに掲載する。（平成16年1月に英語版，平成
16年3月に中国語版及びハングル版を作成　平成２３年３月に英語版，中国語版及
びハングル版を改訂（ホームページへの掲載のみ。））

市会事務局
政務調査課
（調査課）

②
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選挙管理委員会事務局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
投票しやすい環境の整
備

<事業目的>
　投票所の施設改善など誰もが投票しやすい環境づくりを図る。

<取組実績>
　投票所の施設改善に取り組むとともに，障害者及び重度の在宅療養者等が選挙権
の行使を容易にできるよう，指定都市選挙管理委員会連合会を通じて国に対する法
改正の要望を行っている。

選挙管理委員
会事務局

②
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監査事務局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1 職員研修

<事業目的>
　職員一人一人が人権に対する認識を更に深め，意識の向上を図る。

<取組実績>
【障害者の人権について】
内　容：障害に対する差別等に関する意識，障害者の生活状況，公共サービス窓口
　　　　での配慮や具体的対応について説明した。
実施日：６月２７日
参加者：２２人
【インターネットと人権について】
内　容：ビデオ教材を使用し，インターネットの正しい使い方とインターネットに
　　　　潜む危険性についての講演を行った。
実施日：１２月２１日
参加者：１９人

監査事務局 ④
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人事委員会事務局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
身体に障害のある方を
対象とした京都市職員
採用試験の実施

<事業目的>
　身体に障害のある方へ就職の機会を提供し，全ての人にとってくらしやすい社会
の実現を図る。

<取組実績>
■身体に障害のある方を対象とした京都市職員採用試験の実施
　○募集職種　　一般事務職（高等学校卒業程度）　○募集人数　　若干名
　○受験資格
　　　昭和5７年4月2日から平成６年4月1日までに生まれた方で，
　　　身体障害者手帳（１～４級）の交付を受けており，かつ自力勤務が可能な方
　○試験内容　　・第１次試験　　教養試験（高校卒業程度），作文試験
　　　　　　　　・第２次試験　　個別面接，身体検査
　○実施日程　　・受験案内配布開始　　6月1７日
　　　　　　　　・受付期間　　　　　　8月1２日～9月２日
　　　　　　　　・第１次試験　　　　　9月2５日
　　　　　　　　・最終合格発表　　　　11月９日
　○実施結果　　・申込者数　　　　２２名
　　　　　　　　・受験者数　　　　１６名
　　　　　　　　・１次合格者数　　１４名
　　　　　　　　・最終合格者数　　　２名

人事委員会事
務局
任用課

②
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消防局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
社会福祉施設等におけ
る防火研究会等の開催

<事業目的>
　災害時に弱者となりやすい高齢者や障害者に，防火に対する知識を持ってもら
う。

<取組実績>
 社会福祉施設等において高齢者，障がい者を対象とした防火・防災，応急手当に関
する指導を実施した。

消防局
各消防署

①

2
消防団員を対象とする
研修会

<事業目的>
　消防団員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　中京消防団員対象　１回２９名　テーマ「はじめての男女共同参画」について
　東山消防団員対象　１回２０名　テーマ「災害時に観光客の安全と人権を守る」
について

消防局
教養課

①

3
防火指導時における市
民啓発

<事業目的>
　人権に関する情報を提供することで，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権啓発標語を掲載した防火・防災ビラを配布した。

消防局
各消防署

①

4
機関誌「京都消防」へ
の情報等の掲載

<事業目的>
　職員の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　１２月号に「女性の権利と障害への対策」に関する記事を掲載した。

消防局
教養課

①

5
刊行物等への啓発標語
の掲載

<事業目的>
　本市が発行する印刷物等に人権啓発標語を掲載することにより,より多くの市民に
人権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　印刷物に人権啓発標語を掲載した。

消防局
各消防署

①

6
人権啓発看板,啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　消防署,消防出張所等に人権啓発看板等を掲出することにより,より多くの市民に人
権擁護思想の普及高揚を図る。

<取組実績>
　憲法月間，人権強調月間及び人権月間中に消防局，各消防署・出張所において電
光掲示板，看板及びポスターによる市民啓発を実施した。

消防局
各消防署

①

7
階層別研修,担当業務
別研修

<事業目的>
　消防業務と人権との関わりについて理解を深める。

<取組実績>
　階層別，業務別教育において人権に視点を置いたカリキュラムを設けて実施し
た。

消防局
教養課

④

8 職場研修

<事業目的>
　職員一人一人が人権に対する認識を更に深め，意識の向上を図る。

<取組実績>
　職場研修において参加型・体験型研修を取り入れた。

消防局
各消防署

④

9
外部講師による人権講
座の開催

<事業目的>
　人権行政を推進するに当たり，様々な人権課題についての職員の更なる理解を深
める。

<取組実績>
　消防局及び各消防署において外部の専門講師による人権講座（所属する全職員を
対象）を延べ１１回開催した。

消防局
各消防署

④

10 人権研修推進者の養成

<事業目的>
　職場研修を推進する人権研修推進者，人権研修推進補助者等の資質向上を図る。

<取組実績>
　課長級職員，課長補佐級職員及び係長級職員にそれぞれ該当講座を受講させ，研
修推進者としての指導育成能力の向上を図った。

消防局
教養課

④

11
人権研修推進者等によ
る研修内容等の検討

<事業目的>
　人権研修推進者等が研修内容を自ら検討することで，職場研修をより効果的なも
のとする。

<取組実績>
　憲法月間及び人権月間における職場研修の実施に当たり，各職場において人権研
修推進者等により，職場研修の方法，内容等について検討した。

消防局
各消防署

④
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

12
未就学児とその保護者
に対する防火等の指導

<事業目的>
　未就学児を火災や家庭内事故から守る。

<取組実績>
　消防音楽隊による未就学児に対する指導を実施：６４回

消防局
教養課

①
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交通局
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
職場研修推進専門委員
会

<事業目的>
　市民・お客様への応対，人権文化，公務員倫理等について，職員研修等の効果を
高めるとともに，職場研修総括推進者及び職場研修推進者が職場研修のリーダーと
しての自覚と指導力を高める。
<取組実績>
「京都市交通局における職場研修の推進に関する要綱」に基づき，職場研修総括推
進者（課長級職員）及び職場研修推進者（補佐・係長級職員）で構成され，市民・
お客様への応対，人権文化，公務員倫理等について，職員研修等の効果を高めると
ともに，両推進者が職場研修のリーダーとしての自覚と指導力を高めるべく，活動
した。

【実績】
　職場研修推進会議専門委員会　実施回数：14回

交通局
研修所 ④

2 地下鉄駅施設の整備

<事業目的>
　地下鉄駅の施設を整備することで，どのような人にとっても利用しやすい駅を目
指す。

<取組実績>
　烏丸御池駅の一般旅客用トイレを全面改修し，出入口部分の段差解消や洋式便器
の設置を行った（男子用トイレは平成２４年３月１日，女子用トイレは平成２４年
５月１日から供用開始）。

交通局
技術監理課
電気課

②

3
地下鉄全駅に「こども
１１０番の駅」の設置

<事業目的>
　子どもを犯罪などの危険から守る。

<取組実績>
　引き続き，地下鉄全駅（３1駅）に「こども１１０番の駅」を設置している。
　なお，重大な事件等はなかった。

交通局
運輸課

②

4
交通局契約の民間企業
職員に対する人権啓発
研修

<事業目的>
　研修を通じ，民間企業職員の人権意識を向上させることで，どのような方も利用
しやすい地下鉄を目指す。

<取組実績>
　平成２３年１２月１２日に広告代理店職員を対象に，人権啓発研修を実施した。
　参加４０人

交通局
企画課
（営業推進
課）

①

5
ノンステップバスの充
実

<事業目的>
　車いす利用者はもとより，子どもや高齢者並びに身体の不自由な方などにも，安
全で容易に乗り降りできる，ノンステップバスの充実を図る。

<取組実績>
　導入車両数7両（路線車両764両のうち累計609両）

交通局
技術課

②

6
啓発ポスターの作成及
び掲出

<事業目的>
　市バス・地下鉄利用者への人権啓発及び乗客誘致を図る。

<取組実績>
　市バス・地下鉄利用者への人権啓発及び乗客誘致を図るため，京都市内の人権に
関わる史跡や施設等を題材にした人権啓発ポスターを作成する。また，合わせて市
バス・地下鉄の沿線案内を紹介し，市バス・地下鉄の車内及び交通局施設等に掲出
した。
　実施月　：5月（憲法月間），8月（人権強調月間）
　　　　　　12月（人権月間）
　施設名　：国際交流会館
　配布数　：各月　1，300枚

交通局
研修所

①

7
街頭人権啓発活動の実
施

<事業目的>
　地下鉄の利用者に人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めることを図
る。

<取組実績>
　地下鉄の利用者に人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めるため，憲法
月間・人権強調月間・人権月間の各月間中，地下鉄の主要駅(四条駅・山科駅)で啓発
チラシ及び啓発物品を配布した。
【実績】
 　実施月　：5月（憲法月間）， 8月（人権強調月間）
               　12月（人権月間）
　配布場所：地下鉄四条駅，山科駅
　配布数　：各月　500個

交通局
研修所

①

8
市バス車内への人権啓
発絵画の展示

<事業目的>
　市バスの利用者に向けて，人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めるこ
とを図る。

<取組実績>
　市バスの利用者に向けて，人権問題に気付き，人権の尊重や人権意識を深めるた
め，市バス車内に，小学生の人権啓発絵画を掲出した。
【実績】
　実施月　：12月
　掲出車両：洛バス９両
　掲出枚数：198枚

交通局
研修所

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9
人権行政に関する資
料・情報の職員への提
供

<事業目的>
　職員が人権行政に関する資料・情報を共有することで，職員全体の人権意識の高
揚を図る。
<取組実績>
　交通局事業を進めるうえで人権の尊重を基本理念に置くことは極めて重要であ
り，職員に対しては，日常不断に人権についての情報を提供していく必要があり，
必要な参考図書の配付等を行った。
【実績】
バス新規採用職員研修　（３５人）
地下鉄新規採用職員研修（1１人）

交通局
研修所

④

10
局職員に対する人権問
題啓発講座

<事業目的>
　基本的人権について再認識するとともに，人権問題全般（女性，高齢者，障害
者，同和問題，外国人等）について広い視野に立った研修を実施し，様々な人権問
題について正しく理解し認識を深め，人権意識を磨く。

<取組実績>
　基本的人権について再認識するとともに，人権問題全般（女性，高齢者，障害
者，同和問題，外国人等）について広い視野に立った研修を実施し，様々な人権問
題について正しく理解し認識を深め，人権意識を磨くため，集合研修を実施した。
【実績】
　実施日　　：12月９日
　実施回数　：１回
　受講者　　：５０人
　内容　　　：ネットワーク社会における人権

交通局
研修所

④

11 所属・職場研修

<事業目的>
　「すべての人の人権を尊重する」をテーマに，職員がお互いに相手の人権を尊重
し合い，あらゆる差別の無い明るい社会と快適な職場環境の形成を目指す。

<取組実績>
　すべての人の人権を尊重する」をテーマに，職員がお互いに相手の人権を尊重し
合い，あらゆる差別の無い明るい社会と快適な職場環境の形成を目指すため，各所
属において人権研修を実施した。
【実績】
　実施月　　：6月～7月
　実施回数　：７7回
　受講者数　：1,7０６人

交通局
各課

④

12 階層別職員研修

<事業目的>
　公務員としての自覚と認識を深め，職員として果たすべき役割，責務の自覚，服
務の厳正を守る意識を高める。

<取組実績>
　公務員としての自覚と認識を深め，職員として果たすべき役割，責務の自覚，服
務の厳正を守るため，新規採用時及び昇任時等において，階層ごとに，その職の遂
行に必要な知識，実践能力を培うとともに，人権問題についても学習を深めた。
【実績】
　新規採用職員研修（事務，技術）　　　　：　８人
　新任係長・課長補佐・課長・部長級研修　：２９人
　採用後（2年目）研修　　　　　　　　　 ：１１人

交通局
研修所

④

13
刊行物等への啓発標語
の掲載

<事業目的>
　交通局施設の掲示板や市バス車内及び地下鉄駅に啓発標語の掲載された啓発ポス
ターを掲出することにより，より多くの職員や市民に人権擁護思想の普及高揚を図
る。

<取組実績>
　実施月：５月（憲法月間），８月（人権強調月間），12月（人権月間）
　掲出物：啓発ポスター

交通局
総務課
(22年度から
企画課）

①

14
人権啓発看板，啓発の
ぼり旗等の掲出

<事業目的>
　バス営業所，地下鉄駅及び局施設の玄関等に人権啓発看板や啓発のぼり旗，啓発
標語パネルを掲出することにより，より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図
る。

<取組実績>
　実施月：５月（憲法月間），８月（人権強調月間），12月（人権月間）
　掲出物：啓発看板

交通局
各事業所

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

15
参加・体験型研修を取
り入れ，より効果的な
研修の実施

<事業目的>
　人権文化の構築を目指し，受け身の研修から，フィールドワーク等参加体験型研
修を取り入れることにより，自ら考え自ら行動する，能動的で資質と能力の高い職
員の育成を図る。

<取組実績>
　人権文化の構築を目指し，受け身の研修から，フィールドワーク等参加体験型研
修を取り入れることにより，自ら考え自ら行動する，能動的で資質と能力の高い職
員の育成を図った。
【実績】
　　実施講座：フィールドワーク1回，国際交流会館　13人参加
　　　　　　　講演　「多文化共生社会を目指して」

交通局
研修所

④

16
障害のある人，外国籍
市民等との交流事業の
推進

<事業目的>
　人権に関する一段と深い理解や人権問題に対する共感が得られることから，人権
問題を抱える当事者と積極的に交流を図る。

<取組実績>
人権に関する一段と深い理解や人権問題に対する共感が得られることから，人権問
題を抱える当事者と積極的に交流を図った。
【実績】
　実施日　：6月～7月
　受講者数：５31人
　テーマ　：障害者問題等について（聴覚障害者）

交通局
各課

④
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上下水道局
番号 事　　業　　名 ２３年度取組実績 担当課 分類

1
コミュニケーション
ボードの設置

<事業目的>
「外国人のお客さま」や「障がいのあるお客さま」との窓口応対での意思疎通の円
滑化を図る。

<取組実績>
　窓口応対で，会話（日本語）による意思疎通を図ることが困難な場合にも，職員
とお客さまが交互にイラストを指し示すことによりスムーズな応対を行うための
ツールとして日本語のほか，英語，中国語，韓国・朝鮮語でも説明した「コミュニ
ケーションボード」を作成，２３年７月に，全営業所窓口と本庁舎のお客さまサー
ビスコーナーに設置した。

上下水道局
お客さまサー
ビス推進室

②

2
聴覚障害者への窓口対
応支援事業

<事業目的>
　高齢者や耳の不自由な方が安心していただけるよう,局施設に「耳マーク」を表示
した案内板や筆談用具を設置し,環境づくりを図る。

<取組実績>
　上記「コミュニケーションボード」設置のほか，本庁舎守衛室，琵琶湖疏水記念
館，お客さまサービスコーナー，全営業所及び下水道管路管理センターの合計１８
箇所に「耳マーク」を表示した案内板や筆談用具を設置するとともに，外勤の際に
は，筆談用具を携帯した。

上下水道局
総務課・
お客さまサー
ビス推進室

④

3 職場研修推進講座

<事業目的>
　職員一人一人の人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　職場における人権研修の充実を図るため，研修の企画・実施に関する助言・指導
を実施した。

上下水道局
職員課

①

4
関連企業に対する啓発
活動の実施（憲法月間
等の取組）

<事業目的>
　人権文化の構築を目指し，企業と人権問題の関わりについて，正しい理解と認識
を深める。

<取組実績>
　人権文化の構築を目指し，企業と人権問題の関わりについて，正しい理解と認識
を深めるために，上下水道工事事業者団体である京都市公認水道協会の会員等に対
し，人権月間に「講演・啓発ビデオ視聴，意見交流」による研修会を実施した。研
修内容については，重要課題を偏りなく実施するように年度で調整を図る。
　【予定】人権月間等の取組
　　　　日　時：12月６日
　　　　場　所：水道会館
　　　　内　容：①講演「子どもの人権」
　　　　　　　　②映像「小さな叫び」
　　　　参加者：京都市水道協会会員５５名

上下水道局
職員課

①

5 人権啓発看板等の掲出

<事業目的>
　より多くの市民に人権擁護思想の普及高揚を図り，人権文化の構築を目指す。

<取組実績>
　営業所・事業所等局施設の玄関に人権啓発看板を設置した。

上下水道局
職員課

①

6
各種会議等による局内
連携の充実

<事業目的>
　本市の人権文化推進会議の一員として参画するとともに，上下水道局人権行政の
推進を図る。

<取組実績>
　全庁的な組織としての人権文化推進会議と緊密な連携を取りながら，局内人権行
政の推進を図った。

上下水道局
職員課

④

7
人権行政の視点からの
所属事務事業の点検

<事業目的>
　人権尊重の視点から市政を推進するため，所属事務事業を点検し，必要な改善を
図る。

<取組実績>
　所属事務事業を点検し，必要な改善に努めた。　例）番号１，２

上下水道局
職員課

④

8 職員研修

<事業目的>
　「人権文化推進計画」に基づき，広く人権問題について，その本質を正しく認識
するとともに，日常業務を通じてはもとより，地域社会においても積極的に実践で
きる職員づくりを図る。

<取組実績>　（いずれも上下水道局研修室で実施）
　憲法月間講座（５月２４日）
　　内容：講演「人権教育」（１４８名）
　　講師：阿久澤麻里子（大阪市立大学大学院創造都市研究科教授）

　人権月間講座（１２月１２日，１２月１９日　）
　　内容：講演「ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）をなくすために～暴力の連
鎖を防ごう～」（１４4名）
　　講師　福岡ともみ（ウイメンズカウンセリング京都）

上下水道局
職員課

④
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9
人権研修等に関する資
料の提供

<事業目的>
　職員が自己の能力向上を目指して，自発的，主体的に研鑽できるよう，また，職
場における人権研修を推進するため，教材としてビデオや書籍等の研修資料の充実
を図る。

<取組実績>
　研修ビデオや研修資料の充実を図るともに，庁内イントラネットのホームページ
において，広く職員に対して情報提供を行い，所属に研修機材やビデオの貸出しを
行った。

上下水道局
職員課

④

10 職場研修の充実

<事業目的>
　職員一人一人が人権に対する認識を更に深め，意識の向上を図る。

<取組実績>
　「憲法月間」や「人権月間」の取組と連動し，人権の尊重・擁護，様々な人権問
題の早期解決を目指す時宜を得た講座の実施や，各職場における人権研修を実施
し，職員の人権に対する認識を深め，意識の向上を図った。

上下水道局
各課・事業所

④
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教育委員会
番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

1
地域読み書き教室支援
事業

<事業目的>
　小学校程度の基本的な文字の読み書きの習得を必要とする方々を対象に，文字の
習得を図るため各地域で行われる市民の自主的な活動を支援する。

<取組実績>
　申請団体数：４団体
　交付総額　：１４７，４００円

教育委員会
学校指導課

①

2
京都市土曜コリア教室

<事業目的>
　市内小学校に在籍する韓国・朝鮮籍児童及び韓国・朝鮮にルーツをもつ児童が自
らの文化や言葉等を学ぶことを通して,民族的・文化的アイデンティティや文化を大
切にし,民族的自覚の基礎を培うことを支援するため,さらに,日本人児童には,国際理
解・国際協調を深めることを目的に実施する。

<取組実績>
　登録児童数：７５人（京都市立４１校，私立１校）
　教室実施回数：全１１回（第１０回教室は民族の文化にふれる集いに参加）

教育委員会
学校指導課

①

3 多文化学習推進プログ
ラム

<事業目的>
　京都市立小・中学校を対象に，外国籍及び外国にルーツをもつ児童・生徒にはア
イデンティティの保持にかかわる取組として，また，日本人児童・生徒には広く国
際理解・国際協調を深めることを目指し，各校の実態に即した形で多文化共生を目
的とした取組を実施する。

<取組実績>
　実施校：小学校３２校，中学校１４校

教育委員会
学校指導課

①

4
「人権教育指導資料集
（参考試案）」の活用

<事業目的>
　「人権教育指導資料集（参考試案）」を活用し，児童生徒の発達段階に応じた系
統的な指導を行うことで，人権意識の高揚を図る。

<取組実績>
　各校において「人権教育指導資料集（参考試案）」を活用し，児童生徒の発達段
階に十分留意した系統的な指導を実施。

教育委員会
学校指導課

①

5
「《学校における》人
権教育をすすめるにあ
たって」の活用

<事業目的>
　「《学校における》人権教育をすすめるにあたって」をもとにして，各校で人権
教育の一層の充実を図る。

<取組実績>
　全教職員に配布するとともに，本指針の理念の実現に向け，教職員・事務局職員
を対象とした各種研修会を実施するなど，幅広くこの指針に対する理解と周知を図
り，各学校における人権教育のより積極的な推進を図った。
　・人権教育講座（全教職員対象）の実施
　・管理職人権研修の実施

教育委員会
学校指導課

①

6 男女平等教育の推進

<事業目的>
　学校教育の中で男女平等教育を推進し，男女共同参画社会の実現を目指す。

<取組実績>
　・男女混合名簿の実施
　（小学校，中学校，高等学校，総合支援学校，全校で実施）
　・人権教育講座の実施（平成２３年１０月６日）
　　　テーマ「現代の男性問題と女性問題」
　　　　－「男らしさと女らしさ」の難しさ，「頭」と「心」が乖離するなかで，
　　　　　大切なこと－
　　　　花園大学　准教授　安田　三江子

教育委員会
学校指導課

①

7 同和教育の推進

<事業目的>
　すべての児童・生徒が人権尊重を基盤とした同和問題認識を深め，同和問題の解
決に向けて主体的に行動できる実践的態度と能力を培う。

<取組実績>
　・同和教育主任研修の実施

教育委員会
学校指導課

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

9
帰国・外国人児童生徒
等に対する日本語指導

<事業目的>
　市内小中学校に在籍する中国帰国児童・生徒や外国人児童・生徒等に対し，言語
や生活習慣等に配慮したきめ細かな指導を図る。

<取組実績>
　日本語教室の設置：小学校９校，中学校４校
　日本語指導ボランティアの派遣：６７校１０８人（小・中学校合計）
　初期日本語指導員の派遣：１４校１８人（小・中学校合計）
　通訳ボランティアの派遣：３５校７６人
　　　　　　　　　　　　　派遣回数１０８回（小・中・高・総合支援学校合計）

教育委員会
学校指導課

①

10
人権啓発ポスターコン
クール（京都人権啓発
推進会議）

<事業目的>
　児童・生徒の人権擁護意識の高揚を図るため，人権を題材にした啓発ポスターを
募集・掲示する。

<取組実績>
　応募数　：１９８校から４，９３５作品
　入選作品：１００作品

文化市民局
人権文化推進
課

教育委員会
学校指導課

①

11 常設展示の充実

<事業目的>
　広く市民に対し京都での明治初期の地域住民と番組小学校の教師による障害児教
育への熱意と工夫を伝える。

<取組実績>
　常設展の１コーナーに「京都盲唖院」の創設に関する資料を展示し，視聴覚障害
児のための日本で最初の近代教育の取組を紹介している。

教育委員会
学校歴史博物
館

①

12
「学びのフォーラム山
科」の開催

<事業目的>
　京都市在住の方，または京都市内に通勤・通学の方を対象に，教養を高め，文
化，歴史，健康，食生活，時事問題など市民が興味・関心をもつ内容をテーマに毎
週水曜日に講演会を開催しており，２３年度は，４月に人権に関する講演会を実施
した。

<取組実績>
演　題：自然死への道
講　師：評論家　米沢　慧
日　時：４月１３日（水）
参加者：２５５人

生涯学習総合
センター山科

①

①8 外国人教育の推進

<事業目的>
(1) 外国人教育が民族差別の解消を目指す教育であるとともに,国や民族の違いを認
め共に生きる国際協調の精神を養うことを目指す教育であることを再認識し,各校の
実態に応じた重点目標を明らかにし,保護者啓発を含め組織的・計画的な取組を一層
推進する。
(2) 外国人問題の歴史的経緯,現状と課題についての認識の深化と課題解決に向けた
実践につながる研修の充実を図る。
(3)社会科をはじめとする外国人教育に関連する単元等における指導や「民族の文化
にふれる集い」などを通し,外国の文化や伝統を理解させるとともに,それぞれの主体
性を認め,互いに理解・尊重し,差別のない社会を目指して共に生きていこうとする態
度を養う。
(4) 日本が古くから朝鮮半島と政治・経済，文化等で交流があったことなど,アジア
の近隣諸国と日本の歴史的な関係をはじめ，世界の人々の交流の軌跡と現状につい
ての正しい認識を培う。
(5) 市内にある民族学校や国際学校,外国の学校との継続的な交流を充実するととも
に,留学生の協力を得た「PICNIK」等の外国の文化にふれる取組への参加を積極的
に促す。
(6)「外国人教育方針」の補足となる「外国人教育の充実に向けた取組の推進につい
て」の通知を受けた取組を推進する。

<取組実績>
・人権教育講座，管理職人権研修，外国人教育主任研修の実施
・民族の文化にふれる集い
　　日時：平成２４年２月５日（日）
　　場所：同志社大学寒梅館ハーディーホール（上京区）
　　参加：８００人
　　内容：市立学校児童・生徒及び市内の民族学校に通う児童・生徒による，民族
　　　　　舞踊，民族楽器の演奏，歌等の舞台発表，児童・生徒の作品展示など。

教育委員会
学校指導課
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

14
「総合育成支援教育ボ
ランティア養成講座」
の開催

<事業目的>
　養成講座を経たボランティアにより，より多くの障害を持つ子どもに支援の手が
広がることを目指す。

<取組実績>
　ノーマライゼーション理念の進展とともに，障害のある子どもが地域で学び，地
域で生活する意義が社会に受け入れられつつある中，障害のある子どもに対するボ
ランティア活動への関心も高まっている。
　こうした中，総合支援学校の総合育成支援教育相談センター「育（はぐくみ）支
援センター」の取組として，「京都市ノーマライゼーションへの道推進会議」と共
催し，障害のある子どもの支援を行うボランティアの養成講座を開催した。
【実績】
　ボランティア養成講座　延べ20回開催
　受講者数104人

教育委員会
総合育成支援
課

①

15
「総合支援学校デュア
ルシステム」の推進

<事業目的>
　高等部生徒一人一人の就職希望を実現し，生徒の進路開拓に向けた取組を推進す
ることを図る。

<取組実績>
　企業就労・福祉就労等，総合支援学校生徒の進路先の開拓及び定着に向けて，教
育，労働，福祉機関等が連携を密にし，生徒一人一人の障害の状態に応じた幅広い
多様な進路の確保を目指し，啓発等の取組を推進した。
【実績】
 「巣立ちのネットＷＯＲＫ」事務局会議
　7/13・9/21・2/15の３回開催
　障害のある市民の雇用フォーラム
　11/9開催（出席団体数42）

教育委員会
総合育成支援
課

①

16

総合支援学校生徒の進
路開拓をめざす「巣立
ちのネットＷＯＲＫ」
の取組の推進

<事業目的>
　企業就労・福祉就労等，総合支援学校生徒の進路先の開拓及び定着に向けて，教
育，労働，福祉機関等が連携を密にし，生徒一人一人の障害の状態に応じた幅広い
多様な進路の確保を目指す。

<取組実績>
　企業就労・福祉就労等，総合支援学校生徒の進路先の開拓及び定着に向けて，教
育，労働，福祉機関等が連携を密にし，生徒一人一人の障害の状態に応じた幅広い
多様な進路の確保を目指し，啓発等の取組を推進した。
【実績】
 「巣立ちのネットＷＯＲＫ」事務局会議
　7/13・9/21・2/15の３回開催
　障害のある市民の雇用フォーラム
　11/9開催（出席団体数42）

教育委員会
総合育成支援
課

①

13
総合育成支援教育の推
進

<事業目的>
　全ての子どもたちがノーマライゼーション社会の実現の担い手として，互いに支
えあい，成長するための基礎を培うことを図る。

<取組実績>
　障害ある子どもの自立と社会参加に向けて，全ての子どもたちがノーマライゼー
ション社会の実現の担い手として，互いに支えあい，成長するための基礎を培う。
【実績】
◆総合支援学校における教育の推進
　　総合育成支援教育相談センター『育（はぐくみ）支援センター』（小・中学校
　等の子ども，保護者，学校への支援を行う。）
　⇒相談件数　1,728件
◆育成学級等における教育の推進
　　市立学校228校443学級に育成学級を設置。設置要望のある学校の設置率
　は100％。対象児童生徒が在籍する学校全てに設置
◆障害のある子どもの支援体制の整備
　○総合育成支援教育の今後のあり方検討プロジェクト会議（学識経験者，保護
　者，学校関係者，専門家で構成され，今後の京都市の障害のある子どもの教育
　（総合育成支援教育）のあり方について調査・検討を行うとともに，具体的な
　取組について提言する。）
　　⇒7/29，2/14に開催
　○学校・園の支援体制の整備
　 ・全ての学校・園に「総合育成支援教育主任」及び「総合育成支援教育委員会」
　　を設置しており，校・園内全体での支援を進める。
　 ・ＬＤ等の発達障害のある子どもの支援を行う「学校サポートチーム」（精神科
　　医，心理学・教育学の専門家，総合育成支援教育の専門家等で構成）を設
　　置し，通学区域の小・中学校等のＬＤ等の発達障害のある子どもの指導をサ
　　ポートする。
◆研修
　○総合育成支援教育講座を４回，総合育成教育管理職研修を2回実施し，毎回
　　100～300名が参加。
　○リーフレット「子どもの『困り』の気づきから適切な支援へ」を市立学校・園
　　及び関係機関へ配付して，研修モデルプランも示すことで，校内研修等で活用
　　された。

教育委員会
総合育成支援
課

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

17

「出会いとふれあいの
オープンスペース（総
合支援学校・育成学
級・通級指導教室等見
学説明会）」の実施

<事業目的>
　障害のある子どもたちの教育の場（総合支援学校・育成学級・通級指導教室）に
ついて理解を深め，よりよい教育環境を実現する。

<取組実績>
　障害のある子どもたちの教育の場（育成学級・通級指導教室）について，障害の
ある子どもを持つ保護者や就学前教育・保育を行っている幼稚園・保育所等の職員
を対象とした見学会を実施した。
【実績】
　6/9～7/7のうち11日間（11会場）実施
　参加者419人

教育委員会
総合育成支援
課

①

18
「みんなで遊ぼう！ワ
イワイ広場」の開催

<事業目的>
　障害のある子どもが，一緒に活動し，学ぶことを通じて，全ての子どもが共に理
解し，支えあい，人権尊重の精神を身に付け，豊かな人間関係を築くことを図る。

<取組実績>
　障害のある子どもとない子どもが，一緒に活動し，学ぶことを通して，全ての子
どもが共に理解し，支えあい，人権尊重の精神を身に付け，豊かな人間関係を築く
ことを目的として開催
　また，21年度からはワイワイ広場の趣旨を実現する活動の場をより「地域」に拡
充するため，従来からの会場校に加え，新たに各小中学校における各種行事の一環
として，ワイワイ広場の取組を実施した。
【実績】
   6月～2月にかけて京都市立小・中・総合支援学校15校で開催
※23年度をもって事業終了。

教育委員会
総合育成支援
課

①

19

小・中学校育成学級，
総合支援学校大合同作
品展「小さな巨匠展」
の開催

<事業目的>
　障害のある子どもへの市民の理解・認識を深めるとともに，作品作りを通じて子
どもの情操を豊かにし，学力向上に資することで，総合育成支援教育の振興を図
る。

<取組実績>
　小・中学校育成学級，総合支援学校等で学ぶ子どもたちの作品を一同に集め，学
習成果の発表の一環として展示し，障害のある子どもへの市民の理解・認識を深め
るとともに，作品作りを通じて子どもの情操を豊かにし，学力向上に資すること
で，総合育成支援教育の振興を図った。
【実績】
　1/26～1/29　京都市美術館別館で開催（来場者6,032人）

教育委員会
総合育成支援
課

①

20
障害のある市民の生涯
学習事業

<事業目的>
　障害のある市民の生涯学習の機会を保障し，自立と社会参加を促進することを図
る。

<取組実績>
　障害のある市民の生涯学習の機会を保障し，自立と社会参加を促進する事業とし
て，成人講座を実施した。
【実績】
　視覚に障害のある市民の成人講座の実施
　（通年，講座数137回，延べ参加者数1,295人）
　発達に遅れのある市民の成人講座の実施
　（通年，講座数138回，延べ参加者数3,624人）
　聴覚言語障害のある市民の成人講座の実施
　（通年，講座数38回，延べ参加者数1,015人）

教育委員会
総合育成支援
課

①

21
「総合育成支援員」の
配置

<事業目的>
　今年度も前年度に引き続き，総合育成支援員を希望する学校全校に配置できるよ
う，また必要な学校には複数配置もできるよう事業を実施し，一人一人のニーズに
応じた適切な指導，必要な支援を行う体制の充実を図る。

<取組実績>
　普通学級に在籍するＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害），高
機能自閉症等の発達障害や肢体不自由等の幼児・児童・生徒に対して，きめ細やか
な指導を行うため，学習活動上の支援や学校生活上の介助等を行う「総合育成支援
員」（非常勤嘱託職員）を配置した。
【実績】
必要な全学校・園（255校・園）に358名を配置した。
 ※希望校中の配置率100％を達成
 ※複数配置，小学校11校，中学校4校

教育委員会
総合育成支援
課

①
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番号 事 業 名 ２３年度取組実績 担 当 課 分類

22
児童虐待に関する研修
の実施

<事業目的>
　関係機関との一層の連携を図り，児童虐待の未然防止や早期発見，再発防止に向
けた取組を推進する。

<取組実績>
・全市立学校・園に対し「児童虐待」の未然防止・早期発見について通知を行
　った。
・各校に対し，家庭支援・児童虐待防止への教職員手引書の活用を促した。
・児童相談所，子ども支援センター，警察署等の関係機関との連携の充実を
　図った。
・「学校でのソーシャルワーク実践研修」を行った。

教育委員会
生徒指導課

①

23
心の居場所づくり推進
事業

<事業目的>
　子どもたちの居場所をつくり，子どもが伸び伸びと生活できる環境を整える。

<取組実績>
・「スクールカウンセラー」の配置：111校
・「スクールソーシャルワーカー」の配置：8校
・「学びのパートナー」の配置：45校　47名
・「啐啄21・絆」の取組：35校で実施
・不登校フォーラム開催　日：1/22　参加者：216人
・民間のフリースクール等（5施設）と連携した不登校対策事業

教育委員会
生徒指導課

①

24 健康教育の推進

<事業目的>
　子どもたち一人一人の「心と体の健康」に焦点を当てた健康教育の取組を充実す
ることにより，身体的・精神的・社会的に，より健康になろうとする子どもたちの
育成を目指す。

<取組実績>
(1)児童・生徒のセルフエスティーム（自尊感情や自己肯定感）の向上を図る。
(2)児童・生徒の「自己実現」を目指し，個と個をつなぐ集団づくりの取組を推進
　する。
(3)「学習を行動に結びつけるスキル」を獲得させるための取組を推進する。
(4)児童・生徒の「心と体の健康」を支援する活動を推進する。
(5)様々な感染症について,人権尊重の視点に立った指導をする。
【実績】
  「心と体の健康」に焦点を当てた健康教育の充実
  教職員研修会の開催
  保健主事研修会

教育委員会
体育健康教育
室

④

25
学校における性教育・
エイズ教育の推進

<事業目的>
　授業研修会を実施し，
　(1)　児童・生徒にエイズについての正しい認識をもたせる。
　(2)　人権尊重の観点に立ったエイズ教育を推進する。
　(3)　児童・生徒が生命尊重や人間尊重,男女平等の精神に基づき，望ましい行動が
とれるエイズ教育の系統的な指導体系を確立する。

<取組実績>
　各校において，校内研修や性教育・エイズ教育の取組を年間計画に位置付け，実
践した。また，教職員等への研修会の開催等を通じて，発達段階に応じた効果的な
指導方法を教職員等へ指導する指導者の育成を行った。

教育委員会
体育健康教育
室

④

26 家庭教育講座の実施

<事業目的>
　「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念をふまえ，子どもたちの命を守り，子
ども一人一人の今と未来を大切にする家庭の教育力の向上につながるテーマを設定
した学習会や，保護者同士の語り合いの場を設け，家庭でのよりよい教育の充実・
促進を図る。

<取組実績>
・対象：全市立幼稚園，小学校，中学校，総合支援学校
・実施回数：各校園年間2回以上（全校園実施回数計９８６回）

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

27
生涯学習情報ネット
ワークシステムの運営

<事業目的>
　市民の生涯学習を支援し，市民みんなが成長できる社会の実現を目指す。

<取組実績>
　京都市生涯学習情報検索システム「京（みやこ）まなびネット」への
　23年度アクセス件数：90,444件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

①

28
生涯学習アドバイ
ザー・特別社会教育指
導員制度

<事業目的>
　地域における生涯学習の振興，人権啓発活動の推進，ＰＴＡ活動の振興を図る取
組などについて，学校，社会教育団体への助言・指導を行う生涯学習アドバイザー
を置くことで，市民に生涯学習の推進を促す。

<取組実績>
　<２３年度委嘱者>
     生涯学習アドバイザー9人，特別社会教育指導員５９人

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

①
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29

各学校・幼稚園におけ
る保護者対象の学習
会，懇談会等人権学習
会の開催

<事業目的>
　各家庭の教育力の向上を図る。

<取組実績>
　各家庭の教育力の向上のため，家庭や地域で，「子どもを共に育む京都市民憲
章」の理念を核とした取組が実践されるように，各学校・幼稚園において保護者を
対象とした学習会，懇談会等（家庭教育講座（幼・小・中・総）等）や，単位ＰＴ
Ａ・支部や連絡協議会における学習会を実施した。

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

30
京都市ＰＴＡフェス
ティバル

<事業目的>
　全市のＰＴＡ会員が，校種間の垣根を越えて広く集える手作りのイベントを開催
することにより，本市のＰＴＡ活動の活性化を図る。また，親が子どもたちと一緒
になって遊び，学ぶことを通して，家庭・地域の教育力向上を図る。

<取組実績>
開催日　平成23年11月２６日（土）
会　場　京都市勧業館　みやこめっせ　第３展示場
テーマ　「つながろう！京都！！」
参加者　約10,000人
内　容
・開会セレモニー　（幼稚園児のコーラス　等）
・ステージイベント（ＰＴＡによるステージ発表，総合支援学校による和太鼓
　　　　　　　　　　演奏）
・ブースコーナー　（ＰＴＡ・おやじの会活動コーナー，日本ＰＴＡ全国研究大会
　　　　　　　　　　京都大会啓発コーナー，人権啓発コーナー　等）

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

31
人権啓発展示パネルの
作成・貸出

<事業目的>
　保護者の人権に関する意識の高揚を図る。

<取組実績>
　学校・幼稚園における憲法月間・人権月間での取組をはじめ，学校・幼稚園行事
の機会に提示するためのパネルを作成・貸出を行い，保護者啓発資料として活用し
た。
（１）利用校・園・機関数　　１機関
（２）延べ鑑賞者数　　約１０,000人

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

32
親と子のこころの電話
相談員の養成

<事業目的>
　子育てのこと，友達や身体のことなど，様々な悩みに直面しながら身近に相談で
きる相手がなく，一人悩んでいる「親」や「子」に対して，電話を通して相談に当
たるボランティアを養成し，子どもの健全育成を図る。

<取組実績>
　研修会　１２８回
　１5期生認定者数　１５名
　相談件数　７５２件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

③

33
温もりの電話相談員の
養成

<事業目的>
　京都市地域女性連合会とのパートナーシップの下，子育ての悩みから季節野菜の
料理法まで，どんなことでも気軽に相談できる電話相談の相談員を養成し，温もり
のある地域社会の構築を目指す。
<取組実績>
○温もりの電話スーパーバイザーの委嘱
　　松木　繁氏（臨床心理士），内藤　みちよ氏（臨床心理士）
○相談員全体研修会　２回開催（８月・１月）
　①「被災地（仙台の子どもたち）はどんな経験をしていたのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～私たちは何ができるか～」
　　講師：西迫　達夫氏（京都市教育相談総合センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導主事・カウンセラー）
　②「温もりの電話の基本姿勢と援助のあり方
　　　　　　　　　～”おばちゃん”ならではの援助力を最大限に活かすコツ～」
　　講師：松木　繁氏（スーパーバイザー）
○相談員実践研修会　２回開催（９月・３月）
　・実際の相談事例を挙げてのロールプレイ，話し合い等。
　　講師：スーパーバイザー　松木　繁氏・内藤　みちよ氏
○平成２３年度相談件数：６７３件
○平成１０年８月２４日（開設）～平成２３年度　相談件数：１０，４５９件

教育委員会
生涯学習部
生涯学習推進
担当

③
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34
憲法月間・人権月間に
おけるＰＴＡ街頭啓
発・パレード

<事業目的>
　市民に人権の尊さを呼び掛け，差別のない明るいまちづくりを推進する。

<取組実績>
　憲法月間・人権月間の機会に，京都市ＰＴＡ連絡協議会が実施する啓発物品の配
布及びパレードによる街頭啓発活動を支援した。
（１）人権啓発パレード（憲法月間）
　日　程　平成２３年４月１６日（土）
　場　所　京都市役所前～円山公園
　参加者　約５００人
（２）ＰＴＡ街頭啓発（人権月間）
　日　程　平成２３年１２月３日（土）
　場　所　市内２４カ所
　参加者　約２，０００人

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

35
人権行政に関する情報
の職員への提供

<事業目的>
職員一人一人の人権意識を高める。

<取組実績>
　人権関係の情報誌，チラシの配布，講演会等のポスター掲示による職員への情報
提供を行った。
・人権啓発視聴覚教材の購入
　　人権映画：４本

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

36 家庭教育新聞の発行

<事業目的>
　教育問題や人権問題に関する情報提供をはじめ，親子で楽しめる企画や子どもを
健やかに育むためのインタビューも掲載し，教育情報誌としての充実を図る。

<取組実績>
・発行回数：年4回（199号～202号）
・配布先：全市立幼稚園・小・中・高・総合支援学校，私立・国立幼稚園，私立・
　　　　　国立小・中学校及び市内全保育所の保護者のほか，図書館・区役所等市
関係施設　　　　　　　　　　　　　　　　　　・発行部数：各１７０，０００部

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育
支援担当

①

37
人づくり２１世紀委員
会

<事業目的>
　子どもたちのために大人として何ができるか考え，行動することを目的に，市内
１０５の幅広い団体が参画しており，19年2月に制定された「子どもを共に育む京
都市民憲章」の理念があらゆる場で実践される社会の実現を目指して，子どものい
のちに関わる緊急課題である「薬物」「エイズ」「虐待」「インターネット・携帯
電話の弊害」等の解決に向けて取組を推進する。

<取組実績>
・「子どもを共に育む京都市民憲章」の理念の普及・子どもを取り巻く緊急課題の
解決に向けた連続講座を３回実施。
・各行政区で６９事業を実施（延べ参加者数１２，４００名）
・「子どもを共に育む未来づくり教育フォーラムin京都」の開催
　　日時：平成２３年８月８日
　　内容：講演会　他
　　場所：国立京都国際会館

教育委員会
生涯学習部
家庭地域教育支援
担当

①
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38 教職員研修

<事業目的>
　学校教育における人権教育の確立・推進を目指し，教職員の人権意識の高揚及び
実践を推進する資質・力量の向上を図る。

<取組実績>
①職務別・経験年次別研修
　管理職，人権教育主任，同和教育主任，外国人教育主任，事務職員，採用1年
目・5年目・１０年目教員等に実践発表及び協議形式等による研修を実施した。
②全教職員を対象とする希望参加制の研修
　全教職員を対象に｢<学校における>人権教育をすすめるにあたって｣の具現化に向
けて,講演や実践発表等を内容とする希望参加制の研修を実施した。
③参加型研修を採り入れた効果的な研修の実施
　上記①・②の研修にあたっては，受講者の参加意識を一層引き出し，研修効果を
高めるための受講者参加型研修を推進した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

39
校・園内研修及び支部
研修の実施

<事業目的>
　自校・園における人権教育の確立・推進を図る。

<取組実績>
　各校・園及び支部において人権教育に関する研修を計画的に実施した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

40

教育活動支援事業の実
施（教職員研究団体・
教職員グループ実践研
究）

<事業目的>
　学校教育における人権教育の確立・推進を図るとともに，教職員の人権意識の高
揚及び実践を推進する。

<取組実績>
　 同和教育，外国人教育等の教育研究諸団体の主体的な研究・研修を支援し，学校
教育における人権教育の確立・推進を図るとともに，教職員の人権意識の高揚及び
実践を推進した。また，教職員グループ実践研究事業においても，主体的な研究・
研修を支援し，教職員の人権意識の高揚及び実践を推進した。

教育委員会
総合教育セン
ター

④

41
教育研究資料・教育関
係図書の充実

<事業目的>
　本市教職員及び市民を対象に，人権に対する意識の高揚を図る。

<取組実績>
　人権及び人権教育に関する図書・資料を提示し，閲覧・貸出を行った。さらに，
平成23年12月に人権月間には，3階カリキュラム開発支援センター付近に人権書
籍の展示コーナーを設け，人権学習の充実に向けた取組を推進した。

教育委員会
総合教育セン
ター

①

42
教育相談総合センター
での教育相談

<事業目的>
　子どもの様々な悩みに対して相談窓口を設けることで，子どもの精神的な負担を
減らし，健全な発育を促進する。

<取組実績>
(1)カウンセリング
　子どもの不登校･いじめや友人関係･性格や行動･学習や学校生活のことなど,心の
ケアを要すると思われること，また，子どもの教育上のさまざまな課題や子育ての
不安について,教育･心理専門のカウンセラーが来所相談を受けている｡
　対象：市内の児童・生徒とその保護者
　　　　　相談時間:月～金10時～21時　土９時～17時(第2･第4水曜日,
                祝日,年末年始は休館)
(2)日曜不登校相談
　｢最近学校に行くのを渋りだした｣など，不登校についての不安や気がかりについ
て来所相談を受けている。

教育委員会
教育相談総合
センター

③

43
不登校児童・生徒の
「心の居場所」づくり

<事業目的>
　子どもの居場所をつくることで，精神的な負担を減らし，健全な発育を促進す
る。

<取組実績>
　・　ふれあいの杜「こどもパトナ学習室」，在級状況 28名（男 10名 女 18
名）
　・　ふれあいの杜「伏見学習室」，在級状況 11名（男 8名 女 3名）
　・　ふれあいの杜「北学習室」，在級状況 13名（男7名 女 6名）
　・　ふれあいの杜「西大路御池学習室」，在級状況 17名（男 6名 女 11名）
　・　ふれあいの杜「四条大宮学習室」，在級状況 18名（男 11名 女 7名）
　・　オープンサマーキャンプ
　　　　活動内容：野外炊事，マリンランド見学など
　　　　日時：8月17日～19日
　　　　場所：奥志摩みさきの家
　・　オープンウィンターキャンプ
　　　　活動内容：雪遊び，キャンドルファイヤーなど
　　　　日時：3月7日～9日
　　　　場所：花背山の家

教育委員会
教育相談総合
センター

①
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44
「こどもみらい館」に
おける事業の推進

<事業目的>
　乳幼児の健やかな育成を図る。

<取組実績>
子育てに役立つ情報や気軽に話し合える場の提供，親子のふれあいを深める講座の
開催，子育てに悩む親の相談に応じるなど，子育て支援を総合的に実施することが
できた。
・子育てなんでも相談（対面相談2,190件，健康相談113件，電話相談746件）
・子育てセミナー（7回）
・子育てパワーアップ講座（68回）
・子育て井戸端会議（74回）
・館長の井戸端サロン（12回）
・子育て図書館の運営（貸出点数　198,984点）

教育委員会
子育て支援総
合センターこ
どもみらい館

①

45
ゴールデン・エイジ・
アカデミーの開催

<事業目的>
　市民が,生涯にわたり自ら学び,教養を深める中で，人生の楽しみをより深く豊かな
ものにすることを目指す。

<取組実績>
　障害のある方の体験談にふれ，ともに社会の一員として暮らしていくことができ
る環境をつくる大切さについて認識を深める良い機会となった。
　演　題：箏の音とともに手わたしたい大きな「ありがとう」
　講　師：箏曲家（生田流師匠）・アスニーアトリエ講師　梶　寿美子
　日　時：１２月２日（金）
　参加者：４６１名（うちアスニー山科中継分３５名）

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

①

46
人権啓発映画試写会

<事業目的>
　保護者や社会教育団体等を対象とした人権に関する研修をはじめとする学習機会
の充実を図る。

<取組実績>
　日　時：６月１５日（水）及び７月８日（金）
　内　容：映画「私の中の差別意識」「ボクとカク」「いじめケース・スタディ」
「もったいないばあさんと考えよう世界のこと」「あの空の向こうに」
　参加者：計２１３名

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

④

47 人権啓発映画の貸出

<事業目的>
　あらゆる人権問題についての正しい理解と認識を深める。

<取組実績>
　貸出本数：１１８本

教育委員会
生涯学習部
施設運営担当
（生涯学習総
合センター事
業課）

①

48
人権問題関連図書の展
示と貸出

<事業目的>
　市民があらゆる人権問題についての理解と認識を深める。

<取組実績>
・京都市図書館全館
　憲法月間（５月）：憲法・人権問題関連図書の展示と貸出し
　人権月間（12月）：人権月間関連図書の展示と貸出し
・中央図書館
　９月：識字関連図書の展示と貸出し

教育委員会
各図書館

①

49 人権研修の実施

<事業目的>
　年度当初に職場研修の実施計画を策定し，所属職員の人権意識の高揚に向けた研
修を実施する。

<取組実績>
　総合育成支援教育など4講座を設置し，教育委員会事務局全職員を対象に選択受
講制をとり，個人の業務関心及び今日的な内容を踏まえて，人権問題を考察する研
修を実施。
【テーマ】
　Ａ「京都市の学力の実態と諸施策」
　Ｂ「総合育成支援教育の現状と取組について」
　Ｃ「子どもの健全育成に向けた，おとなの学びと実践」
　Ｄ「子どもの『心の育ち』と向き合うために～子ども支援専門官の立場から」
【日時】
　Ａ：平成２４年２月　８日（水）　９：４５～１１：４５
　Ｂ：平成２４年２月１３日（月）　９：４５～１１：４５
　Ｃ：平成２４年２月１６日（木）　９：４５～１１：４５
　Ｄ：平成２４年２月２４日（金）　９：４５～１１：４５
【場所】
　Ａ～Ｄ：京都市総合教育センター

教育委員会
総務課

④
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50 職務別職員人権研修

<事業目的>
　職員一人一人に人権問題に関する認識を深めさせ，その解決に向けたそれぞれの
職務に相応する役割の自覚を促す。

<取組実績>
　憲法月間（5月）・人権月間（12月）など市全体として人権啓発活動が行われる
時期にあわせ，人権意識の高揚に向けた研修への参加。

教育委員会
総務課

④
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